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(57)【要約】
【課題】上部可動体の動作による演出効果を向上する。
【解決手段】上部可動体は、アーム２２２に設けられ、
該アーム２２２の動作につれて表示部４１の前側に位置
する動作位置と該表示部４１の外側に位置する待機位置
との間で動作する複数の装飾体２４０,２５０,２５０を
有している。上部可動体２２０は、可動装飾体２５０が
アーム２２２における一方の動作に連動して動作するこ
とで、複数の装飾体２４０,２５０,２５０が互いに集合
して動作位置で意匠部ＤＨを形成し、可動装飾体２５０
がアーム２２２における他方の動作に連動して動作する
ことで、複数の装飾体２４０,２５０,２５０が互いに離
間して分離するよう構成される。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動作による演出を行う可動体を遊技盤に備えた遊技機において、
　前記可動体は、
　図柄変動ゲームが行われる表示部の外側に設けられた駆動機構により往復動作されるア
ームと、
　前記アームに設けられ、該アームの動作につれて前記表示部の前側に位置する動作位置
と該表示部の外側に位置する待機位置との間で動作する複数の装飾体とを有し、
　前記複数の装飾体は、少なくとも１つの装飾体が前記アームの動作に連動して動作する
ように設けられ、該動作可能な装飾体が該アームにおける一方の動作に連動して動作する
ことで、複数の装飾体が互いに集合して前記動作位置または待機位置で意匠部を形成し、
該動作可能な装飾体が該アームにおける他方の動作に連動して動作することで、複数の装
飾体が互いに離間して分離するよう構成した
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記可動体は、複数設けられる請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記可動体は、複数設けられ、
　前記可動体における夫々のアームに設けられた複数の装飾体の集合により形成される意
匠部同士が、前記動作位置または待機位置で集合して１つの意匠体を構成する請求項１ま
たは２記載の遊技機。
【請求項４】
　前記可動体は、前記アームに固定された１つの固定装飾体を基準として、この固定装飾
体の横側に並べて動作可能に設けられた可動装飾体が該固定装飾体に対して近接または離
間するよう動作し、隣り合う装飾体の側縁を沿わせて前記意匠部を構成する請求項１～３
の何れか一項に記載の遊技機。
【請求項５】
　前記可動体は、
　前記表示部の外側に一端部が軸支された前記アームの他端部に揺動可能に設けられ、前
記装飾体が配設された可動アームと、
　一端部が前記表示部の外側に軸支されると共に、他端部が前記可動アームにおける前記
アームへの支持部位から外れた位置に揺動可能に連結された補助アームとを備え、
　前記駆動機構により前記アームが動作されるのに伴って、前記補助アームが変位して前
記可動アームを揺動させるよう構成した請求項１～４の何れか一項に記載の遊技機。
【請求項６】
　前記可動体は、複数設けられ、
　前記アームは、前記表示部の外側に軸支された一端部に連結歯部が設けられ、隣り合う
アームの連結歯部同士を噛み合わせて連繋して、前記駆動機構により動作される１つのア
ームに連動させて他のアームを動作するよう構成した請求項１～５の何れか一項に記載の
遊技機。
【請求項７】
　前記表示部の外側に一端部が軸支されると共に他端部に前記複数の装飾体を設けた前記
アームを有する前記可動体を一対備え、前記複数の装飾体が、一対のアームにおける互い
に対向する側に設けられると共に、一対のアームおよび向かい合う装飾体が対称な関係で
動作される請求項１～６の何れか一項に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、動作による演出を行う可動体を備えた遊技機に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面に画成した遊技
領域の略中央位置にセンター役とも呼ばれる装飾部材が配設されて、該装飾部材の開口か
ら液晶式やドラム式等の図柄表示装置を臨ませ、この図柄表示装置で図柄組み合わせゲー
ムやリーチ演出等の遊技演出を行うよう構成されている。また、パチンコ機では、所要の
動作を行う可動体を備えた可動演出装置を装飾部材または該装飾部材の周りに配設し、該
可動体を図柄表示装置で行われる遊技演出に合わせて動作させることにより、視覚的な演
出効果を向上させて遊技の興趣を高めている(例えば、特許文献１参照)。
【０００３】
　特許文献１に開示の可動演出装置は、アーム部の先端に長尺な枠状装飾部材が固定され
て構成された一対の可動体を備えている。この可動演出装置は、可動体のアーム部を電子
ディスプレイの外側近傍に夫々軸支すると共に、両可動体のアーム部を交差状に枢着して
、一方の装飾可動体のアーム部を電動アクチュエータにより揺動させることにより両枠状
装飾部材が電子ディスプレイの前側に出没するようになっている。そして、可動演出装置
は、電子ディスプレイの前側に出現した両枠状装飾部材が組み合わさってハート形の意匠
体が構成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１１２６５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に開示の可動演出装置は、可動体を構成する枠状装飾部材がアーム部に固定
されているので、可動体が揺動している際に、長尺な枠状装飾部材が一方向に移動してい
るだけである。すなわち、可動体は、長尺で比較的大型の枠状装飾部材を設けてあるのに
動きが乏しいという不満がある。特に、可動体は、電子ディスプレイの前側で２つの枠状
装飾部材が組み合わさるまでは、各枠状装飾部材が意味のあるデザインとして認識できな
いので、動きによる演出効果を十分活かすことができない。
【０００６】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを好適
に解決するべく提案されたものであって、動作による演出効果が高い可動体を備えた遊技
機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明の遊技機は
、
　動作による演出を行う可動体(220)を遊技盤(40)に備えた遊技機において、
　前記可動体(220)は、
　図柄変動ゲームが行われる表示部(41)の外側に設けられた駆動機構(270)により往復動
作されるアーム(222)と、
　前記アーム(222)に設けられ、該アーム(222)の動作につれて前記表示部(41)の前側に位
置する動作位置と該表示部(41)の外側に位置する待機位置との間で動作する複数の装飾体
(240,250,250)とを有し、
　前記複数の装飾体(240,250,250)は、少なくとも１つの装飾体(250)が前記アーム(222)
の動作に連動して動作するように設けられ、該動作可能な装飾体(250)が該アーム(222)に
おける一方の動作に連動して動作することで、複数の装飾体(240,250,250)が互いに集合
して前記動作位置または待機位置で意匠部(DH)を形成し、該動作可能な装飾体(250)が該
アーム(222)における他方の動作に連動して動作することで、複数の装飾体(240,250,250)
が互いに離間して分離するよう構成したことを特徴とする。
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　請求項１に係る発明によれば、アームに設けられた複数の装飾体が、アームの動作に連
動して互いに集合または離間するように動作するので、アームの動作に伴う複数の装飾体
の変位とアームに対する装飾体の動作とが相まって、動作による演出効果を向上できる。
【０００８】
　請求項２に係る発明では、前記可動体(220)は、複数設けられることを要旨とする。
　請求項２に係る発明によれば、アームおよび装飾体を有する可動体を複数設けることで
、遊技盤をにぎやかにできる。
【０００９】
　請求項３に係る発明では、前記可動体(220)は、複数設けられ、
　前記可動体(220)における夫々のアーム(222)に設けられた複数の装飾体(240,250,250)
の集合により形成される意匠部(DH)同士が、前記動作位置または待機位置で集合して１つ
の意匠体(DR)を構成することを要旨とする。
　請求項３に係る発明によれば、各アームに設けた複数の装飾体が集合して意匠部を形成
するだけでなく、複数の意匠部が集合して１つの意匠体を構成するので、結果として大き
な意匠体を得ることができ、演出効果を向上し得る。
【００１０】
　請求項４に係る発明では、前記可動体(220)は、前記アーム(222)に固定された１つの固
定装飾体(240)を基準として、この固定装飾体(240)の横側に並べて動作可能に設けられた
可動装飾体(250)が該固定装飾体(240)に対して近接または離間するよう動作し、隣り合う
装飾体(240,250)の側縁を沿わせて前記意匠部(DH)を構成することを要旨とする。
　請求項４に係る発明によれば、動作する装飾体を少なくして動作にかかる部材を省略し
つつ、集合した際に全体として意匠部を適切に形成し得る。
　請求項５に係る発明では、前記可動体(220)は、
　前記表示部(41)の外側に一端部が軸支された前記アーム(222)の他端部に揺動可能に設
けられ、前記装飾体(250)が配設された可動アーム(226)と、
　一端部が前記表示部(41)の外側に軸支されると共に、他端部が前記可動アーム(226)に
おける前記アーム(222)への支持部位から外れた位置に揺動可能に連結された補助アーム(
234)とを備え、
　前記駆動機構(270)により前記アーム(222)が動作されるのに伴って、前記補助アーム(2
34)が変位して前記可動アーム(226)を揺動させるよう構成したことを要旨とする。
　請求項５に係る発明によれば、装飾体を簡単な構成で動作させることができる。
　請求項６に係る発明では、前記可動体(220)は、複数設けられ、
　前記アーム(220)は、前記表示部(41)の外側に軸支された一端部に連結歯部(280,281)が
設けられ、隣り合うアーム(222)の連結歯部(280,281)同士を噛み合わせて連繋して、前記
駆動機構(270)により動作される１つのアーム(222)に連動させて他のアーム(222)を動作
するよう構成したことを要旨とする。
　請求項６に係る発明によれば、複数の可動体を１つの駆動機構で簡単に動作させること
ができる。
　請求項７に係る発明では、前記表示部(41)の外側に一端部が軸支されると共に他端部に
前記複数の装飾体(240,250,250)を設けた前記アーム(222)を有する前記可動体(220)を一
対備え、前記複数の装飾体(240,250,250)が、一対のアーム(222)における互いに対向する
側に設けられると共に、一対のアーム(222,222)および向かい合う装飾体(240,250,250)が
対称な関係で動作されることを要旨とする。
　請求項７に係る発明によれば、一対のアームおよび装飾体の組が対称な関係で配置およ
び動作するので、互いの動作が関連付けられて演出効果を相乗し得る。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る遊技機によれば、可動体が複雑な動きをするので、可動体の動作による演
出効果を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１２】
【図１】本発明の好適な実施例に係るパチンコ機を示す正面図である。
【図２】実施例に係るパチンコ機の背面図である。
【図３】実施例に係るパチンコ機を中枠および遊技盤を取外した状態で示す正面図である
。
【図４】実施例に係る遊技盤を示す正面図である。
【図５】実施例に係る遊技盤を示す背面図である。
【図６】実施例に係る遊技盤を示す背面図であって、図柄表示装置を取り外した状態を示
す。
【図７】実施例に係る遊技盤を概略的に示す正面図であって、上部可動体および下部可動
体が待機位置にある。
【図８】図７のＡ－Ａ線断面図である。
【図９】図７のＢ－Ｂ線断面図である。
【図１０】図７のＣ－Ｃ線断面図である。
【図１１】図７のＤ－Ｄ線断面図である。
【図１２】実施例に係る遊技盤を概略的に示す正面図であって、上部可動体および下部可
動体が動作位置にある。
【図１３】図１２のＥ－Ｅ線断面図である。
【図１４】実施例の板部材を示す背面図である。
【図１５】実施例の裏ユニットを示す正面図である。
【図１６】実施例の裏ユニットを示す右側面図である。
【図１７】実施例の裏ユニットを上部装飾ユニットを取り外した状態で示す正面図であっ
て、上部可動体および下部可動体が待機位置にある。
【図１８】実施例の裏ユニットを上部装飾ユニットを取り外した状態で示す背面図であっ
て、上部可動体および下部可動体が待機位置にある。
【図１９】実施例の裏ユニットを上部装飾ユニットを取り外した状態で示す正面図であっ
て、上部可動体および下部可動体が動作位置にある。
【図２０】実施例の裏ユニットを上部装飾ユニットを取り外した状態で示す背面図であっ
て、上部可動体および下部可動体が動作位置にある。
【図２１】実施例の裏ユニットを上部装飾ユニットおよび前半体を取り外した状態で示す
正面図であって、上部可動体および下部可動体が待機位置にある。
【図２２】実施例の裏ユニットを上部装飾ユニット、上部可動演出装置および下部可動演
出装置を取り外した状態で示す正面図である。
【図２３】実施例の裏ユニットを上部装飾ユニット、上部可動演出装置、下部可動演出装
置および下部発光装置のハーフミラー部材を取り外した状態で示す正面図である。
【図２４】実施例の裏ユニットを上部装飾ユニット、上部可動演出装置、下部可動演出装
置および上部発光装置の光透過カバーを取り外した状態で示す正面図である。
【図２５】図２２のＦ－Ｆ線断面図である。
【図２６】実施例の右側部発光装置および上部発光装置を分解して示す斜視図である。
【図２７】実施例の下部発光装置および右側部発光装置を分解して示す斜視図である。
【図２８】実施例の裏ユニットを前側から示す分解斜視図である。
【図２９】実施例の裏ユニットを後側から示す分解斜視図である。
【図３０】実施例の装飾枠部材を示す正面図である。
【図３１】実施例の装飾枠部材を示す右側面図である。
【図３２】実施例の装飾枠部材を示す斜視図である。
【図３３】実施例の装飾枠部材を前側から示す分解斜視図である。
【図３４】実施例の装飾枠部材を後側から示す分解斜視図である。
【図３５】実施例の装飾枠部材の要部を示す左側面図である。
【図３６】図３０のＧ－Ｇ線断面図である。
【図３７】図３０のＨ－Ｈ線断面図である。
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【図３８】実施例のステージを示す概略斜視図である。
【図３９】実施例のワープ通路を一部切り欠いて示す概略斜視図である。
【図４０】実施例のステージユニットを示す正面図である。
【図４１】実施例のステージユニットを示す背面図である。
【図４２】実施例のステージを示す正面図である。
【図４３】実施例のステージを示す背面図である。
【図４４】実施例のステージを示す平面図である。
【図４５】実施例のステージを示す右側面図である。
【図４６】実施例のカバー部材を示す正面図である。
【図４７】実施例のカバー部材を示す背面図である。
【図４８】実施例のカバー部材を示す平面図である。
【図４９】実施例のカバー部材を示す右側面図である。
【図５０】実施例の通路本体を示す正面図である。
【図５１】実施例の通路本体を示す背面図である。
【図５２】実施例の通路本体を示す平面図である。
【図５３】実施例の通路本体を示す左側面図である。
【図５４】実施例のゲートを示す正面図である。
【図５５】実施例のゲートを示す平面図である。
【図５６】実施例のゲートを示す右側面図である。
【図５７】実施例のゲートを示す縦断面図である。
【図５８】実施例の上部可動演出装置を示す正面図であって、上部可動体が待機位置にあ
る。
【図５９】実施例の上部可動演出装置を示す正面図であって、上部可動体が動作位置にあ
る。
【図６０】図５８のＩ－Ｉ線断面図である。
【図６１】実施例の上部可動演出装置を前側から示す分解斜視図である。
【図６２】実施例の上部可動演出装置を後側から示す分解斜視図である。
【図６３】実施例の上部可動演出装置を上部ベース体を省いた状態で示す正面図であって
、上部可動体が待機位置にある。
【図６４】実施例の上部可動演出装置を上部ベース体を省いた状態で示す正面図であって
、上部可動体が動作位置にある。
【図６５】実施例の上部可動演出装置を上部ベース体を省いた状態で示す背面図であって
、上部可動体が待機位置にある。
【図６６】実施例の上部可動演出装置を上部ベース体を省いた状態で示す背面図であって
、上部可動体が動作位置にある。
【図６７】図６５のＪ部拡大図である。
【図６８】実施例の上部可動演出装置を装飾体における前側のカバーを省いた状態で示す
正面図である。
【図６９】実施例の上部装飾ユニットを示す正面図である。
【図７０】実施例の上部装飾ユニットを示す背面図である。
【図７１】実施例の上部装飾ユニットを示す分解斜視図である。
【図７２】実施例のユニット本体部を示す正面図である。
【図７３】実施例のユニット本体部を示す背面図である。
【図７４】実施例の動作体を示す正面図である。
【図７５】実施例の動作体を示す背面図である。
【図７６】実施例の動作体を示す右側面図である。
【図７７】実施例の上部装飾ユニットの動作機構を示す概略図である。
【図７８】実施例の下部可動演出装置を示す正面図であって、下部可動体が待機位置にあ
る。
【図７９】図７８のＫ－Ｋ線断面図である。
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【図８０】実施例の下部可動演出装置を示す正面図であって、下部可動体が動作位置にあ
る。
【図８１】実施例の下部可動演出装置を前側から示す分解斜視図である。
【図８２】実施例の下部可動演出装置を後側から示す分解斜視図である。
【図８３】実施例の下部可動演出装置の下部駆動機構を示す概略図である。
【図８４】実施例のパチンコ機の制御ブロック図である。
【図８５】図８のア部拡大図である。
【図８６】図８のイ部拡大図である。
【図８７】図１０のウ部拡大図である。
【図８８】実施例の第１上部可動体を前側から示す分解斜視図である。
【図８９】実施例の第１上部可動体を後側から示す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行なうパ
チンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、
「右」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見
た状態で指称する。
【実施例】
【００１４】
(パチンコ機について)
　図１に示すように、実施例に係るパチンコ機１０は、矩形枠状に形成されて、遊技店の
図示しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠１１を備えている。また、パチンコ
機１０には、後述する遊技盤４０(図４参照)が着脱可能に保持される本体枠としての中枠
１２が、外枠１１の開口前面側に開閉および着脱可能に組み付けられている。更に、パチ
ンコ機１０は、遊技盤４０の裏側に対して、各種図柄を変動表示可能な図柄表示装置１３
が着脱し得るよう配設されている(図２参照)。中枠１２の前面側には、遊技盤４０を透視
保護するガラス板１４ａを備えた装飾枠としての前枠１４が開閉可能に組付けられると共
に、前枠１４の下方にパチンコ球(遊技球)を貯留する下球受け皿１５が開閉可能に組付け
られる(図１参照)。なお、実施例では、前枠１４の下部位置に、パチンコ球を貯留する上
球受け皿１６が一体的に組付けられており、前枠１４の開閉に合わせて上球受け皿１６も
一体的に開閉するよう構成される。図柄表示装置１３としては、液晶表示装置やドラム式
の表示装置、ベルト式の表示装置等の各種図柄を変動表示可能な従来公知の表示装置を用
いることができる。
【００１５】
(中枠について)
　図３に示すように、前記中枠１２は、上縁をなす上枠部材１７と、下縁をなし、スピー
カ３３や打球発射装置３４、操作ハンドル３５等が設置された下枠部材１８と、左側縁を
なす左枠部材１９と、右側縁をなす右枠部材２０とから構成されている。中枠１２は、上
下左右の枠部材１７,１８,１９,２０を組付けた際に、全体が外枠１１の開口に整合する
矩形枠状に形成される。そして、上下左右の枠部材を組付けた際に前後に開口する開口部
分が、遊技盤４０を設置する遊技盤保持部２２として機能する。ここで、中枠１２は、外
枠１１の左上端部および左下端部に設けられた支軸(図示せず)を介して枢支され、左側端
部を中心として中枠１２を回転させることで、外枠１１に対して中枠１２を開閉し得るよ
うになっている。
【００１６】
　図３に示すように、左枠部材１９の開口内側(遊技盤保持部２２側)には、上下に離間す
る位置に、遊技盤４０の左側端部を回転および着脱可能に保持する回転保持具２３,２３
が複数設けられている。また、上下の枠部材における右端部(右枠部材２０側)には、固定
位置および固定解除位置に回転可能な固定具２４,２４が夫々設けられており、該固定具
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２４,２４により遊技盤４０の右側上下端部を中枠１２に固定し得るようになっている。
パチンコ機１０では、遊技盤４０の左側端部を回転保持具２３,２３で保持した状態で、
遊技盤４０の右側端部を押し込んで遊技盤４０の左側端部(回転保持具２３,２３)を中心
に回動させて遊技盤４０の全体を遊技盤保持部２２に臨ませて、固定具２４,２４を固定
位置に回転変位させて遊技盤４０の右側上下端部が支持固定される。このように、遊技盤
４０は、その周縁部の裏面が前記上下および左の各枠部材１７,１８,１９,２０に当接支
持された状態で、回転保持具２３,２３および固定具２４,２４で対応箇所の前面が当接支
持されて、前後方向の移動が規制される。そして、この状態の遊技盤４０の前面(後述す
る板部材４２の前面)は、中枠１２に組付けられている前枠１４のガラス板１４ａに対し
て予め設定された距離だけ離間する位置に臨むよう構成されている。
【００１７】
　図３に示すように、前記上枠部材１７の裏側には、設置枠台等に設けられた外部球供給
設備から供給されるパチンコ球を貯留する球タンク２５が、上枠部材１７の左右幅の略全
幅に亘って設けられている。この球タンク２５は、遊技盤保持部２２に配設された遊技盤
４０の裏側上部に重なるよう形成されており、遊技盤４０の上下寸法を最大限大きくし得
るようになっている。また、下枠部材１８の裏側には、上下の球受け皿１５,１６に連通
する球供給路および設置枠台に設けた球回収樋に連通する球排出路(何れも図示せず)が夫
々形成されたセット部材２６が配設されている(図２参照)。なお、球タンク２５とセット
部材２６とは、両部材間に架設された球通路ユニット２７を介して連通接続されており、
該球通路ユニット２７に配設された球払出し装置２７ａの駆動により球タンク２５に供給
されたパチンコ球を上下の球受け皿１５,１６へ給出するよう構成されている。
【００１８】
　前記セット部材２６には、図２に示すように、パチンコ機１０の電源制御を行なう電源
装置２８、球通路ユニット２７に配設した球払出し装置２７ａを駆動制御する払出し制御
装置２９、前記打球発射装置３４を駆動制御する発射制御装置３０、外部端末に接続され
るインターフェース基板３１等が配設されている。なお、これらの各装置２８,２９,３０
,３１は、遊技盤４０の裏側に配設される主制御装置３２に配線接続され、該主制御装置
３２からの制御信号に基づいて所定の制御を実行するようになっている。
【００１９】
(遊技盤)
　図４～図１３に示すように、前記遊技盤４０は、略矩形状に形成されたベニヤ等の合板
からなる板部材４２と、この板部材４２の後側に取り付けられる裏ユニット５０とから基
本的に構成される。また、遊技盤４０には、裏ユニット５０の後面に図柄表示装置１３が
着脱可能に配設されて(図２参照)、該遊技盤４０の中央部に画成された表示部４１に該図
柄表示装置１３の表示面が臨んでいる。そして、遊技盤４０では、該遊技盤４０の前面に
画成される遊技領域４０ａに打ち出されて流下するパチンコ球による入賞に合わせてある
いは独立して、表示部４１から前側(遊技者側)に臨む図柄表示装置１３の表示面において
図柄変動ゲームや所定の表示演出が行われるようになっている。
【００２０】
(板部材)
　図４または図５に示すように、板部材４２は、平板状の部材であって、略矩形を基本と
して四隅が前述した中枠１２への取り付け構造に合わせて切り欠き等されて適宜形状とさ
れている。板部材４２は、左下部から右上部にかけて円弧状に延在する外レール４３と、
この外レール４３の内側に中央下部から左上部にかけて並べて配置された内レール４４と
が前面に配設されている(図４参照)。また、板部材４２の前面右側には、第１盤面飾り部
材４５ａが配設され、外レール４３の右上部から内レール４４の下部までの間に、第１盤
面飾り部材４５ａの右方に凹む湾曲形状の内側縁が延在している。そして、板部材４２の
前面には、外レール４３、内レール４４および第１盤面飾り部材４５ａによって略円形の
遊技領域４０ａが画成されている。また、板部材４２の前面には、外レール４３の左方(
遊技領域４０ａの外側)の上下位置に第２盤面飾り部材４５ｂが夫々配設されている。
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【００２１】
　前記遊技盤４０では、中枠１２に配設された打球発射装置３４から発射されたパチンコ
球が遊技領域４０ａに対して打ち出されて、該遊技領域４０ａ内をパチンコ球が流下して
遊技が行われるようになっている。なお、打球発射装置３４から発射されたパチンコ球は
、外レール４３と内レール４４との間を通って遊技領域４０ａの左上部に打ち出される。
ここで、板部材４２の前面には、遊技領域４０ａに位置して多数の遊技釘や風車等が配設
されており、これらの部品によって遊技領域４０ａを流下するパチンコ球の流下方向が不
規則に変更される(図４参照)。
【００２２】
　図１４に示すように、前記板部材４２には、装飾枠部材(装飾部材)１００、各種入賞装
置６０,６２、遊技領域４０ａに設けられる飾り部材６６やゲート７０等に合わせて前後
に貫通する貫通口４２ａ,４２ｂ,４２ｃ,４２ｄが複数開設されている。板部材４２は、
遊技領域４０ａの中央部に大きく開設された表示貫通口４２ａと、この表示貫通口４２ａ
の下側に開設され、後述する入賞装置６０,６２が配設される入賞装置貫通口４２ｂと、
この入賞装置貫通口４２ｂの左側に開設された飾り貫通口４２ｃとを備えている。また、
板部材４２には、表示貫通口４２ａと内レール４４との間に、ゲート７０が配設されるゲ
ート貫通口４２ｄが開設されている。表示貫通口４２ａは、図柄表示装置１３の表示面の
前側に形成されており、この表示貫通口４２ａの内側に表示部４１が設けられる。そして
、板部材４２では、表示貫通口４２ａに対して後述する装飾枠部材１００が配設される(
図４参照)。
【００２３】
　前記板部材４２には、表示貫通口４２ａ(表示貫通口４２ａに嵌め合わせた装飾枠部材
１００)の下方位置に、遊技領域４０ａを流下するパチンコ球が入賞可能な始動入賞装置
６０が入賞装置貫通口４２ｂの上部に嵌め合わせて配設されている(図４参照)。また、板
部材４２には、始動入賞装置６０の下方に、遊技領域４０ａを流下するパチンコ球が入賞
可能な特別入賞装置６２が入賞装置貫通口４２ｂの下部に嵌め合わせて配設されている。
板部材４２には、遊技領域４０ａの左下縁に沿って形成された飾り貫通口４２ｃに嵌め合
わせて下部飾り部材６６が配設されている。各下部飾り部材６６には、普通入賞装置６４
の遊技領域４０ａに臨む普通入賞口６４ａが設けられている(図４参照)。更に、板部材４
２には、ゲート貫通口４２ｄに嵌め合わせて、ゲート飾り部材７２がパチンコ球の通過を
許容するゲート口７６ａを遊技領域４０ａに臨ませて配設されている。
【００２４】
(裏ユニット)
　図１５～図２９に示すように、裏ユニット５０は、合成樹脂の成形品であって、板部材
４２の後面から離間して該板部材４２に対向する設置板部(後壁)５３と、この設置板部５
３の外周縁から前方へ突出する壁部５４とを有する前側に開放するよう形成された箱枠状
の箱状本体５２を備えている。裏ユニット５０には、設置板部５３の略中央部に位置して
前後に貫通する裏ユニット開口５０ａが開設され、設置板部５３における裏ユニット開口
５０ａの両脇に後側に突出するように装置支持部５２ａ,５２ａが形成されている(図６,
図２８または図２９参照)。また、裏ユニット５０には、設置板部５３における裏ユニッ
ト開口５０ａの下側に後側に突出するように装置支持板５２ｂが形成されている。図５に
示すように、遊技盤４０は、略矩形状の図柄表示装置１３の下面を装置支持板５２ｂの上
面で支持すると共に、図柄表示装置１３の一側部(実施例では左)に突設された係止突片(
図示せず)を左側の装置支持部５２ａの係止凹部(図示せず)に差し込んで、図柄表示装置
１３の他側部(右)を右側の装置支持部５２ａで支持される。そして、遊技盤４０は、ナイ
ラッチ等の着脱可能な係合手段(図示せず)で図柄表示装置１３の他側部側を固定すること
で、設置板部５３の後側に図柄表示装置１３が表示面を裏ユニット開口５０ａに臨ませた
状態で配設される。すなわち、遊技盤４０では、裏ユニット開口５０ａの内側に表示部４
１が設けられる。
【００２５】
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　図２８または図２９に示すように、前記箱状本体５２には、壁部５４の前端から外方ま
たは内方に向けて板部材４２と平行に延在する複数の取付フランジ部５４ａが夫々形成さ
れている。裏ユニット５０は、箱状本体５２の取付フランジ部５４ａを板部材４２の後面
に当接させて、該取付フランジ部５４ａを介して板部材４２に対してネジ止め固定される
(例えば図１０参照)。すなわち、遊技盤４０では、箱状本体５２の設置板部５３が板部材
４２から後側に離間し、板部材４２の後面と箱状本体５２の設置板部５３の前面との間に
、装置または部材を設置し得る収容空間５７,５８が画成されるようになっている。
【００２６】
　前記裏ユニット５０は、箱状本体５２の下側に通路形成部５６を備えている(図２８ま
たは図２９参照)。通路形成部５６は、パチンコ球の通過を検知し得る普通入賞センサ６
５(図８４参照)が取り付けられると共に、普通入賞口６４ａから入賞したパチンコ球を普
通入賞センサ６５に案内する球通路５６ａが形成されている。通路形成部５６は、箱状本
体５２と別体に形成された合成樹脂の成形品であって、各種装置が配設されて剛性が要求
される箱状本体５２より軟らかい素材で形成され、球通路５６ａを流下するパチンコ球の
流下勢を緩衝するようになっている。また、通路形成部５６の後面には、中継基板３９の
設置部５６ｃが設けられている(図２９参照)。
【００２７】
　図１５に示すように、前記裏ユニット５０には、箱状本体５２に可動演出装置２００,
４００、装飾ユニット３００、発光装置６００,６２０,６４０,６５０および発光演出部
を構成する発光部４３０,５００,５１０,５２０,５４０,５５０が配設されている。これ
らの装置が前記収容空間５７,５８に収容されたり、板部材４２の表示貫通口４２ａ(表示
貫通口４２ａに取り付けられる装飾枠部材１００の窓口１００ａ)を介して遊技盤４０の
前面に臨むようになっている(図４参照)。実施例の裏ユニット５０には、設置板部５３に
おける裏ユニット開口５０ａの上側に延在する上辺部５３ａ(図２６～図２８参照)および
裏ユニット開口５０ａの左側に延在する左辺部５３ｂ(図２６～図２８参照)にかけて上部
可動演出装置２００が配設され、上部可動演出装置２００の前側に位置して設置板部５３
の上辺部５３ａに上部装飾ユニット３００が配設されている(図１５または図１７参照)。
また、裏ユニット５０には、設置板部５３における裏ユニット開口５０ａの右側に延在す
る右辺部５３ｃ(図２６～図２８参照)と裏ユニット開口５０ａの下側に延在する下辺部５
３ｄ(図２６～図２８参照)とが交差する部位から右辺部５３ｃにかけて下部可動演出装置
４００が配設されている。更に、裏ユニット５０には、設置板部５３の下辺部５３ｄに下
部発光装置６００が配設され、設置板部５３の右辺部５３ｃに右側部発光装置６２０が配
設されると共に、右辺部５３ｃの上部に上部発光装置６４０が配設され、設置板部５３の
左辺部５３ｂに左側部発光装置６５０が配設されている(図２２参照)。このように、遊技
盤４０には、表示部４１を囲んで上部可動演出装置２００、上部装飾ユニット３００、下
部可動演出装置４００、左右の側部発光装置６２０,６５０、下部発光装置６００および
上部発光装置６４０、後述する発光演出部が設置され、これらの装置によって所要の演出
を行い得るように構成される。
【００２８】
(入賞装置)
　図４に示す如く、始動入賞装置６０は、板部材４２の前面にネジ固定される第１取付ベ
ース板６０ａの前面側に、遊技領域４０ａを流下するパチンコ球が入賞可能な上下の始動
入賞口(入賞口)６０ｂ,６０ｃが設けられる。始動入賞装置６０は、第１取付ベース板６
０ａの後側に突出する装置本体部が入賞装置貫通口４２ｂの上部を介して板部材４２の後
側に突出すると共に、第１取付ベース板６０ａによって入賞装置貫通口４２ｂの上部を塞
いでいる。パチンコ機１０では、始動入賞装置６０の始動入賞口６０ｂ,６０ｃへ入賞し
たパチンコ球が始動入賞センサ６１(図８４参照)で検出されることで、図柄表示装置１３
の表示面で図柄変動が開始されると共に、所定数(例えば５個)のパチンコ球が賞球として
上下の球受け皿１５,１６に払い出されるようになっている。また、下側の始動入賞口６
０ｃを挟む左右位置には、相互に近接および離間するよう揺動可能な一対の羽根部材(図
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示せず)が設けられている。そして、始動入賞装置６０は、第１取付ベース板６０ａの後
面側に設けられた装置本体部に設けた図示しないソレノイドにより羽根部材を揺動するこ
とで、下側の始動入賞口６０ｃが開閉される。
【００２９】
　図４に示す如く、前記特別入賞装置６２は、板部材４２の前面にネジ固定される第２取
付ベース板６２ａに、前後に開口する横長の特別入賞口６２ｂが開設されると共に、該第
２取付ベース板６２ａの後面側に、該特別入賞口６２ｂを介してパチンコ球が入賞可能な
入賞空間が形成された装置本体部が設けられている。また、特別入賞装置６２は、特別入
賞口６２ｂを開閉自在に閉成する開閉扉６２ｃを備え、この開閉扉６２ｃを装置本体部に
設けた図示しないソレノイドにより開閉することで、特別入賞口６２ｂが開閉されるよう
になっている。パチンコ機１０では、図柄表示装置１３で行なわれる図柄変動演出の結果
、該図柄表示装置１３に所定の図柄組み合わせ(例えば同一図柄の三つ揃い等)で図柄が停
止表示されることで所謂「大当り」が発生する。これにより、パチンコ機１０では、特別
入賞装置６２の特別入賞口６２ｂが開放され、特別入賞口６２ｂに入賞したパチンコ球が
特別入賞センサ６３(図８４参照)で検出されることで、多数の賞球が上下の球受け皿１５
,１６に払い出されるよう構成される。なお、始動入賞装置６０の装置本体部および特別
入賞装置６２の装置本体部は、板部材４２に穿設された入賞装置貫通口４２ｂを介して板
部材４２の後方に突出し、両装置本体部が、裏ユニット５０の通路形成部５６に該装置本
体部に対応して形成された入賞装置収容部５６ｂ(図１５参照)に収容されるようになって
いる。
【００３０】
（普通入賞装置）
　前記板部材４２には、装飾枠部材１００の下方位置に位置して、特別入賞装置６２の特
別入賞口６２ｂを挟む左右両側に普通入賞装置６４の普通入賞口６４ａが夫々設けられて
いる(図４参照)。実施例では、図４に示す如く、特別入賞装置６２の左側に飾り貫通口４
２ｃを塞いで設けられた下部飾り部材６６に、遊技領域４０ａに臨む普通入賞口６４ａが
設けられ、特別入賞装置６２における特別入賞口６２ｂより右側に延出する第２取付ベー
ス板６２ａにも、遊技領域４０ａに臨む普通入賞口６４ａが設けられている。下部飾り部
材６６には、３つの普通入賞口６４ａ,６４ａが、左から中央に向かうにつれて下がる階
段状となるよう上下および左右に離間して設けられている。これに対して、特別入賞口６
２ｂの右側には、１つの普通入賞口６４ａが配置されている。そして、パチンコ機１０で
は、普通入賞口６４ａに入賞したパチンコ球を、裏ユニット５０における通路形成部５６
と板部材４２との間または通路形成部５６に形成された球通路５６ａで案内するようにな
っている(図１５参照)。そして、パチンコ機１０では、球通路５６ａの下流側に設けた普
通入賞センサ６５(図８４参照)でパチンコ球を検出することで、所定数(例えば１０個)の
賞球が上下の球受け皿１５,１６に払い出されるようになっている。
【００３１】
　図４に示すように、前記遊技盤４０には、遊技領域４０ａの最下部、すなわち特別入賞
装置６２の下側には、始動入賞口６０ｂ,６０ｃ、特別入賞口６２ｂおよび各普通入賞口
６４ａに入賞することなく流下したパチンコ球を機裏側に排出するアウト口４６が形成さ
れている。
【００３２】
(ゲート)
　前記板部材４２の前面には、遊技領域４０ａにおける装飾枠部材１００の左側に位置し
て、該遊技領域４０ａを流下するパチンコ球が通過可能なゲート口７６ａを有するゲート
７０が配設されている(図４参照)。ゲート７０は、ゲートセンサ７１と、このゲートセン
サ７１を保持するゲート飾り部材７２から構成されている。ゲート７０は、ゲート口７６
ａを通過するパチンコ球をゲートセンサ７１で検出した際に、図示しない普通図柄表示装
置における普通図柄の変動表示の契機となる入球検知信号を出力するようになっている。
ゲートセンサ７１は、主制御装置３２に電気的に接続され(図８４参照)、実施例の主制御
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装置３２は、ゲート７０を通過するパチンコ球をゲートセンサ７１が検出したことを条件
として、始動入賞装置６０の羽根部材を開放するか否かの抽選を行なうよう設定されてい
る。なお、ゲート７０の具体的な構成については後述する。
【００３３】
(制御装置)
　前記遊技盤４０(裏ユニット５０)の後面に着脱可能に配設される図柄表示装置１３の裏
面には、図２に示す如く、該図柄表示装置１３の表示を制御する演出表示制御装置３６が
配設されている。また、図柄表示装置１３の後面には、可動演出装置２００,４００およ
び装飾ユニット３００を動作または発光制御したり、各種発光装置６００,６２０,６４０
,６５０および発光演出部を発光制御したり、スピーカ３３の効果音出力制御等を行なう
統括制御装置３７が、演出表示制御装置３６に隣接して配設されている。パチンコ機１０
では、制御装置同士または制御装置と遊技部品である可動演出装置２００,４００、装飾
ユニット３００、発光装置６００,６２０,６４０,６５０、発光演出部、図柄表示装置１
３、スピーカ３３、始動入賞センサ６１、特別入賞センサ６３、普通入賞センサ６５およ
びゲートセンサ７１等が配線または中継基板３９(図５参照)を介して電気的に接続される
(図８４参照)。
【００３４】
　前記主制御装置３２には、始動入賞口６０ｂ,６０ｃに入賞したパチンコ球を検出した
始動入賞センサ６１からの検出信号や、特別入賞口６０ｂに入賞したパチンコ球を検出し
た特別入賞センサ６３からの検出信号や、普通入賞口６４ａに入賞したパチンコ球を検出
した普通入賞センサ６５からの検出信号や、ゲート７０を通過したパチンコ球を検出した
ゲートセンサ７１からの信号が入力される。主制御装置３２は、制御動作を所定の手順で
実行することができる主制御用ＣＰＵ、主制御用ＣＰＵの制御プログラムを格納する主制
御用ＲＯＭおよび必要なデータの書き込みおよび読み出しができる主制御用ＲＡＭ等の電
子部品(何れも図示せず)を備えている。
【００３５】
　前記主制御装置３２は、大当り判定用乱数、大当り図柄用乱数や変動パターン振分用乱
数などの各種乱数の値を所定の周期毎に更新し、更新後の値を主制御用ＲＡＭの設定領域
に記憶(設定)することで更新前の値を書き換えており、乱数更新処理(乱数生成処理)を実
行するようになっている。例えば、主制御装置３２では、始動入賞センサ６１から検出信
号が入力されると、主制御用ＣＰＵが主制御用ＲＡＭから大当り判定用乱数を取得し、こ
の大当り判定用乱数と主制御用ＲＯＭの大当り判定値とを比較し、大当りとするか否かの
大当り抽選(大当り判定)を行なう。また主制御装置３２では、前記大当り判定の結果が大
当りの場合には、大当り演出のみが含まれる変動パターンテーブルから大当り演出を決定
する。これに対して、前記大当り判定の結果がはずれの場合には、はずれ演出のみが含ま
れる変動パターンテーブルからはずれ演出を決定する。大当り演出およびはずれ演出の決
定は、前記大当り判定と同様に、主制御用ＣＰＵが主制御用ＲＡＭから取得した乱数によ
り行なう。なお、変動パターンテーブルから決定される大当り演出およびはずれ演出の変
動パターンは、少なくとも図柄変動ゲームの変動時間および演出内容を特定するものであ
る。
【００３６】
　前記パチンコ機１０では、主制御装置３２の抽選結果に応じて出力された統括制御装置
３７の制御信号に基づいて、演出表示制御装置３６が図柄表示装置１３に所定の演出表示
を行なわせると共に、主制御装置３２の制御により出力された払出し制御装置２９の制御
信号に基づいて、球払出し装置２７ａによって所定数の賞球が払い出される。また、パチ
ンコ機１０では、統括制御装置３７の制御信号に基づいて、可動演出装置２００,４００
および装飾ユニット３００を作動させたり、各発光装置６００,６２０,６４０,６５０お
よび発光演出部を発光させたり、スピーカ３３から効果音を出力するようになっている。
【００３７】
　前記パチンコ機１０では、各所に発光体を設けて発光演出を行っているが、発光体とし
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てＬＥＤ、ＥＬ、電球やその他の発光手段を用いることができる。なお、実施例では、発
光体としてＬＥＤが採用されている。
【００３８】
　ここで、本願で云う光拡散処理とは、例えば光透過性を有する部材の表面に凹凸を形成
するような表面加工や、光反射性を有する微粒子を含有する光拡散インクを種々の濃度分
布で光透過性を有する部材の表面に印刷または塗布等する例えばドット加工や、部材を構
成する樹脂自体に光反射性を有する微粒子を分散させる例えばラメ加工や、透過する光の
屈折率を変える加工や、透過する光を乱反射させる加工等を指し、１つの加工だけであっ
ても、複数の加工を組み合わせてもよい。なお、表面加工の具体例としては、溝加工、ダ
イヤモンドカット加工、シボ加工、ブラスト加工、ローレット加工などが挙げられ、光の
屈折率を変える加工としては、部材の表面に該部材と屈折率が異なる微細な凹凸を設けた
シートレンズの如きものが挙げられる。
【００３９】
(装飾枠部材)
　図４,図７または図１２に示すように、前記板部材４２には、センター役物とも称され
る大型の装飾枠部材(装飾部材)１００が、表示貫通口(貫通口)４２ａに対して配設されて
いる。装飾枠部材１００は、表示貫通口４２ａの開口縁を縁取るように枠状に形成された
部材であって、前後に開口する窓口１００ａが内側に画成されている(図３０参照)。遊技
盤４０では、装飾枠部材１００の窓口１００ａの内側に表示部４１が設けられて、表示部
４１を囲う装飾枠部材１００により表示部４１の周囲を装飾すると共に、装飾枠部材１０
０によって遊技領域４０ａと表示部４１とを区画している。遊技盤４０は、装飾枠部材１
００が右側に偏倚して配設されて、遊技領域４０ａの右側部が左側部に比べて狭く設定さ
れており、実施例では装飾枠部材１００の上部略中央から右側部にかけて外レール４３ま
たは第１盤面飾り部材４５ａの内縁との離間間隔がパチンコ球１～２個分程度になってい
る(図４参照)。また、実施例では、板部材４２の表示貫通口４２ａの右側部位が遊技領域
４０ａの下側まで大きく切り込まれており(図１４参照)、これに対応して装飾枠部材１０
０の窓口１００ａの右側部位が下側まで大きく開口している(図４参照)。そして、窓口１
００ａの右側部位には、後述する下部可動演出装置４００が臨んでいる(図７参照)。
【００４０】
　図３０～図３４に示すように、前記装飾枠部材１００は、板部材４２の前面に当接して
該板部材４２へのねじ止め部位を有する基枠部１０２と、この基枠部１０２の後面に後方
に突出形成されて、表示貫通口４２ａの開口縁に並行して延在する枠延出部(延出部)１０
４と、基枠部１０２の前面から前方に突出するよう設けられた庇状部１０６と、基枠部１
０２の前面を覆う板状の枠飾り１０８とを備えている。基枠部１０２は、閉じた環を形成
する板状部分であって、この板状部分の板面が遊技盤４０の遊技盤面に沿う方向に延在し
ている(図３３または図３４参照)。基枠部１０２は、外周側が板部材４２における表示貫
通口４２ａの開口縁前面に当接すると共に、内周側が表示貫通口４２ａの内側に臨む前段
部位と、この前段部位より枠飾り１０８の厚み分凹ませて形成され、前面に枠飾り１０８
が取り付けられる後段部位とを備えている。ここで、基枠部１０２の後段部位は、表示貫
通口４２ａの開口縁から外周縁を離間させて該表示貫通口４２ａの内側に収容される。
　なお、基枠部１０２は、板部材４２に当接する前段部位後面に位置決めピンが突設され
(図３１参照)、この位置決めピンを板部材４２の表示貫通口４２ａの外側に設けられたピ
ン孔(図示せず)に嵌め合わせることで、装飾枠部材１００が板部材４２(表示貫通口４２
ａ)に対して位置決めされる。
【００４１】
　前記枠延出部１０４は、基枠部１０２の板面と交差する方向(遊技盤面と交差する方向)
に板面が延在する板状部分であって、基枠部１０２の後面に突出形成されると共に基枠部
１０２の内周側に配置されている(図３１または図３４参照)。枠延出部１０４は、基枠部
１０２の全周に亘って表示貫通口４２ａの開口縁に沿って連設され、表示貫通口４２ａの
開口縁から離間配置されている(図１４参照)。すなわち、装飾枠部材１００は、板部材４
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２の表示貫通口４２ａに枠延出部１０４を挿入して板部材４２に取り付けた際に、枠延出
部１０４が板部材４２に接触せず、枠延出部１０４と表示貫通口４２ａの開口縁との間に
空間部１００ｂが画成されるようになっている。なお、枠延出部１０４は、装飾枠部材１
００を板部材４２に取り付けた際に、表示貫通口４２ａ内に収容される延出寸法に設定さ
れ、表示貫通口４２ａを介して板部材４２の後側に突出しないように構成される(図８参
照)。
【００４２】
　前記基枠部１０２の後面には、枠延出部１０４の内側に設けられて、後側に開口するね
じ孔を有する庇固定部(ジョイント部)１０３ａと、枠延出部１０４の外側および枠延出部
１０４の延在ライン上に設けられて、後側に開口するねじ孔を有する枠飾り固定部(ジョ
イント部)１０３ｂとが形成されている(図１４または図３４参照)。装飾枠部材１００は
、庇固定部１０３ａを介して基枠部１０２の後側から庇状部１０６に対してねじを螺合す
ることで、庇状部１０６が基枠部１０２に固定され、枠飾り固定部１０３ｂを介して基枠
部１０２の後側から枠飾り１０８に対してねじを螺合することで、枠飾り１０８が基枠部
１０２に固定される。すなわち、枠延出部１０４の外側に設けられた枠飾り固定部１０３
ｂは、装飾枠部材１００を板部材４２に取り付けた際に空間部１００ｂに配置されて、空
間部１００ｂを介して該枠飾り固定部１０３ｂのねじ孔に対してねじが螺合される。
【００４３】
　このように、装飾枠部材１００では、基枠部１０２に取り付けられる庇状部１０６およ
び枠飾り１０８の固定部１０３ａ,１０３ｂを枠延出部１０４を挟んで内外に振り分けて
設けてあるので(図１４参照)、庇状部１０６および枠飾り１０８の固定部１０３ａ,１０
３ｂが互いに干渉し難く、両部材１０６,１０８の取り付け作業も行い易くなる。なお、
実施例では、庇固定部１０３ａを枠延出部１０４の内側に設置したが、庇固定部１０３ａ
も枠延出部１０４の外側に設置してもよい。この場合は、空間部１００ｂを有効利用する
ことで、枠延出部１０４の内側に延出する基枠部１０２の寸法を抑えることができるので
、窓口１００ａを広く確保することが可能である。
【００４４】
　前記庇状部１０６は、基枠部１０２の前面から前方に突出するよう設けられ、装飾枠部
材１００の内側の窓口１００ａと外側の遊技領域４０ａとの間を仕切って遊技領域４０ａ
から窓口１００ａ側へのパチンコ球の転入を規制するようになっている(図４参照)。庇状
部１０６は、前面が板部材４２に植設される遊技釘の前端とおおよそ揃えた位置になるよ
う形成されている。庇状部１０６は、装飾枠部材１００における表示部４１の左側上部分
(後述するワープ通路１５０の球通入口１５１の上側)から表示部４１の上側に亘って設け
られ、更に上側から右側部下部に亘り、右側部下部から表示部４１の下側におけるステー
ジ１２０の右側部分までにかけて設けられている(図３２参照)。
【００４５】
　前記枠飾り１０８は、板部材４２の前面に当接するように基枠部１０２に取り付けられ
る(図８参照)。具体的には、枠飾り１０８は、薄板状の部材であって、基枠部１０２にお
ける後段部分の前面に取り付けられ、該基枠部１０２の外周縁より外側に延出する部位が
板部材４２の前面に当接するようになっている。装飾枠部材１００は、基枠部１０２にお
いて板部材４２の前面に当接する前段部分および枠飾り１０８において基枠部１０２の外
周縁より外側に延出して板部材４２の前面に当接する部分の前側が、少なくともパチンコ
球が流下可能に構成されている。ここで、実施例の装飾枠部材１００では、基枠部１０２
の上側から右側部にかけて枠飾り１０８が設けられると共に、基枠部１０２の下側中央部
に枠飾り１０８が設けられている(図３３または図３４参照)。
【００４６】
　図３２に示すように、前記装飾枠部材１００は、表示部４１の上側に延在する庇状部１
０６によって遊技領域４０ａの上部に打ち出されたパチンコ球を案内して遊技領域４０ａ
の左右に振り分けている。装飾枠部材１００は、庇状部１０６によって表示部４１の左側
略中央から上側、上側から右側下部にかけてパチンコ球の窓口１００ａ側への移動を阻ん
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でいるが、左側略中央(球通入口１５１の下)から下側にかけての部位が基枠部１０２の前
段部分または枠飾り１０８で前面が構成されて、板部材４２の前面に対してパチンコ球が
転動可能な略同一に揃った面を形成している。すなわち、装飾枠部材１００では、表示部
４１の左辺下側から下辺にかけて基枠部１０２の前段部分および枠飾り１０８が遊技領域
４０ａの一部を構成し、遊技領域４０ａから装飾枠部材１００の内側に設けられるステー
ジ１２０側へのパチンコ球の飛び込みまたはステージ１２０側から遊技領域４０ａへの流
下をパチンコ球の転動を許容する取入部１１０となっている。
【００４７】
　実施例の装飾枠部材１００は、基枠部１０２と枠延出部１０４とが一体形成されており
、基枠部１０２と直交する後方に突出形成されている枠延出部１０４が装飾枠部材１００
の剛性を担保するリブとして機能している(図３１参照)。装飾枠部材１００は、枠延出部
１０４を表示貫通口４２ａに挿入すると共に、基枠部１０２の位置決めピンをピン孔に嵌
め合わせ、基枠部１０２を介して板部材４２に対してねじ止めすることで固定される。ま
た、装飾枠部材１００は、庇状部１０６および枠飾り１０８が基枠部１０２と別体に構成
されており、基枠部１０２の前面に組み付けた枠飾り１０８に対して枠飾り固定部１０３
ｂを介して後側からねじ止めすることで、枠飾り１０８が基枠部１０２に固定される(図
３３または図３４参照)。枠飾り１０８は、基枠部１０２に対してだけでなく、基枠部１
０２の外周縁より外側に延出する部位が板部材４２に対してねじ止め固定される。装飾枠
部材１００は、基枠部１０２の前面または該基枠部１０２の取り付けた枠飾り１０８の前
面に組み付けた庇状部１０６に対して庇固定部１０３ａを介して後側からねじ止めするこ
とで、庇状部１０６が基枠部１０２に固定される。このように、装飾枠部材１００は、基
枠部１０２だけでなく、枠飾り１０８についても板部材４２の前面に当接する構成である
ので、板部材４２に対してよりがたつきなく取り付けることができる。しかも、枠飾り１
０８は、取入部１１０を構成するものを除いて基枠部１０２と庇状部１０６との間に挟ん
で保持されるので、強固に固定される。
【００４８】
　前記装飾枠部材１００は、枠延出部１０４の後縁から延長して後方へ突出するよう形成
された位置決めボス１１２を複数有している(図１４、図３１または図３４参照)。各位置
決めボス１１２は、装飾枠部材１００を板部材４２に取り付けた際に、表示貫通口４２ａ
内に収容される延出寸法または板部材４２から後方へ僅かに突出する延出寸法(実施例)に
設定されている。各位置決めボス１１２は、板部材４２の後側に配置されて、裏ユニット
５０の箱状本体５２に取り付けられる上部装飾ユニット３００のユニット本体３０２また
は箱状本体５２自体に設けられた位置決め孔５２ａに夫々嵌合するように構成され、装飾
枠部材１００と裏ユニット５０側との位置決めがなされる(図１５参照)。ここで、位置決
め孔５２ａは、箱状本体５２に取り付けられるユニット本体３０２または箱状本体５２に
おいて、表示貫通口４２ａの内側に臨む部位に設けられている。実施例では、位置決めボ
ス１１２が基枠部１０２の上部に左右に離間して一対設けられると共に、基枠部１０２の
右下部に１つ設けられている(図１４参照)。一方、裏ユニット５０には、箱状本体５２に
おいて表示部４１の上側に配設される上部装飾ユニット３００におけるユニット本体３０
２の上縁に、上側の対をなす位置決めボス１１２,１１２に対応して左右に離間して位置
決め孔５２ａ,５２ａが設けられている(図１５または図６９参照)。また、裏ユニット５
０の箱状本体５２には、表示部４１の右下部(下部可動演出装置４００の下側)に位置して
、右下部の位置決めボス１１２に対応する位置決め孔５２ａが設けられている(図１５ま
たは図２８参照)。
【００４９】
　このように、装飾枠部材１００は、板部材４２の表示貫通口４２ａに挿入される枠延出
部１０４と表示貫通口４２ａの開口縁との間に空間部１００ｂを画成する構成であるので
(図１４参照)、枠延出部１０４や表示貫通口４２ａの寸法誤差を空間部１００ｂで吸収す
ることができる。すなわち、装飾枠部材１００の枠延出部１０４が表示貫通口４２ａに干
渉することを回避して、装飾枠部材１００を歪みなく適切に取り付けることができる。ま
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た、装飾枠部材１００は、枠延出部１０４が板部材４２の表示貫通口４２ａに干渉しない
ので取り付け易く、取り付け作業性を向上することができる。より具体的に説明すると、
装飾枠部材１００は、単純な円形や四角形等ではなく、様々な意匠形状を達成するために
複雑な形状とすることが多く、これに伴って枠延出部１０４および表示貫通口４２ａの形
状も複雑になる。表示貫通口４２ａの形状が複雑になると、表示貫通口４２ａの形成誤差
が大きくなるが、前述の如く装飾枠部材１００の枠延出部１０４は、表示貫通口４２ａか
ら離間するよう設定されているので、板部材４２への取り付け時に表示貫通口４２ａと枠
延出部１０４とが接触することを回避でき、枠延出部１０４との離間間隔(空間部１００
ｂ)の範囲内で表示貫通口４２ａの形状を単純化するのも可能である。ここで、表示貫通
口４２ａを装飾枠部材１００の形状と関係なく大きく形成することも考えられるが、板部
材４２の前面に遊技領域４０ａが設けられる都合上、表示貫通口４２ａを大きくすると遊
技領域４０ａを狭めてしまう不都合がある。従って、実施例の如く表示貫通口４２ａを装
飾枠部材１００と相似形とするのが、遊技領域４０ａを確保する観点から好ましく、遊技
領域４０ａを最大限に確保しつつ装飾枠部材を適切に取り付けることができる。
【００５０】
　前記装飾枠部材１００は、枠延出部１０４に設けた位置決めボス１１２が裏ユニット５
０側に設けた位置決め孔５２ａに嵌合する構成であるので、板部材４２の後側に配設され
る裏ユニット５０との間で装飾枠部材１００を位置決めすることができる。すなわち、装
飾枠部材１００は、裏ユニット５０が設置された板部材４２に対して取り付ける場合に、
枠延出部１０４と表示貫通口４２ａとの間に空間部１００ｂがあるが、位置決めボス１１
２と位置決め孔５２ａとの嵌合により板部材４２に対する位置合わせが補助される。また
、装飾枠部材１００を取り付けた板部材４２を裏ユニット５０に取り付ける場合は、位置
決めボス１１２と位置決め孔５２ａとの嵌合により板部材４２と裏ユニット５０とを位置
合わせすることができる。そして、遊技盤４０では、裏ユニット５０に配設される可動演
出装置２００,４００、上部装飾ユニット３００や発光装置６００,６２０等の演出用の装
置が装飾枠部材１００の窓口１００ａの内側に臨む構成であるが、位置決めボス１１２と
位置決め孔５２ａとの嵌合により当該装置および窓口１００ａを適切に整合させることが
できる。
【００５１】
　特に、上部装飾ユニット３００には、ユニット本体３０２の前側に設けられる動作体３
２０が裏ユニット５０の壁部５４前端より前側に突出して(図１６参照)、装飾枠部材１０
０の窓口１００ａの内側に位置しており、位置ずれにより装飾枠部材１００とが干渉する
おそれがある。しかしながら、ユニット本体３０２には、位置決め孔５２ａが設けられて
いるので、位置決めボス１１２と位置決め孔５２ａとの嵌合による装飾枠部材１００への
位置合わせ作用を好適に享受できる。
【００５２】
　前記遊技盤４０は、パチンコ球を案内するステージ１２０および遊技領域４０ａからパ
チンコ球を取り込んでステージ１２０にパチンコ球を導くワープ通路１５０を装飾枠部材
１００に備えている(図４または図３０参照)。ステージ１２０は、表示貫通口４２ａの内
側に位置させて装飾枠部材１００における窓口１００ａの下部中央に設けられ、窓口１０
０ａの下縁をなす下縁部上面が遊技領域４０ａから取り込んだパチンコ球を左右の転動さ
せる転動面として構成される。また、装飾枠部材１００は、ステージ１２０の後側に設け
られて、ステージ１２０の転動面を転動するパチンコ球の裏ユニット５０側への落下を阻
むカバー部材１７０を備えている(図４または図３０参照)。ワープ通路１５０は、装飾枠
部材１００の左側部略中央に位置して遊技領域４０ａの左側部に臨ませて開口する球通入
口１５１と、ステージ１２０の左側部に臨ませて開口する球通出口１５２とを有し(図３
９参照)、装飾枠部材１００における窓口１００ａの左側縁に沿って設けられている(図３
０参照)。
【００５３】
(ステージ)
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　前記ステージ１２０は、後側から前側に向かうにつれて下がるように形成された段部１
２２,１２８,１３８を複数備えており、実施例では３段の段部１２２,１２８,１３８を有
している(図３６または図３７参照)。ステージ１２０は、最下段(最前列)に位置する第１
段部(段部)１２２の前縁を装飾枠部材１００の下辺前面を構成する枠飾り１０８の上端に
突き合わせて、該前縁が遊技領域４０ａに臨むように設定されている。ステージ１２０は
、第３段部１３８の後縁が表示貫通口４２ａを介して板部材４２の後側に突出しており、
板部材４２の前面から裏ユニット５０の下辺部５４ｃに前側に設けた下部発光装置６００
との間の前後の奥行きスペースを用いて設置されている(図８または図８６参照)。実施例
のステージ１２０は、透明な合成樹脂製の成型品であって、後側に設置される下部発光装
置６００を該ステージ１２０を介して視認可能になっている。そして、遊技盤４０では、
ステージ１２０の後側に位置する下部発光装置６００によってステージ１２０の周りを発
光演出し得るようになっている。
【００５４】
　前記ステージ１２０は、ワープ通路１５０を介して遊技領域４０ａから取り込んだパチ
ンコ球が、最上段に位置する第３段部１３８に到来するよう構成され、第１段部１２２と
第３段部１３８との間に位置する第２段部(段部)１２８を介して第３段部１３８から第１
段部１２２へパチンコ球が流下するようになっている(図３８参照)。なお、実施例では、
ワープ通路１５０の球通出口１５２がステージ１２０における第３段部１３８の左縁部に
開口している(図３７参照)。各段部１２２,１２８,１３８は、上面がパチンコ球の転動面
１２３,１２９,１３９となり、転動面１２９,１３９の前縁に連設されて上下に延在する
前壁部分が下側(前側)に隣り合う段部１２２,１２８の転動面１２３,１２９の後縁に繋が
り、下側の転動面１２３,１２９の後側への移動を阻む壁となっている。なお、第３段部
１３８の後側は、カバー部材１７０で塞がれている。各転動面１２３,１２９,１３９は、
左右方向に長手が延在すると共に、前後方向の短手の幅が少なくともパチンコ球１個分以
上に設定されている。実施例では、第２段部１２８における上面の前後幅が第１段部１２
２および第３段部１３８の上面と比べて広く設定されている(図４４参照)。また、各転動
面１２３,１２９,１３９は、前後方向において後側から前側に向けて僅かに傾けて形成さ
れて、パチンコ球が下側の段部１２２,１２８に向けて最終的に流下するようになってい
る(図３６参照)。
【００５５】
　前記ステージ１２０は、第１段部１２２の前面を枠延出部１０４の内側において基枠部
１０２の後面に当接させると共に、第２段部１２８(最上段の段部より前側に位置する段
部)の後縁下面に下方に向けて延出形成されたステージ固定片(ステージ取付部)１２１の
夫々を(図３４,図４２,図４３または図４５参照)、基枠部１０２の後面に突設されたステ
ージ固定ボス１１３に突き合わせて、ステージ固定片１２１を介してステージ固定ボス１
１３にねじ止めすることで固定される(図３６参照)。ステージ固定ボス１１３は、基枠部
１０２の後面に枠延出部１０４の内側に位置して設けられ、枠延出部１０４より後方へ突
出するよう形成されている(図３３または図３４参照)。また、ステージ固定ボス１１３は
、基枠部１０２の下辺部分に左右に離間して複数(実施例では３つ)設けられ、夫々のステ
ージ固定ボス１１３は後方へ開口するねじ孔を有している。なお、基枠部１０２の後面に
は、中央部に位置するステージ固定ボス１１３の横側に隣り合って、後端にピンを有する
ステージ位置決めボス１１４が設けられている(図３３または図３４参照)。そして、ステ
ージ１２０は、中央部のステージ固定ボス１１３に対応して設けたステージ固定片１２１
に開口するピン孔に、ステージ位置決めボス１１４のピンを嵌合することで、ねじ止めに
先立って装飾枠部材１００に対して位置決めを行うことができる。
【００５６】
　前記ステージ１２０において、最下段に位置する第１段部１２２は、パチンコ球が転が
る第１転動面１２３が左右の縁部より中央部が低くなるように形成されている(図３２ま
たは図３８参照)。実施例の第１転動面１２３は、各縁部から中央部に向けて急勾配で傾
斜する外縁傾斜面１２３ａと、この外縁傾斜面１２３ａの内側に接続して該外縁傾斜面１
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２３ａより緩い勾配で中央部に向けて傾斜する内縁傾斜面１２３ｂと、この内縁傾斜面１
２３ｂの内側に接続して該内縁傾斜面１２３ｂより急な勾配で中央部に向けて傾斜する中
傾斜面１２３ｃと、この中傾斜面１２３ｃの内側に接続して該中傾斜面１２３ｃより緩い
勾配で中央部に向けて傾斜するまたは水平な中央面１２３ｄとに区分される(図４４参照)
。すなわち、第１転動面１２３は、パチンコ球が左右の縁部に近い部位から落下する程、
中央部においてスピードがつくようになっている。なお、第１段部１２２は、第１転動面
１２３における球通出口１５２側の左縁部と比べて右縁部が高くなるように形成されてい
る(図４２参照)。
【００５７】
　前記第１段部１２２は、第１転動面１２３の中央部にパチンコ球１個分以上の間隔で左
右に離間するよう配置されると共に前後方向に延在するように設けられた一対の第１突起
１２４,１２４を備えている(図４２または図４４参照)。各第１突起１２４は、第１転動
面１２３の中央面１２３ｄから上方へ突出して、前面視で略三角形状の山形に形成されて
いる(図４２参照)。各第１突起１２４は、頂部が第１転動面１２３を前後方向に横切るよ
うに形成され、該第１突起１２４の外側の傾斜面(右側に配置された第１突起１２４であ
れば右側の面)が第１転動面１２３における対応(右側)の中央面１２４ｄに接続されてい
る。各第１突起１２４は、第１転動面１２３の左右の縁部より該第１突起１２４の上端が
低くなるよう形成されている。第１突起１２４は、左右の縁部側から第１転動面１２３に
沿って流下するパチンコ球が、その流下する勢いがよい場合(例えば、第１転動面１２３
の外縁傾斜面１２３ａから中央部に向けてパチンコ球が流下する場合)に乗り越え可能で
、流下する勢いがない場合(例えば、第１転動面１２３の中央面１２３ｄから中央部に向
けてパチンコ球が流下する場合)にパチンコ球の転動を阻む壁となるよう構成される。な
お、第１突起１２４は、中央面１２３ｄの接続端よりの突出寸法を、パチンコ球の半径以
下に設定するのが望ましい。
【００５８】
　前記第１段部１２２には、一対の第１突起１２４,１２４の間に第１ルート１２５が画
成されている(図３８または図４４参照)。ここで、一対の第１突起１２４,１２４は、パ
チンコ球が２つ並ばない間隔で配置されており、実施例ではパチンコ球１個分の形状に合
わせて、該第１突起１２４における互いに対向する内側の傾斜面が円弧状に形成されてい
る(図４２参照)。また、第１ルート１２５は、後側から前側に向かうにつれて僅かに傾斜
しており、実施例では、第１ルート１２５に到来したパチンコ球を左右の第１突起１２４
,１２４で挟んで１個ずつ前側に案内するようになっている(図３８参照)。更に、第１ル
ート１２５は、遊技領域４０ａへの放出端(前端)が該遊技領域４０ａに設けられる上側の
始動入賞口(入賞口)６０ｂの直上に配置されている。
【００５９】
　前記第１段部１２２には、第１突起１２４における第１ルート１２５と反対の横側に、
遊技領域４０ａに向かうパチンコ球の流下を許容する第１流下部１２６が設けられている
(図３８,図４２または図４４参照)。すなわち、第１段部１２２には、右側の第１突起１
２４の右横側および左側の第１突起１２４の左横側の夫々に第１流下部１２６が設けられ
る。また、第１段部１２２には、第１流下部１２６および第１ルート１２５の放出端を除
く該第１転動面１２３の前縁に第１規制壁１２７が設けられている(図４４参照)。実施例
の第１段部１２２では、第１転動面１２３における外縁傾斜面１２３ａおよび内縁傾斜面
１２３ｂにかけて前縁に第１規制壁１２７が設けられて、第１規制壁１２７によって外縁
傾斜面１２３ａおよび内縁傾斜面１２３ｂから遊技領域４０ａにパチンコ球が流下し難く
なっている(図３８参照)。一方、第１段部１２２は、第１転動面１２３における中傾斜面
１２３ｃおよび中央面１２３ｄにかけて開放されて、中傾斜面１２３ｃと第１突起１２４
との間の中央面１２３ｄが第１流下部１２６となっている。ここで、実施例では、装飾枠
部材１００において基枠部１０２の下辺より内側に突出する枠飾り１０８が第１転動面１
２３における左右の外縁傾斜面１２３ａの前端に臨み、当該枠飾り１０８が第１規制壁１
２７となり、内縁傾斜面１２３ｂの第１規制壁１２７が第１転動面１２３に一体形成され
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ている(図３８参照)。
【００６０】
　前記第１段部１２２の後側に位置する第２段部１２８は、第１段部１２２と同様に、パ
チンコ球が転がる第２転動面１２９が左右の縁部より中央部が低くなるように形成されて
いる(図３８参照)。実施例の第２転動面１２９は、各縁部から中央部に向けて急勾配で傾
斜する外縁傾斜面１２９ａと、この外縁傾斜面１２９ａの内側に接続して該外縁傾斜面１
２９ａより緩い勾配で中央部に向けて傾斜する内縁傾斜面１２９ｂと、この内縁傾斜面１
２９ｂの内側に接続して該内縁傾斜面１２９ｂより急な勾配で中央部に向けて傾斜する中
傾斜面１２９ｃと、この中傾斜面１２９ｃの内側に接続して該中傾斜面１２９ｃより緩い
勾配で中央部に向けて傾斜するまたは水平な中央面１２９ｄとに区分される(図４４参照)
。ステージ１２０は、第２転動面１２９の外縁傾斜面１２９ａと第１転動面１２３の外縁
傾斜面１２３ａとが面一になっているのを除き、第２転動面１２９が第１転動面１２３よ
り基本的に高くなるよう設定されている(図３８参照)。また、第２転動面１２９は、パチ
ンコ球が左右の縁部に近い部位から落下する程、中央部においてスピードがつくように構
成される。なお、第２段部１２８は、第２転動面１２９における球通出口１５２側の左縁
部と比べて右縁部が高くなるように形成されている。
【００６１】
　前記第２段部１２８は、第２転動面１２９の中央部に第１突起１２４の夫々の後側に連
続して形成されて前後方向に延在する一対の第２突起１３０,１３０を備えている(図４４
参照)。すなわち、一対の第２突起１３０は、第２転動面１２９の中央部にパチンコ球１
個分以上の間隔で左右に離間するよう配置されている。実施例において、一対の第２突起
１３０,１３０は、パチンコ球が２つ並ばない間隔で配置されている。各第２突起１３０
は、第２転動面１２９から上方へ突出して、前面視で略三角形状の山形に形成されている
。各第２突起１３０は、頂部が第２転動面１２９を前後方向に横切るように形成され、該
第２突起１３０の外側の傾斜面(右側に配置された第２突起であれば右側の面)が第２転動
面１２９における対応(右側)の中央面１２９ｄに接続されている。各第２突起１３０は、
第２転動面１２９の左右の縁部より該第２突起１３０の上端が低くなるよう形成されてい
る。各第２突起１３０は、第２転動面１２９からの突出高さが後側から前側に向かうにつ
れて大きくなるように形成されており、実施例の第２段部１２８では、第２転動面１２９
が後側から前側に向かうにつれて下方傾斜しているので、第２突起１３０の頂部の位置が
略水平になっている(図３６参照)。第１突起１２４は、第１転動面１２３からの突出高さ
が第２突起１３０の第２転動面１２９からの突出高さより高く設定されており、実施例で
は、第１突起１２４が第２突起１３０の接続端(後端)から前側に向かうにつれて上方傾斜
するように高くなっている(図３６参照)。なお、第２突起１３０は、中央面１２９ｄの接
続端よりの突出寸法を、パチンコ球の半径より小さく設定するのが望ましい。
【００６２】
　前記第２突起１３０は、左右の縁部側から第２転動面１２９に沿って流下するパチンコ
球が、その流下する勢いによって(例えば、第２転動面１２９の外縁傾斜面１２９ａから
中央部に向けてパチンコ球が流下する場合)に乗り越え可能で、流下する勢いがない場合(
例えば、第２転動面１２９の中央面１２９ｄから中央部に向けてパチンコ球が流下する場
合)にパチンコ球の転動を阻む壁となるよう構成される。ここで、第２突起１３０は、第
２転動面１２９からの突出高さを第１突起１２４における第１転動面１２３からの突出高
さより低く形成して、第１突起１２４よりパチンコ球が乗り越える確率が高くなるよう設
定される(図３６参照)。また、第２突起１３０は、第２転動面１２９からの突出高さが後
側から前側に向かうにつれて大きくなっているので、第２転動面１２９の前後方向に何れ
の領域をパチンコ球が通るかによっても、第２突起１３０を乗り越える確率が変わるよう
に構成される。すなわち、第２転動面１２９では、後側の領域になる程、第２突起１３０
を乗り越えやすくなっている。
【００６３】
　前記第２段部１２８には、一対の第２突起１３０,１３０の間に第２ルート１３１が画
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成され、この第２ルート１３１の放出端(前端)は第１ルート１２５の後端に接続している
(図４４参照)。また、第２ルート１３１は、後側から前側に向かうにつれて僅かに傾斜し
ており、実施例では、第２ルート１３１に到来したパチンコ球を左右の第２突起１３０,
１３０で挟んで１個ずつ前側に案内するようになっている。
【００６４】
　前記第２段部１２８は、第２転動面１２９における左右の縁部の夫々に設けられ、前側
の第１段部１２２に向かうパチンコ球の流下を許容する第２横流下部１３２と、第２転動
面１２９の中央部において第２突起１３０における第２ルート１３１と反対の横側に設け
られ、前側の第１段部１２２に向かうパチンコ球の流下を許容する第２中流下部１３３と
を有している(図３８または図４４参照)。第２段部１２８では、第２転動面１２９におけ
る外縁傾斜面１２９ａと内縁傾斜面１２９ｂとの間に第２横流下部１３２が設けられてい
る。第２横流下部１３２は、第２転動面１２９における外縁傾斜面１２９ａと内縁傾斜面
１２９ｂとの間の部位を該第２転動面１２９の前後に亘って凹ませて形成されている(図
３８参照)。実施例の第２横流下部１３２は、その左右の幅がパチンコ球１個分以上で、
かつパチンコ球が２つ並ばない寸法に設定されている。
【００６５】
　前記第２段部１２８には、第１転動面１２３の外縁傾斜面１２３ａと面一な外縁傾斜面
１２９ａ、第２中流下部１３３、第２ルート１３１の放出端および第２横流下部１３２を
除く該第２転動面１２９の前部に第２規制壁１３４が設けられている(図３８または図４
４参照)。実施例の第２段部１２８では、第２転動面１２９における内縁傾斜面１２９ｂ
および中傾斜面１２９ｃにかけて前部に第２規制壁１３４が設けられて、第２規制壁１３
４によって内縁傾斜面１２９ｂおよび中傾斜面１２９ｃから第１段部１２２にパチンコ球
が流下し難くなっている。一方、第２段部１２８は、第２転動面１２９における第２突起
１３０の横側に位置する中央面１２９ｄの前側が開放されて、中傾斜面１２９ｃと第２突
起１３０との間の中央面１２９ｄが第２中流下部１３３となっている。第２段部１２８は
、第２転動面１２９における内縁傾斜面１２９ｂの第２規制壁１３４を、該内縁傾斜面１
２９ｂの前縁より後側に離間した部位に立設して、該第２規制壁１３４により内縁傾斜面
１２９ｂの前後幅が狭くなるように形成してある(図４４参照)。これに対して、第２段部
１２８は、第２転動面１２９における中傾斜面１２９ｃの第２規制壁１３４を、該中傾斜
面１２９ｃの前端に立設しており、中傾斜面１２９ｃの前後幅全体をパチンコ球の転動ス
ペースとして用いることが可能である。なお、第１規制壁１２７および第２規制壁１３４
は、対応の転動面１２３,１２９からの突出寸法がパチンコ球の半径より小さく設定され
ており、パチンコ球の勢いによっては当該規制壁１２７,１３４を乗り越えることができ
るようになっている。
【００６６】
　前記第２転動面１２９には、凹設された第２横流下部１３２における中央部側の側縁に
第２規制壁１３４より低く形成された転動規制片(規制片)１３５が設けられている(図４
４参照)。転動規制片１３５は、第２転動面１２９の内縁傾斜面１２９ｂにおける第２横
流下部１３２との接続部位に、前後方向に亘って突出形成され、転動規制片１３５により
第２転動面１２９の左右の縁部から中央側へのパチンコ球の移動確率を調節している。
【００６７】
　前記第２転動面１２９には、左右方向に延在する転動案内片(案内片)１３６が前後方向
に並べて複数(実施例では３本)突設されている(図４４参照)。実施例の第２転動面１２９
では、転動案内片１３６が第２転動面１２９における中傾斜面１２９ｃから中央面１２９
ｄの一部にかけて設けられ、各転動案内片１３６が該中傾斜面１２９ｃの前縁に設けた第
２規制壁１３４より低く(中傾斜面１２９ｃからの突出寸法が小さく)なるよう形成される
。実施例では、最前列に位置する案内片１３６が、内縁傾斜面１２９ｂの前端部に設けら
れる第２規制壁１３４に連なっており、第３段部１３８との離間幅がパチンコ球１個分に
設定された内縁傾斜面１２９ｂの第２規制壁１３４によって案内されたパチンコ球が案内
片１３６に受け渡されるようになっている。前後に離間して並列する複数の転動案内片１
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３６は、中傾斜面１２９ｃ側の端縁が前側より後側に配置された転動案内片１３６ほど外
側(第２転動面１２９の右側に設けられる転動案内片１３６であれば右側)に位置し、中央
面１２９ｄ側の端縁が前側より後側に配置された転動案内片１３６ほど外側(第２転動面
１２９の右側に設けられる転動案内片１３６であれば左側)に位置するよう形成される(図
４４参照)。
【００６８】
　前記第２段部１２８の後側に位置する第３段部１３８は、パチンコ球が転がる第３転動
面１３９が左右の縁部より内側に向かうにつれて下方傾斜してから、更に中央部に向かう
につれて凸になるよう湾曲形成されている(図３８参照)。第３転動面１３９は、中央部の
凸面の頂部が左右の縁部上端より低く設定されており、左縁部の上端に後側に向けて開口
するワープ通路１５０の球通出口１５２からパチンコ球を受け取るようになっている。第
３段部１３８には、第２ルート１３１、第２中流下部１３３および第２横流下部１３２の
後側から外れた位置に、該第２段部１２８へのパチンコ球の流下を許容する第３流下部１
４０が設けられ、該第３流下部１４０を除く該第３転動面１３９の前縁に第３規制壁１４
１が設けられている。実施例の第３段部１３８は、第３転動面１３９における左右の縁部
の傾斜面が凸面に変曲する部位の夫々に第３流下部１４０が設けられ、第２転動面１２９
における第２横流下部１３２と中傾斜面１２９ｃとの間に位置する内縁傾斜面１２９ｂに
第３流下部１４０の放出端が臨んでいる。また、第３規制壁１４１は、第３転動面１３９
における左右の縁部の傾斜面および凸面の前端に突出形成されている。なお、第３規制壁
１４１は、第３転動面１３９からの突出寸法がパチンコ球の半径より小さく設定されてお
り、パチンコ球の勢いによっては当該規制壁１４１を乗り越えることができるようになっ
ている。
【００６９】
　このように、ステージ１２０には、装飾枠部材１００の左側部に開口する球通入口１５
１からワープ通路１５０を介して、または装飾枠部材１００の取入部１１０を介して、遊
技領域４０ａからパチンコ球が導入されるようになっている。ワープ通路１５０で案内さ
れたパチンコ球は、ステージ１２０における第３転動面１３９の左縁部に後側に開口する
球通出口１５２から放出され、下球ガイド片１７９によって第３転動面を右方に転動する
ように案内される(図３９参照)。第３転動面１３９で左右に転動するパチンコ球は、当該
第３転動面１３９で低くなっている部位である第３流下部１４０を介して第２段部１２８
の第２転動面１２９における内縁傾斜面１２９ｂに流下する(図３８参照)。なお、第３転
動面１３９には、第３流下部１４０を除く前縁に第３規制壁１４１が立設されているので
、第３流下部１４０以外からパチンコ球が流下し難く、パチンコ球を第３転動面１３９で
長く転動させることができる。また、第３段部１３８は、第３流下部１４０を第２ルート
１３１、第２中流下部１３３や第２横流下部１３２とずらして配置してあるので、第３流
下部１４０から流下するパチンコ球が第２段部１２８の第２転動面１２９を左右に転動す
ることなく、第２ルート１３１、第２中流下部１３３や第２横流下部１３２から下段へ流
下するのを抑制することができる。
【００７０】
　前記第２転動面１２９の内縁傾斜面１２９ｂは、前部に第２規制壁１３４が立設されて
おり、また比較的緩勾配に設定してあるので、パチンコ球は中央部側または外側の何れか
に振り分けて転動される(図３８参照)。パチンコ球は、第２転動面１２９の内縁傾斜面１
２９ｂで中央部側に振り分けられた場合、比較的急勾配の中傾斜面１２９ｃで付勢されて
該第２転動面１２９を左右に転動する。ここで、第２転動面１２９は、中央部に立設した
第２突起１３０が低く設定されているので、第２転動面１２９を左右に転動するパチンコ
球が第２突起１３０を乗り越える可能性が高く、一対の第２突起１３０,１３０の間で左
右方向への移動力を失った場合にパチンコ球が第２ルート１３１を介して第１ルート１２
５に案内される。また、第２転動面１２９の中央面１２９ｄで第２突起１３０を乗り越え
ることができなかったパチンコ球は、第２突起１３０の横側の第２中流下部１３３から第
１転動面１２３の中央面１２３ｄに流下する。このように、第２転動面１２９は、第１転
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動面１２３に流下するパチンコ球の道筋として、第２横流下部１３２、第２中流下部１３
３または第２ルート１３１に代表される複数の経路を有してるので、第２転動面１２９に
おけるパチンコ球の動きに長く興味を引くことができる。また、第２段部１２８では、第
２規制壁１３４によって第２ルート１３１、第２中流下部１３３や第２横流下部１３２以
外の部分からパチンコ球が流下するのを抑制でき、第２転動面１２９でパチンコ球をより
長く転動させることができる。
【００７１】
　前記第２転動面１２９の中傾斜面１２９ｃでは、前後に並列配置した転動案内片１３６
の間にパチンコ球の一部が嵌ることによって左右方向に案内しているので、パチンコ球の
前後方向への移動が抑えられ、第２転動面１２９でパチンコ球を比較的長く保持すること
ができる。また、第２転動面１２９の内縁傾斜面１２９ｂおよび中傾斜面１２９ｃに設け
られる第２規制壁１３４は、第２転動面１２９の後壁をなす第３段部１３８の前面からパ
チンコ球略１個分の離間間隔に設定されているので、パチンコ球を第２転動面１２９の中
央面１２９ｄの後側領域に偏倚して転動するように案内している。しかも、複数の転動案
内片１３６は、前側に位置するもの程、中央部側に長く延びているので、中傾斜面１２９
ｃを転動するパチンコ球は複数の転動案内片１３６によって後側へ向けて案内される。そ
して、第２突起１３０は、前側から後側に向かうにつれて低くなるように設定されている
ので、第２転動面１２９の後側領域を転動するパチンコ球は第２突起１３０を乗り越え易
く、パチンコ球をより長い時間に亘って第２転動面１２９で転動させることが可能になる
。このように、第２転動面１２９は、始動入賞口６０ｂへの入賞確率が高い第１ルート１
２５に導く第２ルート１３１を設けて入賞への期待感を保持しつつ、パチンコ球を左右に
比較的長く転動させることができ、パチンコ球の動きによる興趣を長く保つことができる
。
【００７２】
　一方、パチンコ球は、第２転動面１２９の内縁傾斜面１２９ｂで外側に振り分けられた
場合、第２横流下部１３２から第１転動面１２３の内縁傾斜面１２３ｂに流下したり、第
２横流下部１３２を越えて外縁傾斜面１２９ａに転動する(図３８参照)。ここで、第２転
動面１２９では、第２横流下部１３２の側縁に設けた転動規制片１３５によって第２横流
下部１３２で案内するパチンコ球の割合を調整している。すなわち、第２転動面１２９の
内縁傾斜面１２９ｂ側から外側へパチンコ球が転動する場合は、転動規制片１３５を乗り
越える必要があるので、転動規制片１３５に阻まれて中央部側に向けて案内されるパチン
コ球の割合が大きくなる。これに対して、第２転動面１２９の外縁傾斜面１２９ａ側から
中央部側へパチンコ球が転動する場合は、凹状の第２横流下部１３２を通過して更に転動
規制片１３５を乗り越える必要があるので、パチンコ球が第２横流下部１３２に案内され
る割合が大きくなる。
【００７３】
　前記第２横流下部１３２から第１転動面１２３の内縁傾斜面１２３ｂに到来したパチン
コ球は、該内縁傾斜面１２３ｂの傾斜に沿って中央部側に案内されて比較的急勾配の中傾
斜面１２３ｃで付勢される(図３８参照)。第１突起１２４は、第２突起１３０より高く設
定されていて第２突起１３０より乗り越える可能性が低いが、パチンコ球の勢いによって
は乗り越え可能に設定してあり、第２突起１３０より高く設定されているが故に一対の第
１突起１２４,１２４の間に画成される第１ルート１２５に入ったパチンコ球を、第２ル
ート１３１より高い確率で放出端に向けて案内することができる。そして、ステージ１２
０を転動したパチンコ球が第１ルート１２５に入れば、図柄変動ゲームの契機になる始動
入賞口６０ｂの直上からパチンコ球を放出し得るようになっている。
【００７４】
　前記第１転動面１２３には、第１流下部１２６および第１ルート１２５を除く前縁に第
１規制壁１２７が立設されているので、第１流下部１２６および第１ルート１２５以外か
らパチンコ球が流下し難く、第１転動面１２３の左右の縁部に到来したパチンコ球を第１
規制壁１２７により第１ルート１２５に向けて案内でき、パチンコ球を第１転動面１２３
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で長く転動させることができる。また、第１転動面１２３には、第１ルート１２５だけで
なく、第１ルート１２５の隣に第１流下部１２６を設けてあるので、第１転動面１２３か
ら遊技領域４０ａへ流下するパチンコ球の道筋として、第１流下部１２６および第１ルー
ト１２５に代表される複数の経路を有してるので、パチンコ球の動きに変化を与えること
ができ、第１転動面１２３におけるパチンコ球の動きに長く興味を引くことができる。し
かも、ステージ１２０は、第１転動面１２３の外縁傾斜面１２３ａと第２転動面１２９の
外縁傾斜面１２９ａとが面一に形成されているので、外縁傾斜面１２３ａ,１２９ａを介
して第１転動面１２３から第２転動面１２９にパチンコ球が戻ることもあり、ステージ１
２０でより長くパチンコ球を保持することができる。
【００７５】
　このように、前記ステージ１２０は、３つの段部１２２,１２８,１３８で構成されてい
るが、途中の段部１２８,１３８(第２および第３段部)に、遊技領域４０ａに直接繋がる
放出口が設けられていないので、ステージ１２０に到来したパチンコ球は、最下段の第１
段部１２２に基本的に到来させることができる。また、パチンコ球は、各段部１２２,１
２８,１３８の転動面１２３,１２９,１３９のどの道筋を通っても、始動入賞口６０ｂか
ら大幅に離れた部位でステージ１２０から遊技領域４０ａに放出されることがなく、最下
段の第１段部１２２において中央部に設けられて始動入賞口６０ｂの直上に位置する第１
ルート１２５または第１ルート１２５の隣に位置して始動入賞口６０ｂの直上から僅かに
外れた第１流下部１２６に向けて案内される。すなわち、ステージ１２０は、遊技領域４
０ａから取り込んだパチンコ球を長く保持できるので、遊技者の注意を長い間引き付ける
ことができる。また、最下段の第１段部１２２の第１転動面１２３のどの位置にパチンコ
球が入っても第１ルート１２５近傍へ向けて案内されるので、パチンコ球の始動入賞口６
０ｂへの入賞の期待を長く持続させることができる。ステージ１２０は、第２段部１２８
の第２転動面１２９でパチンコ球が中央側でなく側方に転動して第２横流下部１３２から
第１段部１２２の第１転動面１２３に流下した場合に、第２横流下部１３２からパチンコ
球を受け取る第１転動面１２３の内縁傾斜面１２３ｂが第１突起１２４より高く設定され
ているので、内縁傾斜面１２３ｂから流下するパチンコ球が第１突起１２４を乗り越える
確率が高くなっている。よって、ステージ１２０は、パチンコ球が中央側ではなく側方へ
転動したとしても必ずしも不利になる訳ではなく、第１ルート１２５に入る可能性が高く
なる場合もあるので、遊技者の入賞への期待感をより長く持続することができる。
【００７６】
　しかも、第２段部１２８では、第２ルート１３１を画成する第２突起１３０,１３０が
低く形成されているので、該第２突起１３０,１３０にあまり邪魔されることなく、第２
段部１２８の第２転動面１２９でパチンコ球を長く転動させることができる。そして、第
１ルート１２５に入ったパチンコ球は、両側の第１突起１２４,１２４が高く形成されて
いるので、始動入賞口６０ｂへ向けて適切に案内される。更に、第１ルート１２５と第２
ルート１３１とでパチンコ球を前側へ案内する確率が異なるように設定してあるので、よ
り遊技者の注意を引き付けることができる。更にまた、ステージ１２０およびカバー部材
１７０が光を透過するので下部発光装置の発光によりステージ１２０を転動するパチンコ
球を光により演出でき、遊技者が注視するポイントの１つになっているステージ１２０で
転動するパチンコ球の動きを強調し得る。
【００７７】
(カバー部材)
　前記カバー部材１７０は、装飾枠部材１００の窓口１００ａの内側に設けられて、ワー
プ通路１５０または取入部１１０を介してステージ１２０側に転入するパチンコ球の表示
部４１側への移動を規制して、パチンコ球が裏ユニット５０側に落下しないように区画し
ている(図３０または図３２参照)。カバー部材１７０は、装飾枠部材１００における窓口
１００ａの下部領域を覆ってステージ１２０における第３転動面１３９の後側を塞ぐ区画
壁部(後壁部)１７２と、この区画壁部１７２の表示部４１側の端縁(内縁)に前側へ延出す
るように設けられた庇壁部１７４とを備えている(図３６または図３７参照)。なお、実施
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例のカバー部材１７０は、透明な樹脂成型品であって、該カバー部材１７０の後側に配設
される下部発光装置６００による発光演出や表示部４１で行われる表示演出が該カバー部
材１７０を介して視認可能に構成される。また、実施例のカバー部材１７０では、区画壁
部１７２と庇壁部１７４とが一体形成されている。
【００７８】
　前記区画壁部１７２は、窓口１００ａの下部領域を覆う板状部分であって、ステージ１
２０の上部およびステージの後側に対応する部位に、後側に向けてへ凹むように形成され
たカバー凹部１７３を有している(図４０参照)。なお、カバー凹部１７３は、上面がステ
ージ１２０の第１ルート１２５に対応する位置が頂部になる山形に形成されている(図３
０参照)。
【００７９】
　前記庇壁部１７４は、装飾枠部材１００の窓口１００ａ下縁から上方に離間してステー
ジ１２０の上側に延在する部位と、装飾枠部材１００の窓口１００ａ左側縁に沿って設け
られたワープ通路１５０の表示部４１側に沿わせて延在する部位とを有している(図３０
参照)。実施例の庇壁部１７４は、ステージ１２０の上側に延在する部位とワープ通路１
５０に沿う部位とが連ねて形成されている。ワープ通路１５０は、装飾枠部材１００の表
示部４１側に設けられ、前面が取入部１１０と同じまたは後側に延在するよう構成されて
取入部１１０の一部をなし、球通入口１５１の下側から遊技領域４０ａから取り込んだパ
チンコ球をワープ通路１５０の前面を介してステージ１２０側に取り込むことができる。
また、庇壁部１７４は、前縁が装飾枠部材１００の庇状部１０６の前面に合わせて配置し
て前後方向に延在し、遊技領域４０ａ側と裏ユニット５０側とを仕切るよう構成されてい
る。
【００８０】
　前記カバー部材１７０は、ステージ１２０の第３段部１３８をカバー凹部１７３に収容
して該第３段部１３８の後面に該カバー凹部１７３の前面を当接させると共に、カバー凹
部１７３の前面における第３段部１３８の第３転動面１３９より下側に延出した部位を基
枠部１０２の後面に突設されたカバー固定ボス１１５に突き合わせて、カバー凹部１７３
を介してカバー固定ボス１１５にねじ止めすることで固定される(図３３または図３４参
照)。カバー固定ボス１１５は、基枠部１０２の後面に枠延出部１０４の内側に位置して
設けられ、枠延出部１０４およびステージ固定ボス１１３より後方へ突出するよう形成さ
れている(図３５参照)。また、カバー固定ボス１１５は、基枠部１０２の下辺部分に左右
に離間して複数(実施例では３つ)設けられ、夫々のカバー固定ボス１１５は後方へ開口す
るねじ孔を有している。なお、ステージ１２０は、第３段部１３８の後面に後方へ突出す
る位置決めピン１４２が左右に離間して設けられ(図４４参照)、カバー部材１７０を装飾
枠部材１００に取り付けた際に、カバー部材１７０のカバー凹部１７３に設けられたピン
孔１７３ａ(図４６参照)が位置決めピン１４２に嵌合して両者の位置決めがなされる。そ
して、カバー部材１７０は、カバー凹部１７３の上面が第３段部１３８の第３転動面１３
９の上側に延在すると共に、第３転動面１３９より上側に延在するカバー凹部１７３の縦
面が第３転動面１３９の後側を仕切り、カバー凹部１７３の右側面が各段部１２２,１２
８,１３８の右縁部に当接して第１～第３転動面１２３,１２９,１３９の右縁部を仕切る
ようになっている。
【００８１】
(ワープ通路)
　前記ワープ通路１５０は、装飾枠部材１００と、通路本体１５４と、カバー部材１７０
の一部とによってパチンコ球を案内可能な通り道として画成されている(図３９参照)。よ
り具体的には、ワープ通路１５０は、装飾枠部材１００における表示部４１側に面する内
壁と、この内壁に対向する横通路壁部１５６およびこの横通路壁部１５６の前縁から該内
壁に亘って延在する前通路壁部１５８とを有する通路本体１５４と、カバー部材１７０に
設けられ、横通路壁部１５６の後縁から内壁に亘って塞ぐ後通路壁部１７６とから構成さ
れる(図３７,図４０または図４１参照)。ここで、実施例において、ワープ通路１５０の
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左側面を構成する装飾枠部材１００の内壁とは、基枠部１０２の後面から後方に延出する
枠延出部１０４であって、ワープ通路１５０に対応する左側部下半分は、基枠部１０２の
内縁に沿って枠延出部１０４が設けられている。
【００８２】
　前記通路本体１５４は、ワープ通路１５０の右側面を構成する横通路壁部１５６と、ワ
ープ通路１５０の前面を構成する前通路壁部１５８とからなる断面略Ｌ字形状を基本とし
て、上端部に装飾枠部材１００における基枠部１０２の前側に設置されて遊技領域４０ａ
に臨む球通入口１５１を画成する入口部１６０と、下端部にステージ１２０の左側部に設
置されて第３段部１３８の第３転動面１３９に臨む球通出口１５２を画成する出口部１６
２とを備えている(図３９または図５０～図５３参照)。通路本体１５４は、横通路壁部１
５６がパチンコ球１個分以上でかつ２個並ばない間隔で枠延出部１０４より離間し、枠延
出部１０４におおよそ並行して湾曲形成されている。また、通路本体１５４は、前通路壁
部１５８の左縁を枠延出部１０４の前端に突き合わせて設置され、前通路壁部１５８の前
面と基枠部１０２の前面とが面一または略面一になっている。なお、本願において「略」
という表現は、パチンコ球が流下する部位にあっては、パチンコ球が引っ掛かることなく
流下可能な段差を許容する意味である。
【００８３】
　前記通路本体１５４の入口部１６０は、横通路壁部１５６および前通路壁部１５８とか
らなる断面Ｌ字状の基本部分上端に設けられ、前側に隆起するように形成されて後側に開
口する樋状部分である(図５２または図５３参照)。入口部１６０は、基本部分から左側に
延出する部位が基枠部１０２の前面に当接することで、左側の開放端に球通入口１５１が
画成されると共に、球通入口１５１から基枠部１０２の前側を通って基枠部１０２の内側
において後側に向けてパチンコ球を導く通り道を画成している(図３９参照)。ここで、入
口部１６０は、球通入口１５１の上側に位置して基枠部１０２の左側部上側に取り付けら
れる庇状部１０６から下方に延出して基枠部１０２より前側に離間する庇挟持片１１６と
基枠部１０２との間に挟持される(図３２または図３５参照)。
【００８４】
　前記通路本体１５４の出口部１６２は、横通路壁部１５６および前通路壁部１５８とか
らなる断面Ｌ字状の基本部分下端に設けられ、該下端を塞ぐ閉塞面１６２ａと、前通路壁
部１５８および出口閉塞面１６２ａに連ねて横通路壁部１５６に対向して設けられ、ステ
ージ１２０の第３段部１３８の前面に当接する出口案内面１６２ｂとを備えている(図５
１または図５３参照)。出口部１６２の出口閉塞面１６２ａは、横通路壁部１５６および
出口案内面１６２ｂより後側に延出するよう形成されている(図５３参照)。出口部１６２
は、出口閉塞面１６２ａがカバー部材１７０のカバー凹部１７３に挿入されて、ステージ
１２０における第１段部１２２および第２段部１２８の左側面を仕切ると共に、該出口閉
塞面１６２ａ、出口案内面１６２ｂ、横通路壁部１５６およびカバー凹部１７３の左側面
とにより第３段部１３８における第３転動面１３９の左側部に臨む球通出口１５２が画成
される(図３７または図３９参照)。また、出口部１６２は、基枠部１０２の前面に取り付
けられた枠飾り１０８とステージ１２０における第３段部１３８の前面との間に挟持され
る。ここで、出口部１６２には、出口案内面１６２ｂの後縁部にピン孔１６２ｃが設けら
れ(図５０または図５１参照)、該ピン孔１６２ｃと第３段部１３８の前面に突設された位
置決めピン１４３(図４２または図４４参照)とが嵌合して、互いに位置決めされる。この
ように、通路本体１５４は、装飾枠部材１００を構成する基枠部１０２および庇状部１０
６で上部が保持されると共に、基枠部１０２に取り付けられる枠飾り１０８とこの基枠部
１０２に取り付けられるステージ１２０で下部が装飾枠部材１００に対して保持される。
【００８５】
　前記後通路壁部１７６は、装飾枠部材１００における左側部下半分の内壁に合わせて設
けられる庇壁部１７４の後縁に連ねて、区画壁部１７２の左側に一体形成されている(図
４６または図４７参照)。後通路壁部１７６は、横通路壁部１５６の後端および枠延出部
１０４の後端に当接させて、枠延出部１０４の外側に位置して基枠部１０２の後面から突
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設した通路固定ボス１１７のねじ孔に対してねじ止め固定される(図３３または図３４参
照)。なお、通路本体１５４およびカバー部材１７０は、表示部４１の表示演出およびワ
ープ通路１５０を流下するパチンコ球を透かして視認可能な透明または半透明に形成され
ており、実施例では透明な合成樹脂の成形品である。
【００８６】
　前記カバー部材１７０は、後通路壁部１７６の上端前面に立設され、上から下に向かう
につれて後方へ偏倚するように傾斜する上球ガイド片１７８と、カバー凹部１７３の左側
面に立設され、左から右に向かうにつれて後方へ偏倚するように傾斜する下球ガイド片１
７９とを備えている(図４６参照)。上球ガイド片１７８は、パチンコ球の通路の略中央に
位置するように一本設けられ、下球ガイド片１７９は、上下に離間して複数(実施例では
２本)設けられている。上球ガイド片１７８は、前側の入口部１６０から後側へ向けて通
入するパチンコ球を下側に向けて案内している(図３９参照)。これに対して、下球ガイド
片１７９は、球通出口１５２から後側に向けて第３転動面１３９に放出されたパチンコ球
を右側(ステージ１２０の中央側)に向けて案内している(図３７または図３９参照)。
【００８７】
　前記遊技盤４０は、装飾枠部材１００の左側部略中央に位置する球通入口１５１より下
側に庇状部１０６を設けず、遊技盤面と略同一面となるように設定した取入部１１０を介
して遊技領域４０ａからステージ１２０にパチンコ球を取り込むことができるようになっ
ている。また、遊技盤４０では、装飾枠部材１００の取入部１１０を構成する面とワープ
通路１５０の前面とが略同一面を構成しており、ワープ通路１５０の前面も取入部１１０
として機能している。このように、遊技盤４０は、ワープ通路１５０を介しての道筋だけ
でなく、遊技領域４０ａに大きく開口した取入部１１０を介してもステージ１２０にパチ
ンコ球を導くことができ、より多くのパチンコ球をステージ１２０で転動させることがで
きる。
【００８８】
　前記遊技盤４０は、ワープ通路１５０に沿って庇壁部１７４で表示部４１側と遊技領域
４０ａ側とが仕切られているので、ワープ通路１５０の前側を介してパチンコ球をステー
ジに導入しても、表示部４１側にパチンコ球が飛び込むことがない。また、ワープ通路１
５０の側方に位置する庇壁部１７４にぶつかったパチンコ球は、下方へ案内されることに
なり、より多くのパチンコ球を下側に位置するステージ１２０に案内することで、遊技者
の期待感を高めることができる。すなわち、遊技盤４０は、取入部１１０を設けてステー
ジ１２０へのパチンコ球の導入確率を高めても、ワープ通路１５０の表示部４１側に沿っ
て庇壁部１７４が設けられているので、表示部４１側へのパチンコ球の落下を防止できる
。更に、遊技盤４０は、ステージ１２０における転動面１２３,１２９,１３９の上方も、
該ステージ１２０の後側を塞ぐ区画壁部１７２より庇状に張り出した庇壁部１７４によっ
て塞がれるので、ステージ１２０に導入した後であっても表示部４１側へのパチンコ球の
飛び込みをより適切に防止できる。なお、カバー部材１７０において、ワープ通路１５０
の側方に延在する庇壁部１７４の部分とステージの上方に延在する庇壁部１７４の部分と
が一体形成されると共に、ステージ１２０の後側を覆う区画壁部１７２、ワープ通路１５
０の後面をなす後通路壁部１７６および庇壁部１７４を一体形成することで、組み付け手
間を軽減することができる。また、カバー部材１７０は、区画壁部１７２(後通路壁部１
７６)に交差して延在する庇壁部１７４がリブとして機能するので、全体として剛性を向
上することができる。カバー部材１７０は、装飾枠部材１００の左側辺から該装飾枠部材
１００の右下部の屈曲部位までの広い範囲に亘って設けられているので、カバー部材１７
０により装飾枠部材１００の下辺部分の補強が図られる。
【００８９】
　前記ワープ通路１５０は、簡易な構成の通路本体１５４と、装飾枠部材１００の内壁を
なす枠延出部１０４と、表示部４１側のパチンコ球の流入を阻むカバー部材１７０の一部
である後通路壁部１７６とで構成しているので、ステージ１２０の周りに必然的に配置さ
れる装飾枠部材１００およびカバー部材１７０の一部をワープ通路１５０として兼用する
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ことで、装飾枠部材１００の表示部４１側に設けられるワープ通路１５０を省スペース化
することができる。ワープ通路１５０を複数の部材から構成することで、合成樹脂の成型
品である通路本体１５４、基枠部１０２(枠延出部１０４)およびカバー部材１７０におけ
るワープ通路１５０を構成する部位の構成が簡単になり、成形が容易で、コストを低減す
ることができる。また、ワープ通路１５０を構成する通路本体１５４は、装飾枠部材１０
０およびステージ１２０で挟持保持される構成であるので、通路本体１５４を固定するた
めのねじ止め部分や引っ掛け部分等を最小限に抑えることができ、ワープ通路１５０をよ
り省スペース化することができる。しかも、遊技領域４０ａからパチンコ球を取り込む球
通入口１５１を画成する入口部１６０およびステージ１２０にパチンコ球を放出する球通
出口１５２を画成する出口部１６２を挟持保持する構成であるので、遊技領域４０ａやス
テージ１２０に対する位置ずれを抑制でき、パチンコ球を適切に案内することができる。
【００９０】
　前記ステージ１２０は、最下段の第１段部１２２の前面を基枠部１０２の後面に当接す
ると共に、第２段部１２８の下方に設けられたステージ固定片１２１を、基枠部１０２の
後面に突設されたステージ固定ボス１１３に当接させて、該ステージ固定片１２１を介し
てステージ固定ボス１１３にネジ止め固定される。また、カバー部材１７０は、最上段の
第３段部１３８の後面に当接すると共に、装飾枠部材１００の基枠部１０２の後面に突設
されたカバー固定ボス１１５に当接させて、当該当接部位を介してカバー固定ボスにネジ
止め固定される。このように、ステージ１２０およびカバー部材１７０は、装飾枠部材１
１０を基準として、適切に位置決めされている。なお、通路本体１５４およびカバー部材
１７０が、表示部４１の表示演出を透かして視認可能な透明(実施例)または半透明に形成
されているので、ワープ通路１５０を流通するパチンコ球の動きを前から視認することが
できると共に、表示部４１での表示演出への影響を抑制することができる。
【００９１】
(上部可動演出装置)
　図５８～図６８に示すように、前記上部可動演出装置２００は、単数または複数の上部
可動体(可動体)２２０と、この上部可動体２２０を動作させる１基の上部駆動機構(駆動
機構)２７０とを備えている。実施例の上部可動演出装置２００は、２基の上部可動体２
２０,２２０を備えており、これらの上部可動体２２０,２２０は、上部駆動機構２７０が
配設される上部ベース体２０２に支持されている(図５８参照)。上部可動演出装置２００
は、遊技盤４０の中央部に略矩形状に画成される表示部４１の左上角隅部外側に上部ベー
ス体２０２が設置され、上部ベース体２０２に配設された上部駆動機構２７０が表示部４
１の左上角隅部外側に配置されると共に、上部ベース体２０２に支持されて該上部ベース
体２０２から延出する２基の上部可動体２２０,２２０が、左上角隅部で交差する表示部
４１の外側の上辺部および左辺部の夫々に振り分けて、待機位置で配置されるようになっ
ている(図１５または図１７参照)。すなわち、上部可動演出装置２００は、一方の上部可
動体２２０Ａ(以下、第１上部可動体という。)が表示部４１の外側に位置する待機位置で
裏ユニット５０の左辺部５３ｂに配置されると共に、他方の上部可動体２２０Ｂ(以下、
第２上部可動体という。)が表示部４１の外側に位置する待機位置で裏ユニット５０の上
辺部５３ａに配置されている。
【００９２】
　前記上部可動演出装置２００は、第１上部可動体２２０Ａが表示部４１の上外側を軸支
点として表示部４１の左外側に位置する待機位置と表示部４１の前側に位置する動作位置
との間を往復動し、第２上部可動体２２０Ｂが表示部４１の上外側を軸支点として表示部
４１の上外側に位置する待機位置と表示部４１の前側に位置する動作位置との間を往復動
するように構成される(図７または図１２参照)。そして、上部可動演出装置２００は、上
部ベース体２０２を介して２基の上部可動体２２０,２２０および上部駆動機構２７０を
一体的に取り扱い可能で、裏ユニット５０に対して一体的に着脱できるユニット構造とな
っている。
【００９３】
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　前記上部可動演出装置２００は、板部材４２の後面と裏ユニット５０における設置板部
５３の前面との間の前後範囲に収まるように構成されている。上部可動演出装置２００は
、上部ベース体２０２および上部駆動機構２７０が、表示部４１の上外側に設けられる板
部材４２と設置板部５３との間から設置板部５３とこの設置板部５３の前側に離間させて
設置される上部装飾ユニット３００との間(以下、上部収容空間５８という。)にかけて収
容されている(図９参照)。また、上部可動演出装置２００は、第１上部可動体２２０Ａが
、表示部４１の左外側に設けられる板部材４２と設置板部５３との間(以下、側部収容空
間５７という。)に収容され(図１１参照)、第２上部可動体２２０Ｂが、設置板部５３と
上部装飾ユニット３００との間の上部収容空間５８に収容されている(図８または図８５
参照)。
【００９４】
　前記上部ベース体２０２は、裏ユニット５０の設置板部５３に取り付けられる後半体２
０４と、この後半体２０４の前側を覆って該後半体２０４に取り付けられる前半体２１０
とから構成される箱状体であって、実施例では後半体２０４および前半体２１０の何れも
透明な合成樹脂の成形品である(図６０～図６２参照)。上部ベース体２０２は、左右方向
に長手が延在する略矩形状に構成されて、裏ユニット５０の上辺部５３ａの左隅から該上
辺部５３ａの略中央部に亘って配置されている(図１７参照)。上部ベース体２０２には、
左側の領域に上部駆動機構２７０が配設されると共に、右側の領域に左右に並んで第１上
部可動体２２０Ａおよび第２上部可動体２２０Ｂが軸支されている(図２１参照)。なお、
実施例では、第１上部可動体２２０Ａが第２上部可動体２２０Ｂの左側に軸支されている
。
【００９５】
　前記上部ベース体２０２の後半体２０４は、裏ユニット５０の設置板部５３に対向する
板部分前面の上縁および左縁に前出突片２０５が立設されて、該板部分後面の外縁に後出
突片２０６が立設されている(図６１または図６２参照)。前半体２１０は、板部材４２の
後面に対向する板部分後面の外縁に亘って突出片２１１が立設されたトレー形状に形成さ
れている(図６２参照)。上部ベース体２０２は、後半体２０４の前出突片２０５に前半体
２１０の突出片２１１を突き合わせてネジ止め固定され、右側面から下面に亘って、第１
上部可動体２２０Ａおよび第２上部可動体２２０Ｂが挿通するアーム挿通口２０２ａが開
設されている(図６０参照)。また、上部ベース体２０２は、裏ユニット５０の上辺部５３
ａ前面に後半体２０４の後出突片２０６を突き合わせてネジ止め固定することで、裏ユニ
ット５０の設置板部５３と後半体２０４の板部分との間に、各上部可動体２２０の装飾体
２４０,２５０に設けられる装飾体発光基板２４８,２５８に接続する配線の配設スペース
が画成されている(図９参照)。
【００９６】
　前記第１上部可動体２２０Ａおよび第２上部可動体２２０Ｂは、基本的な構成が同一で
あるので、先ず共通する部分について説明する。
【００９７】
　前記上部可動体２２０は、表示部４１の外側に設けられた上部駆動機構２７０により直
接または間接的に往復動作されるアーム２２２と、このアーム２２２に設けられ、上部駆
動機構２７０によるアーム２２２の動作につれて表示部４１の前側に位置する動作位置と
表示部の外側に位置する待機位置との間で動作する複数(実施例では３基)の装飾体２４０
,２５０,２５０とを有している(図５８または図５９参照)。上部可動体２２０は、複数の
装飾体２４０,２５０,２５０のうちの少なくとも１つの装飾体２５０がアーム２２２の動
作に連動して動作するように、アーム２２２に対して変位可能に設けられている。そして
、上部可動体２２０は、動作可能な装飾体２５０がアーム２２２における一方の動作に連
動して動作することで、複数の装飾体２４０,２５０,２５０が互いに集合して動作位置ま
たは待機位置で意匠部ＤＨを形成し(図５９参照)、該動作可能な装飾体２５０が該アーム
２２２における他方の動作に連動して動作することで、複数の装飾体２４０,２５０,２５
０が互いに離間して分離するよう構成される。上部可動演出装置２００では、複数の装飾
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体２４０,２５０,２５０が、２基の上部可動体２２０,２２０の間で対をなすアーム２２
２,２２２における互いに対向する側に設けられると共に、対をなすアーム２２２,２２２
および向かい合う装飾体２４０,２５０,２５０が対称な関係で動作される。
【００９８】
　実施例の上部可動体２２０は、アーム２２２の一端部が上部ベース体２０２に支持され
て、上部ベース体２０２から延出するアーム２２２の他端部側に、３基の装飾体２４０,
２５０,２５０が該アーム２２２の延在方向に並べて配置されている(図５８または図５９
参照)。上部可動体２２０は、中央に位置する装飾体２４０(以下、固定装飾体という。)
を挟んで配置された両端の装飾体２５０,２５０(以下、可動装飾体という。)が、アーム
２２２に対して揺動可能に支持されて、アーム２２２の動作に連動するようになっている
(図６５,図６６,図８８または図８９参照)。そして、上部可動体２２０は、対をなす可動
装飾体２５０,２５０がアーム２２２の待機位置から動作位置への動作に連動して、固定
装飾体２４０に近接するように夫々変位して、３基の装飾体２４０,２５０,２５０が動作
位置で集合して意匠部ＤＨを形成するようになっている(図５８参照)。
【００９９】
　前記上部可動体２２０は、対をなす可動装飾体２５０,２５０がアーム２２２の動作位
置から待機位置への動作に連動して、固定装飾体２４０から離間するように夫々変位して
、３基の装飾体２４０,２５０,２５０が分離するようになっている(図５９参照)。そして
、上部可動演出装置２００では、２基の上部可動体２２０,２２０における夫々のアーム
２２２に設けられた複数の装飾体２４０,２５０,２５０の集合により形成される意匠部Ｄ
Ｈ同士が、動作位置(実施例)または待機位置で集合して１つの意匠体ＤＲを構成するよう
になっている(図５９参照)。実施例の上部可動演出装置２００は、各装飾体２４０,２５
０,２５０が、アーム２２２側から離間するにつれて先細りになる扇状に形成されて、各
上部可動体２２０の３基の装飾体２４０,２５０,２５０が集合することで半円状の意匠部
ＤＨを形成し、２基の上部可動体２２０,２２０の意匠部ＤＨが動作位置で合わさること
で、円形の意匠体ＤＲを構成している。なお、実施例の意匠体ＤＲは、銅鑼の如き意匠形
状に形成されている。
【０１００】
　図６５および図６６を参照して、可動装飾体２５０の動作構造について説明する。上部
可動体２２０は、表示部４１の上外側において上部ベース体２０２に一端部が軸支された
アーム２２２の他端部に揺動可能に設けられた可動アーム２２６と、この可動アーム２２
６と並べてアーム２２２の他端部に揺動可能に設けられた補助可動アーム２３０とを備え
ている。上部可動体２２０は、アーム２２２の他端部に固定装飾体２４０が設けられ、こ
の固定装飾体２４０の脇に延出する可動アーム２２６に一方の可動装飾体２５０が配設さ
れ、可動アーム２２６と反対側の固定装飾体２４０の脇に延出する補助可動アーム２３０
に他方の可動装飾体２５０が配設されている。また、上部可動体２２０は、一端部が表示
部４１の上外側において上部ベース体２０２に軸支されると共に、他端部が可動アーム２
２６におけるアーム２２２への支持部位から外れた位置に揺動可能に連結された補助アー
ム２３４を備えている。そして、上部可動体２２０には、アーム２２２、補助アーム２３
４および可動アーム２２６によって、アーム２２２が上部駆動機構２７０で動作されるの
に伴って、補助アーム２３４が変位して可動アーム２２６を揺動させるリンク構造が構成
されている(図６５参照)。なお、補助可動アーム２３０は、可動アーム２２６に連結され
て該可動アーム２２６の揺動につれて揺動するようになっている。
【０１０１】
　前記アーム２２２は、上部ベース体２０２に軸支される一端部とアーム挿通口２０２ａ
を介して上部ベース体２０２から延出する他端部との離間方向に長手が延在する長尺な部
材であって、表示部４１側が凹になる円弧状に湾曲形成されている(図５９,図６１または
図６２参照)。アーム２２２には、前面外縁に通路壁片２２２ａが立設されており、該ア
ーム２２２の長手に沿う対向する側縁に夫々立設された対向する通路壁片２２２ａ,２２
２ａによって他端部から上部ベース体２０２の内部に収容される一端部に繋がる可動体配
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線通路(配線通路)２２３が画成される(図６１参照)。可動体配線通路２２３には、装飾体
２４０,２５０,２５０に設けられる装飾体発光基板２４８,２５８に接続する配線が収容
される。また、アーム２２２には、上部ベース体２０２から突出した部位から固定装飾体
２４０の間に亘って前面に通路カバー２２４が取り付けられ、この通路カバー２２４によ
り可動体配線通路２２３の前側を覆っている。
【０１０２】
　前記アーム２２２は、前半体２１０に設けられた軸ボス部２１２に固定された支軸２１
３によって上部ベース体２０２に対して揺動可能に支持されている(図６１または図６２
参照)。上部可動演出装置２００は、アーム２２２の後面から後側に突き出た支軸２１３
の後端を後半体２０４に設けた軸保持孔２０７で保持すると共に、アーム２２２の後面か
ら後側に突き出た支軸２１３に外挿して、アーム２２２の後面と後半体２０４との間に摺
動性がよい合成樹脂からなる介挿部材２１４を介在させることで、軸ボス部２１２と介挿
部材２１４との間でアーム２２２を前後から挟持している。
【０１０３】
　前記可動アーム２２６は、アーム２２２において該アーム２２２の長手と交差する横側
(表示部４１側)に突出するよう形成された他端部の後側に位置して該他端部に対して軸支
され、他端部から一端部に向けて突出するように設けられている(図６５または図６６参
照)。可動アーム２２６は、アーム２２２の他端部から突出する長手辺がアーム２２２に
沿って延在する第１位置と(図６５の実線参照)、該長手辺がアーム２２２から表示部４１
側に離間してアーム２２２から横方向に延出する第２位置(図６５の２点鎖線または図６
６参照)との間で他端部への連結支点を中心に変位するようになっている。ここで、実施
例では、可動アーム２２６が上部可動体２２０の待機位置で第１位置にあり、上部可動体
２２０の動作位置で可動アーム２２６が第２位置にあるよう構成される。上部可動体２２
０は、待機位置で第１位置にある可動アーム２２６に設けた可動装飾体２５０が、アーム
２２２の他端部に設けた固定装飾体２４０から離間し、動作位置で第２位置にある可動ア
ーム２２６の可動装飾体２５０が、固定装飾体２４０に近接するようになっている。
【０１０４】
　前記補助可動アーム２３０は、アーム２２２の他端部の後側に位置して該他端部に対し
て軸支され、該アーム２２２の他端部から一端部と反対側に向けて突出するように設けら
れている(図６５または図６６参照)。すなわち、補助可動アーム２３０は、可動アーム２
２６と反対側にアーム２２２の他端部から延出している。補助可動アーム２３０は、アー
ム２２２の他端部から突出する長手辺がアーム２２２の延在方向に沿って該アーム２２２
を延長するように延在する第１位置と(図６５の実線参照)、該長手辺がアーム２２２の延
在方向に対して表示部４１側に傾いた第２位置(図６５の２点鎖線または図６６参照)との
間で該アーム２２２の他端部への支持点を中心に変位するようになっている。ここで、実
施例では、補助可動アーム２３０が上部可動体２２０の待機位置で第１位置にあり、上部
可動体２２０の動作位置で補助可動アーム２３０が第２位置にあるよう構成される。上部
可動体２２０は、待機位置で第１位置にある補助可動アーム２３０に設けた可動装飾体２
５０が、アーム２２２の他端部に設けた固定装飾体２４０から離間し、動作位置で第２位
置にある補助可動アーム２３０の可動装飾体２５０が、固定装飾体２４０に近接するよう
になっている。
【０１０５】
　すなわち、上部可動体２２０は、アーム２２２の他端部を挟んで互いに反対側に延出す
る可動アーム２２６と補助可動アーム２３０とが接離するように変位するよう構成されて
いる。上部可動体２２０は、待機位置で可動アームと２２６補助可動アーム２３０とが互
いに離間するよう変位してアーム２２２の延在方向に沿って直線的に連なり(図６５の実
線参照)、動作位置で可動アーム２２６と補助可動アーム２３０とが互いに近接するよう
に変位して表示部４１側が凹になる略Ｖ字状に延在するようになっている(図６５の２点
鎖線または図６６参照)。このように、上部可動体２２０は、補助可動アーム２３０が可
動アーム２２６の揺動動作に対して、アーム２２２の他端部を挟んで対称な関係で揺動動



(31) JP 2011-92640 A 2011.5.12

10

20

30

40

50

作するよう構成される。上部可動体２２０は、待機位置で第１位置にある可動アーム２２
６および補助可動アーム２３０の可動装飾体２５０,２５０が互いに離れて固定装飾体２
４０から離間し、動作位置で第２位置にある可動アーム２２６および補助可動アーム２３
０の可動装飾体２５０,２５０が、互いに近づいて固定装飾体２４０に夫々近接するよう
になっている。
【０１０６】
　前記補助アーム２３４は、一端部が上部ケース体２０２の内部で後半体２０４に軸支さ
れると共に、上部ベース体２０２のアーム挿通口２０２ａから外方へ延出する他端部が可
動アーム２２６に揺動可能に軸支されている(図６５または図６６参照)。補助アーム２３
４は、一端部がアーム２２２の上部ベース体２０２への軸支点から外れた部位(以下、補
助軸支点という。)に軸支される。また、補助アーム２３４における可動アーム２２６へ
の軸支部位(以下、補助連結支点という。)は、可動アーム２２６がアーム２２２の他端部
に軸支される連結支点から外れた位置に設定されている。更に、補助アーム２３４は、ア
ーム２２２の後側に該アーム２２２の後面に沿わせて配置され、他端部がアーム２２２と
可動アーム２２６との間に位置して可動アーム２２６に前側から連結されている。そして
、補助アーム２３４は、長手辺の長さがアーム２２２の長手辺より短く、短手辺の幅がア
ーム２２２の短手辺より狭小に設定され、補助アーム２３４は、アーム２２２の湾曲形状
に合わせて屈曲形成されている。
【０１０７】
　図６５または図６６に示すように、上部可動体２２０は、アーム２２２の他端部側にあ
る可動アーム２２６の連結支点と補助アーム２３４の他端部側にある可動アーム２２６へ
の補助連結支点とが、アーム２２２の延在方向に交差する横方向に並べて配置されている
。ここで、可動アーム２２６の連結支点が、アーム２２２の他端部において補助アーム２
３４の補助連結支点より待機位置から動作位置への動作方向前側(待機位置での表示部４
１側)に配置されている。また、上部可動体２２０は、待機位置において、補助アーム２
３４の一端部側の補助軸支点がアーム２２２の一端部側の軸支点よりアーム２２２の他端
部側に配置されている。更に、補助軸支点は、軸支点と連結支点とを結んだラインに対し
て、上部可動体２２０の待機位置から動作位置への動作方向と反対側に位置している。す
なわち、上部可動体２２０は、アーム２２２の一端部側の軸支点と可動アーム２２６のア
ーム２２２への連結支点とを結んだラインより補助アーム２３４の一端部側の補助軸支点
と補助アーム２３４の他端部側の補助連結支点とを結んだラインが、上部可動体２２０の
待機位置で表示部４１から離間する側に延在するように、各軸支部分が配置されている。
【０１０８】
　このように設定したアーム２２２、可動アーム２２６および補助アーム２３４からなる
リンク構造は、アーム２２２の軸支点と可動アーム２２６の連結支点との間の距離より補
助アーム２３４の補助軸支点と可動アーム２２６への補助連結支点との間の距離が短く設
定されている。上部可動体２２０のリンク構造は、上部可動体２２０が待機位置から動作
位置に変位する際に、アーム２２２の変位に伴う可動アーム２２６の連結支点の移動軌跡
に対して補助連結支点の移動軌跡が内側(軸支点側)に位置するように変位するので、補助
アーム２３４によって可動アーム２２６が引っ張られて、可動アーム２２６がアーム２２
２から離間するように第１位置から第２位置へ向けて変位する。また、上部可動体２２０
のリンク構造は、上部可動体２２０が動作位置から待機位置に変位する際に、アーム２２
２の変位に伴う可動アーム２２６の連結支点の移動軌跡に対して補助連結支点の移動軌跡
が外側(軸支点から離間する側)に位置するように変位するので、補助アーム２３４によっ
て可動アーム２２６が押されて、可動アーム２２６がアーム２２２に沿うように第２位置
から第１位置に向けて変位する。
【０１０９】
　前記上部可動体２２０のリンク構造は、上部駆動機構２７０によりアーム２２２が動作
されるのに伴って、補助アーム２３４がアーム２２２の延在方向に沿って変位して可動ア
ーム２２６を揺動させるよう構成されている(図６５または図６６参照)。すなわち、リン
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ク構造は、補助アーム２３４がアーム２２２の延在方向と交差する横方向へ変位する量が
最小限に抑えるように各軸支部分の位置が設定されて、アーム２２２の動作につれて補助
アーム２３４が該アーム２２２の後側に重なる領域で変位するようになっている。
【０１１０】
　前記上部可動体２２０は、可動アーム２２６および補助可動アーム２３０においてアー
ム２２２の他端部から延出する部分に可動装飾体２５０が夫々設けられている。上部可動
体２２０は、可動アーム２２６および補助可動アーム２３０においてアーム２２２の他端
部への軸支部分を挟んで前記延出部分と反対側の部分が、アーム２２２の他端部の後側に
おいて互いに端部を向かい合わせて配置されている。可動アーム２２６は、アーム２２２
の他端部から延出する端部と連結支点を挟んで反対側の端部(補助可動アーム２３０側の
端部)に、凹凸を連結支点を中心とする円弧状に連ねて形成された正噛合部２２７を備え
ている。これに対して、補助可動アーム２３０は、アーム２２２の他端部から可動アーム
２２６と反対側に延出する端部と該アーム２２２の他端部への軸支部分を挟んで反対側の
端部(可動アーム２２６側の端部)に、正噛合部２２７の凹凸に合わせた凹凸を当該軸支部
分を中心とする円弧状に連ねて形成された副噛合部２３１を備えている。
【０１１１】
　前記上部可動体２２０は、正噛合部２２７と副噛合部２３１とをかみ合わせて可動アー
ム２２６および補助可動アーム２３０が配設されており、補助アーム２３４により可動ア
ーム２２６が揺動されることで、正噛合部２２７と副噛合部２３１とのかみ合いを介して
補助可動アーム２３０が揺動される(図６５または図６６参照)。上部可動体２２０では、
正噛合部２２７と副噛合部２３１とがアーム２２２の他端部の後側でかみ合わせられ、こ
の噛み合わせ部分を挟んで可動アーム２２６および補助可動アーム２３０が対称な動作を
行うようになっている。すなわち、可動アーム２２６がアーム２２２の本体部分に沿う第
１位置では、補助可動アーム２３０がアーム２２２の本体部分の延在方向に沿って延在す
る第１位置にあり、可動アーム２２６および補助可動アーム２３０が略直線状に並んでい
る。これに対して、可動アーム２２６がアーム２２２の本体部分から離間する第２位置で
は、補助可動アーム２３０がアーム２２２の本体部分の延在方向から傾いて延在する第２
位置にあり、可動アーム２２６および補助可動アーム２３０が互いに近づいて略Ｖ字状に
並んでいる。これにより、上部可動体２２０は、アーム２２２に固定された１つの固定装
飾体２４０を基準として、この固定装飾体２４０の横側に並べて動作可能に設けられた可
動装飾体２５０,２５０が該固定装飾体２４０に対して近接または離間するよう動作し、
隣り合う装飾体２４０,２５０の側縁を沿わせて意匠部ＤＨを構成するようになっている
。
【０１１２】
　前記上部可動演出装置２００は、上部駆動機構２７０が第１上部可動体２２０Ａに接続
され、この第１上部可動体２２０Ａを介して第２上部可動体２２０Ｂを動作させる構成に
なっている。上部駆動機構２７０は、上部モータ(第１のモータ)２７２と、この上部モー
タ２７２に連繋して回転する上部ギヤ部(第１のギヤ部)と、この上部ギヤ部とアーム２２
２との間に設けられ、上部ギヤ部の回転をアーム２２２の往復動作に変換する上部変換部
(第１の変換部)とを備えている(図６１～図６４参照)。上部モータ２７２は、後半体２０
４の左側部において前側に向けて凹設されたモータ設置部２０４ａの後面に、出力軸２７
３を前側に向けて取り付けられ、上部ベース体２０２の内部に臨む出力軸２７３の先端に
上部ピニオン２７４が固定されている。上部ピニオン２７４は、上部ベース体２０２の内
部において前半体２１０の後面に近接して配置されている。なお、上部モータ２７２は、
正逆回転可能なステッピングモータ等が採用される。
【０１１３】
　実施例の上部ギヤ部は、前半体２１０に回転可能に軸支されると共に前半体２１０の後
面に近接して配置された上部回転板(回転板)２７６で構成されている。上部回転板２７６
は、外周面に歯を有する歯車であって、上部ピニオン２７４にかみ合わせて上部ピニオン
２７４の右側に配置されて、上部モータ２７２の正逆駆動に伴って正逆回転するようにな
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っている。上部回転板２７６は、回転中心より半径方向外側に偏倚して、後面から突出す
るように設けられた上部連結軸２７８を備えており、この上部連結軸２７８が第１上部可
動体２２０Ａのアーム２２２に形成された連結孔２３７に連繋するようになっている(図
６５または図６６参照)。すなわち、上部駆動機構２７０では、上部回転板２７６の回転
につれて回転変位する上部連結軸２７８と第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２に設け
た連結孔２３７とから上部変換部が構成される。
【０１１４】
　前記連結孔２３７は、第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２の一端部から分岐して該
アーム２２２の本体部分と略Ｖ字状をなすように延出形成されたリンク部２３６に開設さ
れている(図６５または図６６参照)。リンク部２３６および第１上部可動体２２０Ａのア
ーム２２２は、上部ベース体２０２の内部において上部回転板２７６と後半体２０４との
間に配置され、リンク部２３６は上部ベース体２０２の内部で変位するようになっている
。第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２は、上部ベース体２０２への軸支点が上部回転
板２７６の右側に配置され、上部回転板２７６の後側に配置された上部連結軸２７８がリ
ンク部２３６の連結孔２３７に前側から挿入されている(図６３または図６４参照)。ここ
で、連結孔２３７は、短手の幅が上部連結軸２７８の外径に合わせて設定され、長手の長
さが上部回転板２７６の回転に伴う上部連結軸２７８の回転変位軌跡の直径以上に設定さ
れている。上部駆動機構２７０は、上部回転板２７６の回転により回転変位する上部連結
軸２７８が、連結孔２３７の長手に沿って変位しつつ連結孔２３７の長手辺開口縁を押す
ことで、アーム２２２が軸支点を中心に揺動するようになっている。
【０１１５】
　前記上部駆動機構２７０は、第１上部可動体２２０Ａの待機位置で上部連結軸２７８が
上部回転板２７６の頂部に位置して、リンク部２３６を軸支点から該リンク部２３６の先
端に向かうにつれて僅かに上方傾斜する姿勢に引き上げて(図６３または図６５参照)、第
１上部可動体２２０Ａにおけるアーム２２２の他端部側を板部材４２と裏ユニット５０の
左辺部５３ｂとの間の側部収容空間５７に収容された待機位置に位置させている(図２１
参照)。上部駆動機構２７０は、第１上部可動体２２０Ａの待機位置から動作位置への動
作に際して、上部回転板２７６を反時計回りに回転して上部連結軸２７８を下方へ変位す
ることで、リング部２３６を軸支点から該リンク部の先端に向かうにつれて下方傾斜する
姿勢に押し下げて、第１上部可動体２２０Ａにおけるアーム２２２の他端部側を側部収容
空間５７から右方へ変位させる。上部駆動機構２７０は、第１上部可動体の動作位置から
待機位置への動作に際して、上部回転板２７６を時計回りに回転して上部連結軸２７８を
上方へ変位することで、リンク部２３６を下方傾斜する姿勢から押し上げて、第１上部可
動体２２０Ａにおけるアーム２２２の他端部側を動作位置から側部収容空間５７へ向けて
左方へ変位させる。
【０１１６】
　前記上部可動演出装置２００は、上部駆動機構２７０で第１上部可動体２２０Ａを動か
すことで、この第１上部可動体２２０Ａに連動して第２上部可動体２２０Ｂを動作し得る
ようになっている。具体的には、図６１または図６２に示すように、第１上部可動体２２
０Ａのアーム２２２(１つのアーム)の一端部には、第２上部可動体２２０Ｂのアーム２２
２の一端部に隣り合う右側面に軸支点を中心とする円弧状に並ぶ凹凸を有する第１連結歯
部２８０が設けられている。一方、第２上部可動体２２０Ｂのアーム２２２(他のアーム)
の一端部には、第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２の一端部に隣り合う左側面に軸支
点を中心とする円弧状に並ぶ凹凸を有する第２連結歯部２８１が設けられ、この第２連結
歯部２８１が第１連結歯部２８０にかみ合わせて連繋されている(図６２または図６４参
照)。上部可動演出装置２００は、上部駆動機構２７０にリンク部２３６を介して直接連
結する第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２を該上部駆動機構２７０によって揺動する
ことで、第１連結歯部２８０と第２連結歯部２８１との連繋下に、第２上部可動体２２０
Ｂのアーム２２２が揺動されるようになっている(図６５または図６６参照)。
【０１１７】
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　ここで、上部可動演出装置２００は、第１連結歯部２８０と第２連結歯部２８１との連
繋下に、第１上部可動体２２０Ａと第２上部可動体２２０Ｂとが反対方向に動作し、第１
上部可動体２２０Ａを反時計回り(待機位置から動作位置へ向かう動作方向)に変位すると
第２上部可動体２２０Ｂが時計回り(待機位置から動作位置へ向かう動作方向)に変位して
、互いに近接するように動作するよう構成される(図６３～図６６参照)。また、上部可動
演出装置２００は、第１上部可動体２２０Ａを時計回り(動作位置から待機位置へ向かう
動作方向)に変位すると第２上部可動体２２０Ｂが反時計回り(動作位置から待機位置へ向
かう動作方向)に変位して、互いに離間するように動作するようになっている。すなわち
、上部可動演出装置２００では、第１上部可動体２２０Ａが表示部４１の左外側に位置し
て側部収容空間５７に収容される待機位置にある場合に、第２上部可動体２２０Ｂが表示
部４１の上外側に位置して上部収容空間５８に収容される待機位置にあり、第１上部可動
体２２０Ａが動作位置にある場合に、第２上部可動体２２０Ｂが動作位置に動作している
。
【０１１８】
　前記上部可動体２２０は、アーム２２２における上部ベース体２０２への軸支点より半
径方向外側に離間して該アーム２２２に設けられ、該上部ベース体２０２に当接する後当
接部(当接部)２３８を少なくとも備えている(図６５または図６６参照)。後当接部２３８
は、アーム２２２の一端部後面に後方へ突出するよう形成されて、上部ベース体２０２の
後半体２０４の前面に当接するよう構成されている。また、後当接部２３８は、アーム２
２２の一端部に設けられる連結歯部２８０,２８１の歯の根元部分に設けられて、該連結
歯部２８０,２８１の歯の並びに沿ってアーム２２２の軸支点を中心とすつ円弧状に延在
するよう形成されている。実施例では、連結歯部２８０,２８１は、アーム２２２の本体
部分と別体に形成されており、アームの本体部分に後側から取り付けられる連結歯部２８
０,２８１に後当接部２３８が設けられている。
【０１１９】
　前記第２上部可動体２２０Ｂは、上部ベース体２０２の後半体２０４に当接する後当接
部２３８だけでなく、上部ベース体２０２の前半体２１０に当接する前当接部２３９を備
えている(図６２または図６３参照)。前当接部２３９は、第２上部可動体２２０Ｂのアー
ム２２２における上部ベース体２０２への軸支点より半径方向外側に離間して、アーム２
２２の一端部前面に軸支点を中心とする円弧状に延在するよう形成されている。また、前
半体２１０の後面には、前当接部２３９に合わせて円弧状に延在すると共に後方へ突出す
るよう形成された当て片２１０ａが設けられ(図６２参照)、この当て片２１０ａの後端が
前当接部２３９の前端に当接するようになっている。このように、第２上部可動体２２０
Ｂのアーム２２２は、前後の当接部２３８,２３９を介して上部ベース体２０２により前
後から挟持されている。なお、第２上部可動体２２０Ｂのアーム２２２の前後に当接部２
３８,２３９を設ける例を説明したが、第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２にも前後
に当接部を設けてもよい。
【０１２０】
　前記上部可動体２２０は、アーム２２２と上部ベース体２０２との間に弾性部材２８２
を介挿して、この弾性部材２８２によりアーム２２２を動作位置に向かう方向または待機
位置に向かう方向の何れかに付勢してもよい(図６３または図６４参照)。ここで、弾性部
材２８２は、上部駆動機構２７０に直接接続していない上部可動体２２０(他方の可動体)
に設けるのがよく、上部可動体２２０を持ち上げる動作方向に付勢するのがよい。すなわ
ち、実施例の上部可動演出装置２００では、第２上部可動体２２０Ｂに弾性部材２８２が
設けられ、該第２上部可動体２２０Ｂのアーム２２２を動作位置から待機位置に向かう方
向へ弾性部材２８２が付勢するようになっている。実施例では、弾性部材２８２としては
、捻りばねが採用されており、コイル部分で軸支点を囲んでアーム２２２と前半体２１０
との間に弾性部材２８２を配置し、コイル部分から突出した一方の線条がアーム２２２に
保持される一方(図２１参照)、コイル部分から突出した他方の線条が前半体２１０に保持
されている。なお、第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２に弾性部材を設けて、弾性部
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材の付勢力によってアーム２２２の動作を補助してもよい。このように、弾性部材によっ
てアーム２２２の動作を補助することで、上部可動体２２０をより円滑かつ安定して動作
させることができる。
【０１２１】
　前記上部可動演出装置２００は、第１上部可動体２２０Ａの待機位置および動作位置に
おいて、上部駆動機構２７０によらない第１上部可動体２２０Ａの変位を規制するロック
構造を有している。上部駆動機構２７０は、第１上部可動体２２０Ａの待機位置および動
作位置において、アーム２２２に対して揺動方向にかかる力が連結孔２３７の開口縁から
上部連結軸２７８に対して上部回転板２７６の半径方向に加わるように構成されている(
図６３または図６４の一点鎖線矢印参照)。すなわち、上部駆動機構２７０は、第１上部
可動体２２０Ａの待機位置および動作位置において、リンク部２３６における連結孔２３
７の長手辺が上部連結軸２７８と上部回転板２７６の回転中心とを結んだラインに対して
直交する関係になるよう構成されている。上部駆動機構２７０は、第１上部可動体２２０
Ａの待機位置および動作位置において、第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２に対して
軸支点を中心とする揺動方向に力を加えると、リンク部２３６における連結孔２３７の開
口縁が上部連結軸２７８に対して上部回転板２７６の回転方向と直交する横方向に当接す
る。この際、上部駆動機構２７０は、上部連結軸２７８に対して上部回転板２７６の半径
方向に力が加わっても上部回転板２７６が回転せずに上部連結軸２７８が変位しないので
、上部連結軸２７８でリンク部２３６の変位が規制されてアーム２２２を動かすことがで
きない。
【０１２２】
　これに対して、上部駆動機構２７０は、上部モータ２７２で上部回転板２７６を回転し
た際に、アーム２２２が上部ベース体２０２に対して回転可能に軸支されてアーム２２２
の揺動方向の変位が規制されていないので、上部連結軸２７８がリンク部２３６を押して
変位することができる。上部可動演出装置２００は、前述の如く、第１連結歯部２８０お
よび第２連結歯部２８１の連繋により第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２の動作に連
動して第２上部可動体２２０Ｂが動作する構成であるので、第１上部可動体２２０Ａが前
記ロック構造によって待機位置および動作位置でロックされれば、第２上部可動体２２０
Ｂについても待機位置および動作位置でロックした第１上部可動体２２０Ａによって上部
駆動機構２７０によらない動作がロックされる。
【０１２３】
　このように、上部可動演出装置２００は、上部回転板２７６を回転しなければ上部可動
体２２０のアーム２２２を動かすことができないように構成され、上部可動体２２０に力
が直接かかってもアーム２２２が動かないようになっている。上部可動演出装置２００は
、各アーム２２２の動作端となる他端部に複数の装飾体２４０,２５０,２５０が設けられ
て重くなっても、待機位置および動作位置で上部可動体２２０を適切に保持することがで
きる。例えば、第２上部可動体２２０Ｂは、待機位置で軸支点から略水平に延在するよう
に上部収容空間５８に収容されるので、待機位置で自重により下方へ力が加わるが、磁石
や爪等の引っ掛けによる別の保持手段を設けることなく、前記ロック構造により待機位置
で保持できる。しかも、ロック構造は、リンク部２３６における連結孔２３７と上部連結
軸２７８との位置関係によって構成されるので、上部連結軸２７８や上部回転板２７６を
特定の位置で係止するための他の部材を必要とせず、簡易な構成で上部可動体２２０の保
持を達成できる。従って、上部可動演出装置２００は、遊技盤４０の振動等あるいは上部
可動体２２０を大型化して重量が嵩んでも、上部可動体２２０を待機位置および動作位置
で安定して保持できる。なお、ロック機構は、上部可動体２２０の待機位置または動作位
置の何れか一方で機能する構成であってもよい。
【０１２４】
　前記上部ベース体２０２の前半体２１０には、上部回転板２７６の前側に位置して２条
の長孔２１０ｂ,２１０ｂが該上部回転板２７６の回転方向に離間して設けられている(図
５８または図５９参照)。また、上部回転板２７６には、２条の長孔の後側に回転軌跡が
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重なるように配置された操作孔２７７が４箇所設けられ(図６３または図６４参照)、第１
上部可動体２２０Ａの待機位置で２箇所の操作孔２７７が下側の長孔２１０ｂに臨むよう
になっている(図５８参照)。また、第１上部可動体２２０Ａの動作位置で別の２箇所の操
作孔２７７が上側の長孔２１０ｂに臨むようになっている(図５９参照)。上部可動演出装
置２００では、第１上部可動体２２０Ａの待機位置または動作位置において、長孔２１０
ｂを介して上部回転板２７６の操作孔２７７にアクセスすることができ、この操作孔２７
７にピン等を引っ掛けて長孔２１０ｂに沿って上部回転板２７６を回転させることができ
る。このように、上部回転板２７６を回転して上部連結軸２７８の位置をずらせば、連結
孔２３７の開口縁が上部連結軸２７８を変位させない当接関係が崩れ、上部可動体２２０
を揺動方向に手動により動作させることができる。上部可動演出装置２００は、ロック構
造を備えているので、製造時や停電時等の上部モータ２７２を動かすことができない状態
で上部可動体２２０を待機位置または動作位置から動かすことができない不都合がある。
しかし、上部可動演出装置２００は、上部ベース体２０２の長孔２１０ｂを介して該上部
ベース体２０２の内部に収容された上部回転板２７６を手動操作することが可能なロック
解除構造を有しているので、上部ベース体２０２を分解することなく上部可動体２２０の
ロックを解除して適宜に動作させることができる。
【０１２５】
　前記上部可動演出装置２００では、後半体２０４に設けた上部検知手段(原位置検知手
段)２１６による第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２に設けられた上部検知片２２２
ｂの有無の検知に基づいて第１上部可動体２２０Ａの位置が判定されるようになっている
(図６５～図６７参照)。なお、上部検知手段２１６としては、フォトセンサ等の近接スイ
ッチが採用されている。上部検知手段２１６は、上部モータ２７２の右側でかつ上部回転
板２７６の後側に配置され、前後に離間するセンサ部を上部ベース体２０２の内部に臨ま
せた状態で後半体２０４に固定されている。上部検知片２２２ｂは、第１上部可動体２２
０Ａのアーム２２２において本体部分とリンク部２３６との間に設けられ、前側から後側
に向けて延出する部位の後端に形成された左方へ突出する片部が上部検知手段２１６の前
後のセンサ部の間を通過するようになっている(図６７参照)。上部可動演出装置２００は
、第１上部可動体２２０Ａが待機位置にある姿勢で上部検知片２２２ｂが上部検知手段２
１６の前後のセンサ部の間に位置するように構成され、前後のセンサ部の間を上部検知片
２２２ｂで塞ぐことで該上部検知片２２２ｂの到来が検知される。そして、上部可動演出
装置２００は、上部回転板２７６の時計回りの回転時に上部検知片２２２ｂを上部検知手
段２１６で検知した際に、直ちにまたは所定のステップ数だけ上部モータ２７２の駆動を
継続してから停止するよう構成され、上部モータ２７２の停止時に第１上部可動体２２０
Ａおよび第２上部可動体２２０Ｂが待機位置で停止される。
【０１２６】
　次に、固定装飾体２４０および可動装飾体２５０の具体的な構成を説明する。上部可動
体２２０では、３基の装飾体２４０,２５０,２５０が待機位置でアーム２２２の延在方向
に並べて設置され、中央に位置してアーム２２２の他端部に固定される固定装飾体２４０
が、アーム２２２の他端部から互いに反対側に延出する可動アーム２２６および補助可動
アーム２３０の夫々に設けられた一対の可動装飾体２５０,２５０で挟まれている(図５８
,図６３,図６５,図８８または図８９参照)。なお、第１上部可動体２２０Ａの装飾体２４
０,２５０と第２上部可動体２２０Ｂの装飾体２４０,２５０は、対応のアーム２２２に対
して対称な位置関係で配置されているのを除いて構成が同一である。
【０１２７】
　各装飾体２４０,２５０は、内部に基板収納空間(収容空間)２４１ａ,２５１ａが画成さ
れた装飾体基部(基部)２４１,２５１と、この装飾体基部２４１,２５１から遊技盤面に沿
う方向に延出するよう設けられ、透明な樹脂板からなる光輝部２４７,２５７と、基板収
容空間２４１ａ,２５１ａに収納された装飾体発光基板２４８,２５８とを備えている(図
６１,図６２,図６８,図８８または図８９参照)。すなわち、各装飾体２４０,２５０は、
装飾体発光基板２４８,２５８に設けられた発光体２４８ａ,２４８ｂ,２５８ａ,２５８ｂ
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によって発光演出可能に構成されている。各装飾体２４０,２５０は、アーム２２２側か
ら表示部４１側に向かうにつれて先細りになる扇形に形成されて、アーム２２２側の円弧
部分に装飾体基部２４１,２５１が設けられ、この装飾体基部２４１,２５１から略三角形
状の光輝部２４７,２５７が表示部４１側に突出している。装飾体発光基板２４８,２５８
は、装飾体基部２４１,２５１の基板収納空間２４１ａに臨む光輝部２４７,２５７の端面
に指向するように設けられて、光輝部２４７,２５７を照らす側方発光体(第１の発光体)
２４８ａ,２５８ａと、装飾体基部２４１,２５１の前面に設けられた装飾体光透過部(光
透過部)２４２ａ,２５２ａに指向するように設けられ、装飾体光透過部２４２ａ,２５２
ａを照らす前方発光体(第２の発光体)２４８ｂ,２５８ｂとを備えている(図５８参照)。
【０１２８】
　前記装飾体発光基板２４８,２５８は、遊技盤面に対して板面を立てた姿勢で装飾体基
部２４１,２５１の基板収容空間２４１ａ,２５１ａに設置されている(図６８参照)。また
、装飾体発光基板２４８,２５８は、装飾体基部２４１,２５１において基板収容空間２４
１ａ,２５１ａの前面を画成する前板部２４２,２５２と該基板収納空間２４１ａ,２５１
ａの後面を画成する後板部２５３(アーム２２２の他端部)との間に挟持されている。これ
により、装飾体２４０,２５０は、該装飾体２４０,２５０自体またはアーム２２２につれ
て動作するが、装飾体発光基板２４８,２５８をがたつきなく適切に保持することができ
る。装飾体発光基板２４８,２５８には、光輝部２４７,２５７の端面に臨む一方の板面に
側方発光体２４８ａ,２５８ａが設けられ、該装飾体発光基板２４８,２５８における前記
一方の板面および他方の板面の何れかにまとめてまたは両方に分けて前方発光体２４８ｂ
,２５８ｂが複数設けられている。前方発光体２４８ｂ,２５８ｂの配置は、装飾体発光基
板２４８,２５８におけるソケット２４８ｃ,２５８ｃの位置や回路パターンを避けて設定
される。側方発光体２４８ａと異なる他方の板面にソケット２４８ｃが設けられる固定装
飾体２４０の固定装飾体発光基板２４８では、複数の前方発光体２４８ｂが他方の板面上
部に互いに離間して設置される。また、側方発光体２４８ａと同じ一方の板面にソケット
２５８ｃが設けられる可動装飾体２５０の可動装飾体発光基板２５８では、該可動装飾体
発光基板２５８においてソケット２５８ｃと同一側部に位置する前方発光体２５８ｂが少
なくとも他方の板面上部に設置され、他の前方発光体２５８ｂが、両方の板面に交互に振
り分けて配置される。
【０１２９】
　前記装飾体基部２４１,２５１は、複数の装飾体２４０,２５０の並び方向に離間して複
数(実施例では３つ)の装飾体光透過部２４２ａ,２５２ａが前板部２４２,２５２に設けら
れ、実施例では中央部に位置する装飾体光透過部２４２ａ,２５２ａを挟んで一対の装飾
体光透過部２４２ａ,２５２ａが対称な位置関係で配置されている(図５８または図５９参
照)。装飾体光透過部２４２ａ,２５２ａは、基部収容空間２４１ａ,２５１ａに設置され
る装飾体発光基板２４８,２５８の前方発光体２４８ｂ,２５８ｂから照射した光により発
光する部分であって、周辺部位より隆起したレンズ加工が施されている。ここで、装飾体
光透過部２４２ａ,２５２ａと前方発光体２４８ｂ,２５８ｂとは対応する関係で設けられ
、装飾体光透過部２４２ａ,２５２ａの後側の夫々に前方発光体２４８ｂ,２５８ｂが配置
されている。
【０１３０】
　前記光輝部２４７,２５７は、装飾体基部２４１,２５１の基部収容空間２４１ａ,２５
１ａに臨む端面が装飾体発光基板２４８,２５８の側方発光体２４８ａ,２５８ａと前後方
向の位置関係が同じになるように配置されて、側方発光体２４８ａ,２５８ａから照射し
た光が端面から入射するようになっている。光輝部２４７,２５７は、側方発光体２４８
ａ,２５８ａから入射する光を拡散する光拡散処理が施されており、実施例では、該光輝
部２４７,２５７の後面に形成された微細なシボ加工によって光を前側へ乱反射するよう
に構成される。このように、光輝部２４７,２５７は、端面から入射した光を後面に施さ
れた光拡散処理によって拡散することで面発光させる所謂エッジライト構造になっている
。
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【０１３１】
　前記アーム２２２の他端部に設けられる固定装飾体では、固定装飾体基部(装飾体基部)
２４１が、アーム２２２の他端部を固定後板部(後板部)２４３として、このアーム２２２
の他端部の前面に固定前板部(前板部)２４２を取り付けて構成されている(図６１または
図６２参照)。固定後板部２４３は、前記可動体配線通路２２３が設けられたアーム２２
２の本体部分に対してアーム２２２の延在方向と交差する横方向に延出し、可動体配線通
路２２３より後側に位置するように凹設されている。固定後板部２４３には、一対の略コ
字形状の保持片２４４,２４４が、互いの開放端を向き合わせてアーム２２２の延在方向
に離間して配置されており、これらの保持片２４４,２４４の間に固定装飾体発光基板２
４８の後端を挿入して位置決めしている。固定後板部２４３の外周縁には、前方へ立ち上
がった壁が設けられており、表示部４１側の縁部および可動装飾体２５０に隣り合う側縁
部の一部の壁が低く形成されている。
【０１３２】
　固定前板部２４２は、後面に固定後板部２４３の前面に当接して固定後板部２４３の後
側からネジ止め固定される前板固定ボス２４２ｂを有する板状体である(図６２参照)。固
定前板部２４２は、固定後板部２４３の壁の前端に当接して該固定後板部２４３から離間
して配設され、固定前板部２４２と固定後板部２４３との表示部４１側の縁部の隙間に、
固定光輝部(光輝部)２４７を挟んで保持するようになっている。すなわち、固定装飾体２
４０では、固定後板部２４３および固定前板部２４２と別体に形成された略三角形状の固
定光輝部２４７が、基部収容空間２４１ａに端面を臨ませた状態で固定装飾体基部２４１
に取り付けられる。なお、固定装飾体２４０では、複数の装飾体２４０,２５０の並び方
向に離間する一対の前板固定ボス２４２ｂ,２４２ｂの間に、固定光輝部の基板収容空間
２４１ａに臨む端部が挟まれて当該並び方向の位置決めがなされる。また、固定装飾体基
部２４１は、隣り合う可動装飾体２５０の可動装飾体基部２５１に面する側面の夫々に、
基部収容空間２４１ａに連通する配線通口２４５が設けられている(図６８参照)。
【０１３３】
　前記固定装飾体２４０の固定装飾体発光基板(装飾体発光基板)２４８は、固定光輝部２
４７の端面に臨む一方の板面に３つの側方発光体２４８ａが複数の装飾体２４０,２５０
の並び方向に離間して設置されると共に、該基板２４８における他方の板面上部に、３つ
の前方発光体２４８ｂが複数の装飾体２４０,２５０の並び方向に離間して設置されてい
る(図６８参照)。また、固定装飾体発光基板２４８には、配線が接続されるソケット２４
８ｃが、該発光基板２４８における可動体配線通路２２３に面する他方の板面に、その接
続口を該可動体配線通路２２３側に指向させて設けられている。なお、固定装飾体発光基
板２４８のソケット２４８ｃは、該基板２４８においてアーム２２２の一端部側に偏倚し
て配設されている。
【０１３４】
　前記可動装飾体２５０は、可動アーム２２６に設けられるものと補助可動アーム２３０
に設けられるものがあるが、構成要素の配置が固定装飾体２４０を挟んで対称な点を除い
て同一である。可動装飾体２５０は、可動後板部(後板部)２５３が可動アーム２２６(補
助可動アーム２３０)と別体に形成されて、可動後板部２５３と可動光輝部(光輝部)２５
７とが一体形成されている(図６１または図６２参照)。可動後板部２５３は、前方に開口
する略トレイ形状に形成され、表示部４１側の縁部に延在する壁の前端に可動光輝部２４
７が連設されている。また、可動後板部２５３は、隣り合う固定装飾体２４０の固定装飾
体基部２４１に対向する側縁の壁が低く形成されており、可動装飾体基部２５１の固定装
飾体基部２４１に向かい合う側面に配線通口２５５が設けられている(図６８参照)。可動
前板部２５２は、可動後板部２５３の基部構成部分の外形に合わせて形成された板状体で
あって、後面に複数の装飾体２４０,２５０の並び方向に離間して一対の前板固定ボス２
５２ｂ,２５２ｂを有している。可動前板部２５２は、可動後板部２５３の前側を覆って
可動後板部２５３の壁の前端に突き合わせて取り付けられ、可動後板部２５３と可動前板
部２５２との間に基部収容空間２５１ａが画成される。そして、可動装飾体２５０は、可
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動後板部２５３に前板部２５２を取り付けた際に、可動後板部２５３のボス孔を介して後
側に突出した前板固定ボス２５２ｂを可動アーム２２６(補助可動アーム２３０)に突き合
わせて、該可動アーム２２６(補助可動アーム２３０)の後側から前板固定ボス２５２ｂに
ネジ止めすることで固定される。
【０１３５】
　前記可動装飾体２５０の可動装飾体発光基板(装飾体発光基板)２５８は、可動光輝部２
５７の端面に臨む一方の板面に３つの側方発光体２５８ａが複数の装飾体２４０,２５０
の並び方向に離間して設置されている(図６８参照)。可動体装飾発光基板２５８は、該発
光基板２５８における一方の板面上部中央に位置して１つの前方発光体２５８ｂが設置さ
れると共に、他方の板面上部に、２つの前方発光体２５８ｂが複数の装飾体２４０,２５
０の並び方向に離間して設置されている。可動装飾体発光基板２５８は、配線が接続され
るソケット２５８ｃが、該発光基板２５８の一方の板面における隣り合う固定装飾体２４
０側に偏倚して、その接続口を該固定装飾体２４０側の配線通口２５５に指向させて設け
られている。
【０１３６】
　前記上部可動演出装置２００の配線構造について説明する。上部可動体２２０には、各
装飾体２４０,２５０の装飾体発光基板２４８,２５８に接続する配線を収容する可動体配
線通路２２３が、アーム２２２の後面を構成する後面板部(壁部壁)の前側に設けられてい
る。また、上部可動体２２０は、アーム２２２の一端部側の軸支部位に隣接すると共に、
補助アーム２３４の一端部側の補助軸支部位から外れた位置に、該アーム２２２における
後面板部を前後に貫通して可動体配線通路２２３に開口するように形成された配線開口２
２５を有している(図６３または図６４参照)。アーム２２２の後面には、配線開口２２５
を跨いで後方へ突出する門型に形成された整線片２２２ｃが設けられている(図６５また
は図６６参照)。整線片２２２ｃは、配線開口２２５におけるアーム２２２の軸支点側に
延在するように設けられ、配線開口２２５を通る配線を整線片２２２ｃによって軸支点か
ら離れる方向に誘導している。更に、上部ベース体２０２の後半体２０４には、アーム２
２２の動作に伴う配線開口２２５の変位軌跡に合わせて開口するように形成された配線通
過口２０８が設けられている(図６２参照)。
【０１３７】
　前記上部可動演出装置２００では、装飾体発光基板２４８,２５８に接続する配線をア
ーム２２２の可動体配線通路２２３に通して、アーム２２２の他端部と一端部との間で取
り回し、アーム２２２の一端部側に開設された配線開口２２５およびこの配線開口２２５
の後側に設けられた配線通過口２０８を介して配線が上部ベース体２０２の後側に引き出
される。そして、配線は、上部ベース体２０２の後半体２０４と裏ユニット５０の上辺部
５３ａとの間の隙間を通って左方に引き回され、裏ユニット５０の左辺部５３ｂに設けら
れる左側部発光装置の反射部材の後側を通って下方に配設されて、裏ユニット５０の下部
後面に設置された中継基板３９に接続される。
【０１３８】
　前記固定装飾体発光基板２４８に接続する配線は、可動体配線通路２２３におけるアー
ム２２２の他端部側から該可動体配線通路２２３に臨むソケット２４８ｃに接続される。
また、可動装飾体発光基板２４８に接続する配線は、可動体配線通路２２３におけるアー
ム２２２の他端部側から該配線通路２２３に連通する固定装飾体基部２４１の基板収容空
間２４１ａを介して、該固定装飾体基部２４１の側面に開口する固定配線通口２４５と、
この固定配線通口２４５に向かい合って可動装飾体基部２５１の側面に開口する可動配線
通口２５５とを通って可動装飾体基部２５１の基部収容空間２５１ａに入り、可動配線通
口２５５に接続口が指向している可動装飾体発光基板２５８のソケット２５８ｃに接続さ
れる。
【０１３９】
　前記上部可動演出装置２００は、通常の状態において第１上部可動体２２０Ａおよび第
２上部可動体２２０Ｂが待機位置で保持されている(図１７,図１８または図２１参照)。



(40) JP 2011-92640 A 2011.5.12

10

20

30

40

50

第１上部可動体２２０Ａは、待機位置で板部材４２の左側部と裏ユニット５０の左辺部５
３ｂとの間の側部収納空間５７に収容されて、装飾体２４０,２５０の先端を除く大部分
が遊技者側から隠されている(図７参照)。第２上部可動体２２０Ｂは、待機位置で上部装
飾ユニット３００と裏ユニット５０の上辺部５３ａとの間の上部収容空間５８に収容され
て、装飾体２４０,２５０の先端を除く大部分が遊技者側から隠されている。上部可動体
２２０は、待機位置で補助アーム２３４に押されて可動アーム２２６がアーム２２２に沿
う第１位置に保持され、可動アーム２２６に噛合部２２７,２３１を介して連動する補助
可動アーム２３０がアーム２２２の延在方向に沿う第１位置に保持される。これにより、
可動アーム２２６および補助可動アーム２３０の夫々に設けられた可動装飾体２５０,２
５０は、互いに離間すると共に、これらの可動装飾体２５０,２５０の間に位置してアー
ム２２２の他端部に設けられた固定装飾体２４０から離間している(図６３または図６５
参照)。すなわち、３基の装飾体２４０,２５０,２５０は、互いに分離した状態で並んで
いる。
【０１４０】
　前記上部可動演出装置２００は、図柄変動ゲームの結果等の特定の条件を満たした際に
、待機位置にある２基の上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂが同期して待機位置から表示部４
１の前側に位置する動作位置に向けて動作される。すなわち、上部駆動機構２７０の上部
モータ２７２が駆動されて上部回転板２７６を反時計回りに回転し、上部回転板２７６の
回転に伴って連結孔２３７の開口縁に当接しつつ回転変位する上部連結軸２７８によって
リンク部２３６を介して第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２が反時計回りに変位され
て、第１上部可動体２２０Ａが待機位置から動作位置へ向けて右方に動作する(図６５ま
たは図６６参照)。第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２の変位に伴って、連結歯部２
８０,２８１で連結した第２上部可動体２２０Ｂのアーム２２２が時計回りに変位して、
第２上部可動体２２０Ｂが待機位置から動作位置へ向けて下方に動作する。両上部可動体
２２０Ａ,２２０Ｂのアーム２２２の変位と同時に、各上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂの補
助アーム２３４も補助軸支点を中心として変位し、アーム２２２の他端部に接続された可
動アーム２２６の連結支点と補助アーム２３４の可動アーム２２６への補助連結支点との
変位軌跡の差により、補助アーム２３４が可動アーム２２６をアーム２２２の他端部側へ
引っ張る。これにより、可動アーム２２６は、アーム２２２に沿う第１位置からアーム２
２２から表示部４１側に突出する第２位置に向けて変位するので、可動アーム２２６の可
動装飾体２５０が固定装飾体２４０に近接するように変位し、これに連動して補助可動ア
ーム２３０も第１位置から第２位置へ向けて変位するので、補助可動アーム２３０の可動
装飾体２５０が固定装飾体２４０に近接するように変位する。
【０１４１】
　前記上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂは、装飾体２４０,２５０が表示部４１の略中央にあ
る動作位置に到来すると、可動装飾体２５０と固定装飾体２４０との隣り合う縁辺が合わ
さって半円形状の意匠部ＤＨを形成する。また、上部可動演出装置２００は、第１上部可
動体２２０Ａと第２上部可動体２２０Ｂとの夫々の意匠部ＤＨがなす半円形状の直線部分
が合わさって、円形の意匠体ＤＲを形成する(図１２,図１９または図２０参照)。なお、
両意匠部ＤＨ,ＤＨの直線部分は、左から右に向かうにつれて下方傾斜するよう延在し、
動作位置にある下部可動演出装置４００の下部可動体４２０が当該直線部分の前側に重な
るようになっている。
【０１４２】
　前記上部可動演出装置２００は、所定のステップ数だけ待機位置から上部モータ２７２
を駆動して上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂを動作位置に到来させた後、上部モータ２７２
の駆動方向を切り替えて、動作位置にある２基の上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂを同期し
て夫々の収容空間５７,５８に向けて動作する。すなわち、上部駆動機構２７０の上部モ
ータ２７２が逆駆動されて上部回転板２７６を時計回りに回転し、上部回転板２７６の回
転に伴って連結孔２３７の開口縁に当接しつつ回転変位する上部連結軸２７８によってリ
ンク部２３６を介して第１上部可動体２２０Ａのアーム２２２が時計回りに変位されて、
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第１上部可動体２２０Ａが動作位置から待機位置へ向けて左方に動作する。第１上部可動
体２２０Ａのアーム２２２の変位に伴って、連結歯部２８０,２８１で連結した第２上部
可動体２２０Ｂのアーム２２２が反時計回りに変位して、第２上部可動体２２０Ｂが動作
位置から待機位置へ向けて上方に動作する。
【０１４３】
　両上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂのアーム２２２の変位と同時に、各上部可動体２２０
Ａ,２２０Ｂの補助アーム２３４も補助軸支点を中心として変位し、アーム２２２の他端
部に接続された可動アーム２２６の連結支点と補助アーム２３４の可動アーム２２６への
補助連結支点との変位軌跡の差により、補助アーム２３４が可動アーム２２６をアーム２
２２の他端部から離間する方向へ押す。これにより、可動アーム２２６は、アーム２２２
から表示部４１側へ突出した第２位置からアーム２２２に沿う第１位置に向けて変位する
ので、可動アーム２２６の可動装飾体２５０が固定装飾体２４０から離間するように変位
し、これに連動して補助可動アーム２３０も第２位置から第１位置へ向けて変位するので
、補助可動アーム２３０の可動装飾体２５０が固定装飾体２４０から離間するように変位
する。上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂは、待機位置に到来すると、上部検知手段２１６が
上部検知片２２２ｂを検知することで上部モータ２７２が停止され、可動アーム２２６お
よび補助可動アーム２３０がアーム２２２に沿って延在すると共に、３基の装飾体２４０
,２５０,２５０は分離して、対応の収容空間５７,５８に収容される。
【０１４４】
　このように、上部可動演出装置２００は、上部可動体２２０のアーム２２２に設けられ
た複数の装飾体２４０,２５０が、アーム２２２の動作に連動して互いに集合または離間
するように動作するので、アーム２２２の動作に伴う複数の装飾体２４０,２５０の変位
とアーム２２２に対する装飾体２４０,２５０の動作とが相まって、動作による演出効果
を向上できる。しかも、上部可動演出装置２００は、アーム２２２および装飾体２４０,
２５０を有する上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂを２基設けることで、遊技盤４０をにぎや
かにできる。上部可動体２２０は、可動アーム２２６の可動装飾体２５０とは別に可動装
飾体２５０が設けられ、固定装飾体２４０と可動装飾体２５０,２５０が関連付けられて
動作するので、簡単な構成で複数の装飾体２４０,２５０によって動作による演出効果を
向上し得る。
【０１４５】
　前記上部可動演出装置２００は、各アーム２２２に設けた複数の装飾体２４０,２５０
が集合して意匠部ＤＨを形成するだけでなく、２つの意匠部ＤＨが集合して１つの意匠体
ＤＲを構成するので、結果として大きな意匠体ＤＲを得ることができ、演出効果を向上し
得る。上部可動演出装置２００は、２基の上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂの対をなすアー
ム２２２,２２２および装飾体２４０,２５０の組が対称な関係で配置および連動して動作
するよう構成されているので、互いの動作が関連付けられて演出効果を相乗し得る。この
ように、上部可動演出装置２００によれば、上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂが装飾体２４
０,２５０の動作と組み合わせて複雑な動きをするので、上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂの
動作による演出効果を向上することができる。
【０１４６】
　前記上部可動演出装置２００は、固定装飾体２４０をアーム２２２に対して固定的に設
け、固定装飾体２４０の両脇の可動装飾体２５０,２５０を固定装飾体２４０に接離する
よう動作させる構成であるので、動作する可動装飾体２５０,２５０を少なくして動作に
かかる部材を省略しつつ、集合した際に全体として意匠部ＤＨを適切に形成し得る。また
、可動アーム２２６と補助可動アーム２３０とを噛合部２２７,２３１で連繋して可動ア
ーム２２６の動作に補助可動アーム２３０を連動する構成であるので、簡単な構成で、一
方の可動装飾体２５０を動かすだけで他方の可動装飾体２５０を同期して動作させること
ができる。更に、上部可動演出装置２００は、第１上部可動体２２０Ａと第２上部可動体
２２０Ｂとを連結歯部２８０,２８１で連繋して第１上部可動体２２０Ａの動作に第２上
部可動体２２０Ｂを連動する構成であるので、簡単な構成で、一方の第１上部可動体２２
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０Ａを上部駆動機構２７０で動かすだけで他方の上部可動体２２０Ｂを同期して動作させ
ることができる。
【０１４７】
　前記上部可動体２２０は、可動装飾体２５０を設けた可動アーム２２６を揺動する補助
アーム２３４が、可動アーム２２６を支持するアーム２２２の後側に設けられ、アーム２
２２、補助アーム２３４および可動アーム２２６で、アーム２２２の動作に伴って補助ア
ーム２３４がアーム２２２の延在方向に沿って変位するリンク構造を構成しているので、
アーム２２２の動作に伴う該アーム２２２の延在方向に交差する方向への補助アーム２３
４の変位量を最小限に抑え、補助アーム２３４が変位してもアーム２２２で隠して遊技者
側となる前側から見え難くすることができる。なお、補助アーム２３４は、アーム２２２
より支点間距離が短く設定されているので、アーム２２２の動作に伴う該アーム２２２の
延在方向への補助アーム２３４の変位に際して、補助アーム２３４がアーム２２２から突
き出し難くすることができる。このように、上部可動体２２０では、可動装飾体２５０を
動かす機構が邪魔にならず、上部可動体２２０が装飾体２４０,２５０の動作と組み合わ
せて複雑な動きをするので、上部可動体２２０の動作による演出効果を向上することがで
きる。
【０１４８】
　前記上部可動体２２０は、各装飾体２４０,２５０に設けた装飾体発光基板２４８,２５
８の発光体２４８ａ,２４８ｂ,２５８ａ,２５８ｂによって各装飾体２４０,２５０を発光
演出することができる。装飾体２４０,２５０は、装飾体基部２４１,２５１の基板収納空
間２４１ａ,２５１ａに設置した装飾体発光基板２４８,２５８の前方発光体２４８ｂ,２
５８ｂにより装飾体基部２４１,２５１の前面に設けた装飾体光透過部２４２ａ,２５２ａ
が発光するだけでなく、装飾体基部２４１,２５１から延出する光輝部２４７,２５７を該
光輝部２４７,２５７の端面から入射した装飾体発光基板２４８,２５８の側方発光体２４
８ａ,２５８ａの光によって面発光させることができる。このように、装飾体２４０,２５
０は、装飾体光透過部２４２ａ,２５２ａの発光と光輝部２４７,２５７の発光との異なる
発光態様で光による演出を行うことができる。そして、上部可動体２２０は、装飾体２４
０,２５０の発光と該上部可動体２２０の動きによる演出と合わせて全体的な演出効果を
向上できる。
【０１４９】
　前記装飾体２４０,２５０は、装飾体発光基板２４８,２５８を遊技盤面に対して立てた
姿勢で設置することで、遊技盤面に沿う方向に広い配設スペースを要せず、遊技盤面に沿
う方向の狭いスペースに装飾体発光基板２４８,２５８を設置することが可能である。そ
して、前方発光体２４８ｂ,２５８ｂを装飾体発光基板２４８,２５８の適宜の板面に振り
分けて配設することで、装飾体基部２４１,２５１の前面の装飾体光透過部２４２ａ,２５
２ａに合わせて前方発光体２４８ｂ,２５８ｂを配置する自由度が高くなり、装飾体光透
過部２４２ａ,２５２ａを適切に照明することができる。ここで、装飾体光透過部２４２
ａ,２５２ａはレンズ加工が施されているので、装飾体光透過部２４２ａ,２５２ａの後側
から入射した光を拡散または強調して、装飾体光透過部２４２ａ,２５２ａ全体を発光さ
せることができる。
【０１５０】
　前記上部可動演出装置２００は、上部可動体２２０が補助アーム２３４でアーム２２２
の他端部に設けた可動アーム２２６を揺動することで、可動アーム２２６に設けた可動装
飾体２５０を動作させる構成であるが、アーム２２２を軸支する一端部に設けた配線開口
２２５を介して装飾体２４０,２５０に設けた装飾体発光基板２４８,２５８に接続する配
線を取り回しているので、アーム２２２の動作に伴う配線の変位量が比較的少なく、配線
にかかる負荷が軽減されると共に、アーム２２２と配線との干渉を回避することができる
。また、配線を収納する可動体配線通路２２３が、補助アーム２３４とアーム２２２の後
面板部で隔てて設けられているので、補助アーム２３４と配線とが干渉することがない。
そして、上部可動演出装置２００は、上部可動体２２０および上部駆動機構２７０が配設
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される上部ベース体２０２に配線開口２２５に対応して配線通過口２０８を設け、配線通
過口２０８から取り出した配線を、上部ベース体２０２の後側に取り回しているので、上
部ベース体２０２の内部に設けられる上部駆動機構２７０や上部可動体２２０に対する配
線の干渉をより適切に回避し得る。なお、上部ベース体２０２において、右側部分に設け
られるアーム２２２の一端部(配線通過口２０８)に対して、上部駆動機構２７０の上部モ
ータ２７２や上部回転板２７６等の駆動部分が、長手方向に離間した左側部分に設けられ
るので、配線が干渉する可能性をより低くし得る。
【０１５１】
　前記可動装飾体２５０には、固定装飾体２４０における装飾体基部２４１の側面に開口
する固定配線通口２４５に対向して、装飾体基部２５１の側面に可動配線通口２５５が設
けられると共に、この可動配線通口２５５に指向して装飾体発光基板２５８にソケット２
５８ｃが設けられているので、固定装飾体２４０に対して変位する可動装飾体２５０から
アーム２２２側に取り回す配線の干渉を回避することができる。
【０１５２】
　前記上部可動演出装置２００は、２基の上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂが、該上部可動
体２２０Ａ,２２０Ｂのアーム２２２を上部ベース体２０２に軸支する一端部に設けた連
結歯部２８０,２８１同士のかみ合わせにより連結する構成であるので、互いの軸支点で
連結部分でのがたつきを抑制することができる。しかも、隣り合う上部可動体２２０Ａ,
２２０Ｂの連結歯部２８０,２８１のかみ合わせ範囲によってアーム２２２の揺動範囲が
規定されるので、連結歯部２８０,２８１を軸支点より離すことなく、アーム２２２を大
きく変位することができる。また、アーム２２２の一端部は、上部ベース体２０２に後当
接部３３８が当接することで支持されているので、上部可動体２２０をより円滑かつ安定
して動作させることができる。第２上部可動体２２０Ｂは、アーム２２２が前当接部３３
９および後当接部３３８を介して上部ベース体２０２で挟持されるので、より円滑かつ安
定して動作させることができる。上部駆動機構２７０に連結する第１上部可動体２２０Ａ
のアーム２２２は、軸支点だけでなく該上部駆動機構２７０によっても支持されているが
、第１上部可動体２２０Ａに連動して動作する第２上部可動体２２０Ｂのアーム２２２に
対して前後の当接部３３８,３３９を設けることで、全体としてより安定させることがで
きる。更に、当接部３３８,３３９を２基の連結部分である連結歯部２８０,２８１の歯の
並びに沿って設けることで、連結状態の安定化を図り、上部可動体２２０をより円滑かつ
安定して動作させることができる。
【０１５３】
　前記上部可動体２２０は、動作位置で可動アーム２２６および補助可動アーム２３０が
アーム２２２の延在方向と異なる横方向に突き出て可動装飾体２５０が表示部４１側に突
出することで、固定装飾体２４０と共に比較的大型の意匠部ＤＨを構成している。上部可
動体２２０は、待機位置において可動アーム２２６が待機位置でアーム２２２に沿って延
在すると共に補助可動アーム２３０がアーム２２２を延長するように並んで、アーム２２
２と並行して略直線状に延在するので、可動アーム２２６および補助可動アーム２３０に
設けた可動装飾体２５０,２５０がアーム２２２の固定装飾体２４０とアーム２２２の延
在方向に並び、アーム２２２からの突出寸法が抑えることができる。このように、上部可
動演出装置２００は、動作位置で意匠部ＤＨを構成する複数の装飾体２４０,２５０,２５
０が、待機位置でアーム２２２に沿って並ぶように分離するので、上部可動体２２０が待
機位置で場所をとらない。
【０１５４】
　前記遊技盤４０では、表示部４１の外側において該表示部４１の縁辺に沿う方向に比較
的長さを取ることができるが、表示部４１の縁辺から裏ユニット５０の該縁辺に沿う壁部
５４までにスペースを取ることが難しい。上部可動体２２０は、待機位置で複数の装飾体
２４０,２５０における表示部４１側の端部が揃うように変位し、アーム２２２からの突
出寸法を抑えることができるので、アーム２２２の延在方向と交差する方向に配設スペー
スを取らず、裏ユニット５０の辺部５３ａ,５３ｂを用いた狭い収容空間５７,５８に収容
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することができる。そして、上部可動演出装置２００は、上部可動体２２０を待機位置で
収容空間５７,５８に隠すことができるので、上部可動体２２０を動作させた際に、上部
可動体２２０が表示部４１の前側に突然現れることになり、上部可動体２２０の動作の意
外性を増すことができる。また、上部可動演出装置２００は、２基の上部可動体２２０,
２２０を備えているが、上部駆動機構２７０を表示部４１の左上角隅部外側に配置すると
共に、該角隅部で交差する上辺部５３ａおよび左辺部５３ｂに上部可動体２２０を振り分
けて配置することで、表示部４１の外側の空間を適切に用いてより大きな上部可動体２２
０を配置することができる。
【０１５５】
(上部装飾ユニット)
　前記遊技盤４０には、裏ユニット５０の上辺部５３ａに位置して、上部可動演出装置２
００の前側に上部装飾ユニット３００が設けられている(図４,図７または図１５参照)。
また、上部装飾ユニット３００は、装飾枠部材１００の窓口１００ａの内側に位置して表
示部４１の上外側に配置されて、表示部４１における上側部分を左右に亘って占めている
。上部装飾ユニット３００は、表示部４１の上側部分を構成するユニット本体３０２と、
このユニット本体３０２の前側に設けられ、ユニット本体３０２に配設された動作機構３
５０によって上下方向(表示部４１に対して進退する方向)へ往復動作する動作体３２０と
を備えており、ユニット本体３０２および／または動作体３２０の発光による演出と動作
体の動作による演出とを組み合わせてあるいは独立して行い得るよう構成されている。
【０１５６】
　前記ユニット本体３０２は、裏ユニット５０における設置板部５３の左上角隅部に設置
される上部可動演出装置２００の上部ベース体２０２の前半体２１０前面に左側部(一部)
が重なっている(図１５参照)。ユニット本体３０２は、左側部を上部ベース体２０２に取
り付けると共に、裏ユニット５０の上縁前端に延在する取付フランジ部５４ａに上部を取
り付けることで、裏ユニット５０に固定されている。ユニット本体３０２は、裏ユニット
５０の設置板部５３から前側に離間させて設置されている(図８または図８５参照)。上部
可動演出装置２００は、上部ベース体２０２の前後寸法を板部材４２と裏ユニット５０の
設置板部５３との間と略同一に形成しており、裏ユニット５０の設置板部５３に取り付け
られた上部ベース体２０２の前面が裏ユニット５０の前端(板部材４２の後面に当接する
端部)と略同一になるよう設定されている。そして、上部装飾ユニット３００は、ユニッ
ト本体３０２を、上部ベース体２０２および裏ユニット５０の前端に設けた取付フランジ
部５４ａで支持することで、上部ベース体２０２の右側におけるユニット本体３０２と裏
ユニット５０の設置板部５３との間にスペース(上部収納空間５８)が画成される。上部可
動演出装置２００は、裏ユニット５０の上辺部５３ａに待機位置で延在する第２上部可動
体２２０Ｂが、板部材４２と裏ユニット５０の設置板部５３との間の離間寸法より薄く設
定されて、待機位置において第２上部可動体２２０Ｂが上部収容空間５８に収容される。
【０１５７】
　前記ユニット本体３０２は、待機位置で上部収容空間５８に位置している第２上部可動
体２２０Ｂを覆う目隠しとして機能し、待機位置にある第２上部可動体２２０Ｂと動作体
３２０とが前後の関係で重ねて配置されている。そして、上部装飾ユニット３００は、板
部材４２の厚み寸法および板部材４２の前側に突出する装飾枠部材１００の庇状部１０６
の前後寸法を用いて配設されている(図８参照)。上部装飾ユニット３００では、動作体３
２０が上下方向に往復動作される一方、上部可動演出装置２００では、第２上部可動体２
２０Ｂが、裏ユニット５０の上辺部５３ａ左側を軸支点として、待機位置の略水平な姿勢
と動作位置の傾斜した姿勢との間で動作され、上部収容空間５８から出没する第２上部可
動体２２０Ｂの変位方向と動作体３２０の変位方向とが近似するよう構成されている。
【０１５８】
　前記ユニット本体３０２は、裏ユニット５０の上辺部５３ａから前側に離間させて取り
付けられた基盤部３０４と、この基盤部３０４の後側に取り付けられ、動作体３２０と重
ならない前面に発光体３０６ａを有するユニット発光基板(発光基板)３０６と、基盤部３
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０４の前側に取り付けられた装飾カバー３０８とを備えている(図７１参照)。基盤部３０
４は、上部装飾ユニット３００を構成する部材の設置基盤であって、上部装飾ユニット３
００は、基盤部３０４を介して一体的に取り扱い可能で、裏ユニット５０に対して一体的
に着脱することができる。基盤部３０４は、左右方向に長手が延在する板状部材であって
、外周縁後面に後方へ向けて周壁３０４ａ(図７３参照)を有するトレイ形状に形成されて
いる。基盤部３０４は、光を透過し得る透光性を有し、実施例では後側に設置されるユニ
ット発光基板３０６を透かして見えない半透明になっている。
【０１５９】
　前記ユニット発光基板３０６は、左上固定発光部５００の発光領域の後側に並ぶ発光体
群と、右上固定発光部５４０の発光領域の後側に並ぶ発光体群とを含む複数の発光体３０
６ａが前面に設置されている(図７１または図７２参照)。ユニット発光基板３０６は、基
盤部３０４の後面から発光体３０６ａを離間させた状態で、基盤部３０４の後側に周壁３
０４ａの内側に嵌め合わせてネジ止め固定されている(図７３参照)。
【０１６０】
　前記装飾カバー３０８は、光を透過し得る透光性を有し、実施例では透明になっている
。 装飾カバー３０８には、動作体３２０の左側となる左側部に、左上固定発光部５００
における下ブロックのカバー部分が設けられている(図７２参照)。また、装飾カバー３０
８には、中央より右側部位に位置して、右上固定発光部５４０における下ブロックのカバ
ー部分が該動作体３２０と重ならないように設けられている。ここで、前記カバー部分は
、左上固定発光部５００および右上固定発光部５４０における下ブロックの発光カバー５
０２ａ,５４２ａで装飾カバー３０８に開設された開口を塞ぎ、発光カバー５０２ａ,５４
２ａの周縁を囲んで額縁部５０４ａ,５４２ａを装飾カバー３０８の前面に取り付けて構
成されている。
【０１６１】
　前記動作体３２０は、該動作体３２０の外郭を構成する前枠部３２２の内部(以下、部
品収容空間という。)に、動作体発光基板３２４や、この動作体発光基板３２４の前面に
設けられた発光体３２４ａの前側を覆う光拡散部材３２８,３２９や、動作体発光基板３
２４の後側を保持する後保持板３３０を収容して(図７１参照)、前枠部３２２の前後寸法
内に構成部材が収まるよう構成される(図８または図８５参照)。前枠部３２２は、後側に
開放された箱状に形成されて、動作体３２０の前面および周面を構成している。前枠部３
２２は、前面に光の透過を許容する透明な透過部３２２ａを設け、この透過部３２２ａ以
外の前面の領域および周面が光を透過しないように構成されている。前枠部３２２の後面
には、凸の先端が先細りになるよう形成されたローレット加工が施されている。そして、
前枠部３２２には、動作体３２０の前面および周面を構成する壁で囲われて部品収容空間
が画成されている。部品収容空間には、所要の光拡散処理が施されたシート状の光拡散部
材３２８,３２９が、前枠部３２２の後面に当接するように収容されて、この光拡散部材
３２８,３２９で透過部３２２ａの後側を覆っている。なお、実施例の動作体３２０では
、２枚の光拡散部材３２８,３２９が重ね合せて配設されている(図７１参照)。
【０１６２】
　前記動作体発光基板３２６は、前枠部３２２の後面に板面を相対させた状態で部品収容
空間に収容され、前面に前枠部３２２の透過部３２２ａに合わせて発光体３２６ａが複数
設けられている。動作体発光基板３２６は、前枠部３２２の後面に突設された前突片(図
示せず)に前面を当接させて、前枠部３２２の後面を覆う光拡散部材３２８,３２９から発
光体３２６ａが後側に離間するように設置されている。
【０１６３】
　前記後保持板３３０は、前面に前方へ突設された後突片３３１を前枠部３２２の後面に
突き合わせて、動作体発光基板３２６の後側に位置して部品収容空間に収容され、前枠部
３２２に対してねじ止め固定される。後保持板３３０は、前枠部３２２に固定した際に、
前突片との間に動作体発光基板３２６を挟持して該動作体発光基板３２６を保持している
。また、後保持板３３０の後面には、ユニット本体３０２における装飾カバー３０８に開
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設された取付孔３１０(図７２参照)に往復動可能に保持される複数の取付軸３３２が後側
へ向けて突設されている(図７５参照)。後保持板３３０には、上部装飾ユニット３００が
設置される裏ユニット５０の上辺部５３ａの延在方向(左右)に離間して対をなす取付軸３
３２が上下に並べて２組設けられ(図７５参照)、後保持板３３０における左右の各側部の
夫々に上下に離間して取付軸３３２が配置されている。上部装飾ユニット３００は、取付
軸３３２の夫々に対応して上下に長手が延在するように取付孔３１０が装飾カバー３０８
に開設され(図７２参照)、取付孔３１０に該取付孔３１０の長手に沿って移動可能に保持
された取付軸３３２を介して、動作体３２０がユニット本体３０２の前側に取り付けられ
ている。このように、略矩形状の動作体３２０は、各隅部に対応する取付軸３３２によっ
てユニット本体３０２に対して保持されるので、安定して動作することができる。なお、
動作体発光基板３２６は、後保持板３３０の前面から僅かに離間し、後面に設けられた抵
抗で生じる熱を逃し得るようになっている。
【０１６４】
　前記動作機構３５０は、統括制御装置３６の制御下に出力軸３５３を往復動するソレノ
イド３５２と、一端部が動作体３２０の取付軸３３２に連繋されると共に他端部が出力軸
３５３に連繋されるリンクアーム３５４とを備え、ソレノイド３５２の駆動によりリンク
アーム３５４を揺動して動作体３２０を往復動するよう構成されている(図７１または図
７５参照)。ソレノイド３５２は、出力軸３５３を下方へ向けた姿勢で基盤部３０４と装
飾カバー３０８との間に配設され(図８または図８５参照)、左右に離間する取付孔３１０
,３１０の中央部に位置している。また、ソレノイド３５２は、動作体３２０の後側に位
置しており、動作体３２０によって隠されている。ソレノイド３５２は、非通電時に出力
軸３５３が下方へ突出するように図示しないばねで付勢されて(図７７(ａ)参照)、通電時
に出力軸３５３がばねの付勢に抗して上方へ持ち上げられる(図７７(ｂ)参照)。
【０１６５】
　前記動作機構３５０は、出力軸３５３の下端(先端)を挟んで対称な関係で装飾カバー３
０８の後側に配置された一対のリンクアーム３５４,３５４を備えており(図７０参照)、
出力軸３５３から右方に延在する右側のリンクアーム３５４が右下側の取付軸３３２に接
続され、出力軸３５３の左方へ延在する左側のリンクアーム３５４が左下側の取付軸３３
２に接続されている。各リンクアーム３５４は、中間部が装飾カバー３０８の後側に揺動
可能に軸支され、一端部が下側の取付孔３１０から装飾カバー３０８の後側に突出する下
側の取付軸３３２に連結されている。なお、各リンクアーム３５４は、中間部が装飾カバ
ー３０８の下部に軸支され、ユニット本体３０２の下部領域に設けられている。ここで、
ユニット本体３０２は、一対のリンクアーム３５４,３５４の他端部の後側部分に基盤部
３０４が延在する一方、該基盤部３４０のリンクアーム３５４の一端部から中間部にかけ
ての後側部分の下縁が装飾カバー３０８の下縁より上方に位置するように設定され、リン
クアーム３５４の一端部から中間部にかけての後側が開放されている(図７０参照)。
【０１６６】
　一対のリンクアーム３５４,３５４は、出力軸３５３の下側で向かい合う他端部が互い
に連結されて、出力軸３５３の上下動によって互いに同期して揺動するようになっている
。実施例では、一方(右側)のリンクアーム３５４の他端部に接続された出力軸３５３の上
下動に伴って、両リンクアーム３５４,３５４が夫々の装飾カバー３０８への軸支点を中
心として連動して動作するよう構成される。各リンクアーム３５４の他端部には、互いに
対向する周面に複数の凹凸からなる連動ギヤ部３５５が形成されており、一対のリンクア
ーム３５４,３５４が連動ギヤ部３５５を互いに噛み合わせて設置されている。動作機構
３５０は、ソレノイド３５２の出力軸３５３によって右側のリンクアーム３５４の他端部
が下方へ押し下げた状態で保持されることで、連結ギヤ部３５５を介して他端部が連繋す
る左側のリンクアーム３５４の他端部が下方へ押し下げられた状態で保持される(図７７(
ａ)参照)。この際、一対のリンクアーム３５４,３５４の一端部は、上方に持ち上がり、
動作体３２０を上側位置で保持している。動作機構３５０は、ソレノイド３５２の駆動に
よって出力軸３５３により右側のリンクアーム３５４の他端部が上方へ引き上げられるこ
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とで、連結ギヤ部３５５を介して左側のリンクアーム３５４の他端部も上方へ引き上げら
れる(図７７(ｂ)参照)。この際、一対のリンクアーム３５４,３５４の他端部は、下方へ
変位して、動作体３２０を下側位置に変位される。このように、動作体３２０は、ソレノ
イド３５２の通電・非通電の切り替えに応じて上下に往復動される。
【０１６７】
　前記右側のリンクアーム３５４は、装飾カバー３０８の後面に沿って延在する一端部お
よび中間部に対して他端部が前側に偏倚するように屈曲形成されて、他端部が出力軸３５
３の延長線上から外れている。右側のリンクアーム３５４に対応して左側のリンクアーム
３５４についても、他端部が装飾カバー３０８の後面に沿って延在する一端部および中間
部に対して他端部が前側に偏倚するように屈曲形成されている。右側のリンクアーム３５
４は、出力軸３５３の先端に固定されて該出力軸３５３の突出方向と交差する方向に延出
する係止片３５３ａを、他端部の後面に上下に離間して突設された一対の引っ掛け片３５
４ａの間に保持することで出力軸３５３に追随するようになっている(図７５参照)。
【０１６８】
　前記装飾カバー３０８は、両リンクアーム３５４,３５４の他端部の前側に対応する部
位が切り欠かれており、このカバー切欠部３１１に一端部側より前側に延出する他端部が
収容されている(図７２参照)。すなわち、リンクアーム３５４の前側へ突出する他端部を
装飾カバー３０８のカバー切欠部３１１に収容することで、装飾カバー３０８の厚みを有
効利用して、基盤部３０４と装飾カバー３０８との間の前後幅の中にリンクアーム３５４
を収めることができ、ユニット本体３０２の前後寸法をよりコンパクトにできる。
【０１６９】
　各リンクアーム３５４は、中間部に装飾カバー３０８に固定された支軸を保持する軸保
持部３５６(リンクアーム３５４における中間部および一端部の間で後側に突設する部位)
が後側に突出するように形成されて、支軸を比較的長い範囲に亘って保持することで安定
して揺動し得るようになっている。基盤部３０４は、前述した如く軸保持部３５６に対応
する下側部位が切り欠かれており、この基盤切欠部３０５に軸保持部３５６が収容される
ようになっている。このように、リンクアーム３５４の後側へ突出する軸保持部３５６を
基盤部３０４の基盤切欠部３０５に収容することで、基盤部３０４の厚みを有効利用して
基盤部３０４と装飾カバー３０８との間の前後幅の中にリンクアーム３５４を収めること
ができ、ユニット本体３０２の前後寸法をよりコンパクトにできる。ユニット本体３０２
は、基盤部３０４の内側にユニット発光基板３０６が収容されると共に、リンクアーム３
５４の前後への突出部分が装飾カバー３０８および基盤部３０４の厚みを用いて収容され
ているから、前後寸法をコンパクトにできる。
【０１７０】
　前記動作体発光基板３２６に接続する配線の配設構造について説明する。動作体発光基
板３２６には、動作体３２０の後面における上部中央にソケット３２６ｂが設けられ、後
保持板３３０と前枠部３２２との間から後側に臨むソケット３２６ｂの後方に指向する接
続口に配線が接続されている。装飾カバー３０８および基盤部３０４には、ソケット３２
６ｂの後側に位置して、動作体３２０の上下動に伴うソケット３２６ｂの移動範囲に合わ
せて通過口３１２が開設され、この通過口３１２を介して動作体３２０から配線が基盤部
３０４の後側に取り回される。ユニット本体３０２には、基盤部３０４とこの基盤部３０
４の後側に取り付けられるユニット発光基板３０６との間に隙間が設けられており、この
隙間を介して前記配線が基盤部３０４の後側を取り回される。なお、基盤部３０４の後側
には、配線の取り回し経路に複数の配線フック３０４ｂが設けられ(図７３参照)、この配
線フック３０４ｂで配線を保持することで、ユニット発光基板３０６やユニット本体３０
２の取り付け時に配線の噛み込みを防止している。
【０１７１】
　このように、ユニット本体３０２では、ユニット発光基板３０６の前側に発光体３０６
ａが設けられるので、基盤部３０４とユニット発光基板３０６との間に発光体３０６ａを
配設するための隙間ができる。この隙間に配線を収容することで、配線がユニット本体の
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前側または後側に出ず、取り付けや意匠の邪魔にならない。しかも、ユニット本体に設け
られる通過口３１２は、動作体３２０の上下動に伴うソケット３２６ｂの移動範囲に合わ
せて開設されているので、動作体３２０とユニット本体３０２との間を亘る配線への負荷
を軽減できる。
【０１７２】
　前記上部装飾ユニット３００は、動作体３２０が外郭を構成する前枠部３２２の内部の
部品収容空間に、光拡散部材３２８,３２９、動作体発光基板３２６および後保持板３３
０が収容されると共に、動作機構３５０がソレノイド３５２とリンクアーム３５４とから
なる簡易な構成であるので、ユニット本体３０２およびこのユニット本体３０２の前側に
設けられる動作体３２０の夫々に発光基板３０６,３２６を設け、発光演出できるように
構成しても、前後方向の寸法をコンパクトにできる。また、ユニット本体３０２は、上部
可動演出装置２００の上部ベース体２０２および裏ユニット５０の壁部５４前端で支持さ
れて、設置板部５３から前側に離間して配設されている。これにより画成された上部収容
空間５８に、第２上部可動体２２０Ｂを収容することで、表示部４１の外側の同一の辺に
、第２上部可動体２２０Ｂと動作体３２０との２つの可動物を前後に重ねて配置している
から、これらの可動体２２０Ｂ,３２０によって動作演出効果を相乗することができる。
【０１７３】
　前記遊技盤４０では、第２上部可動体２２０Ｂおよび上部装飾ユニット３００が前後に
コンパクトであるので、裏ユニット５０の設置板部５３から板部材４２の表示貫通口４２
ａから臨む板部材４２の前側のスペースに、２つの可動体２２０Ｂ,３２０および発光演
出可能なユニット本体３０２を前後に重ね合せて配設することができる。また、遊技盤４
０では、後側に位置する第２上部可動体２２０Ｂが前側の上部装飾ユニット３００のユニ
ット本体３０２に隠れる構成であるので、第２上部可動体２２０Ｂが隠れた位置から出現
することで、動作の意外性が向上する。従って、遊技盤４０の前後スペースを最大限に活
かして、表示部４１の周りを多重に発光演出および動作演出して、演出効果を向上し得る
。
【０１７４】
　前記上部装飾ユニット３００は、上部可動演出装置２００の上部駆動機構２７０が配設
される上部ベース体２０２を、ユニット本体３０２の固定部として用いているので、ユニ
ット本体３０２を裏ユニット５０の設置板部５３から離して支持するための部材を省略で
きる。また、遊技盤４０は、遊技領域４０ａの上側は、配設される他の部材が少なく、パ
チンコ球の流下にあまり影響を与えないので、上部装飾ユニット３００を表示部４１の上
外側に設けることで、該上部装飾ユニット３００の上下寸法または動作体３２０の動作範
囲を大きくすることができる。しかも、上部装飾ユニット３００は、装飾枠部材１００の
窓口１００ａに臨むが、ユニット本体３０２の装飾カバー３０８に設けられた位置決め孔
３１７に対して装飾枠部材１００の位置決めボス１１２が嵌合して、ユニット本体３０２
と装飾枠部材１００が互いに位置決めされているので、両者がずれなく一体感のある意匠
を構成し得る。
【０１７５】
(下部可動演出装置)
　図７８～図８３に示すように、前記下部可動演出装置(第２の可動演出装置)４００は、
裏ユニット５０の下辺部５３ｄと右辺部５３ｃとが交差する角隅部に設置される下部ベー
ス体(第２のベース体)４０２と、この下部ベース体４０２に往復動作可能に設けられた下
部可動体(第２の可動体)４２０と、この下部可動体４２０を往復動作させる下部駆動機構
(第２の駆動機構)４５０とを備えている。下部可動演出装置４００は、下部可動体４２０
の一端部が表示部４１の外側において下部ベース体４０２に軸支されて、表示部４１の外
側に位置する待機位置と(図７,図１５,図１７または図７８参照)、この待機位置から変位
して表示部４１の前側に位置する動作位置との間で(図１２,図１９または図７９参照)、
下部可動体４２０が下部駆動機構４５０によって揺動されるようになっている。
【０１７６】
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　前記下部可動演出装置４００は、待機位置において下部可動体４２０が裏ユニット５０
の右辺部５３ｃに設けられた右側部発光装置５３０の前側に位置して、装飾枠部材１００
の窓口１００ａを介して前側に臨んでいる(図１,図４または図７参照)。下部可動演出装
置４００は、下部可動体４２０が動作位置において、略四角形の表示部４１の右下角隅部
から対角の左上角隅部に向けて傾斜する姿勢になるよう、表示部４１の前側に変位するよ
うになっている(図１２参照)。下部可動演出装置４００は、下部ベース体４０２を介して
下部可動体４２０および下部駆動機構４５０を一体的に取り扱い可能で、裏ユニット５０
に対して一体的に着脱可能であるユニット構造となっている。
【０１７７】
　前記下部ベース体４０２は、裏ユニット５０の右辺部５３ｃと下辺部５３ｄが交差する
右下角隅部に設置されている。下部ベース体４０２は、前側に開放する箱形状に形成され
た後板体４０４と、この後板体４０４の前側上部を覆う下部ベース上飾り４０８と、この
後板体４０４の前側下部を覆う前板体４１０とを有している(図８１または図８２参照)。
前板体４１０は、後板体４０４の下部縁辺に合わせて後方へ突出する壁を、後板体４０４
の下部縁辺に延在する壁に突き合わせて該後板体４０４にネジ止め固定されている。そし
て、下部ベース体４０２には、後板体４０４と前板体４１０との間に、下部駆動機構４５
０の後述するギヤ部や変換部を収容する空間が画成されている。また、前板体４１０の前
面には、下部ベース体４０２の下側領域を発光演出する発光体４１２ａを前面に備えた下
部ベース発光基板４１２が取り付けられ、下部ベース発光基板４１２の前側に、待機位置
にある下部可動体４２０の右側から下側部位にかけて光透過性を有する下部ベース下飾り
４１４が取り付けられている(図７８参照)。
【０１７８】
　前記下部ベース上飾り４０８は、光を透過し得るよう構成され、待機位置にある下部可
動体４２０の左側部位に発光演出部を構成する第１右下固定発光部５１０が設けられると
共に、下部可動体４２０の後側から右側部位に右側部発光装置６２０の主照明部６２６お
よび囲繞部６２９が設けられている(図７８参照)。また、下部ベース発光基板４１２の前
側には、待機位置にある下部可動体４２０の右側下部に位置して、発光演出部を構成する
第２右下固定発光部６２０が設けられている。各発光部５１０,５２０は、所定方向に長
手が延在する発光カバー５１２,５２２と、この発光カバー５１２,５２２の少なくとも長
手縁を縁取る額縁部５１４,５２４と、発光カバー５１２,５２２の後側に設けられた発光
体４１２ａ,６０２ａとから構成される。
【０１７９】
　前記下部可動体４２０は、表示部４１の外側に位置する一端部と、動作位置において表
示部４１の前側に位置する他端部との離間方向に長手辺が延在する長尺な形状であって、
実施例では刀の如き意匠形状になっている(図７８参照)。下部可動体４２０は、該下部可
動体４２０において動作位置で表示部４１の前側に突出する上側部分の意匠形状をなす本
体部４２２と、この本体部４２２の後側に設けられた下部可動体発光基板４２６と、本体
部４２２の下部前側に取り付けられ、該下部可動体４２０の下側部分の意匠をなす下部意
匠部４２８とを備えている(図８１または図８２参照)。
【０１８０】
　前記本体部４２２は、下部ベース体４０２の前側に配置され、該本体部４２２の後面を
凹ませて下部可動体発光基板４２６が収容される基板収容凹部４２２ａが形成されている
(図８２参照)。本体部４２２は、一方の側縁(実施例では左側縁)から先端にかけて光を透
過し得る半透明に形成される一方、他の部位が光を透過しないように形成されている。実
施例の本体部４２２は、光を透過する光透過部４２２ｂが左側縁から先端にかけて形成さ
れると共に、その他の部位部が光を反射する飾りを施して光を透過しない不透過部４２２
ｃとされている(図７８または図７９参照)。また、下部可動体４２０は、本体部４２２の
下部を光を反射するめっき等の処理が施された下部意匠部４２８で覆うことで、下側部分
が光を透過しないように形成されている。なお、下部可動体発光基板４２６の発光体４２
６ａは、本体部４２２の不透過部４２２ｃの後側に位置して、本体部４２２の左側縁に沿
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って並べて配置されている。
【０１８１】
　前記本体部４２２は、該本体部４２２の下部後面から後方へ突出形成されて、前板体４
１０および下部ベース上飾り４０８を切り欠いて開設された挿通口４１６を介して下部ベ
ース体４０２の内部に臨む連結片部４２３と、この連結片部４２３の後端から左右に延在
するよう形成されて、後側に開放したトレイ状の連結板部４２４とを備えている(図８１
または図８２参照)。連結板部４２４は、下部ベース体４０２の内部に収容されて連結片
部４２３から左方に延出する部位が、後板体４０４と前板体４１０との間に挟まれて、後
板体４０４と前板体４１０との間で固定された支軸４２５で揺動可能に軸支されている。
【０１８２】
　前記下部可動体４２０では、下部可動体発光基板４２６の前面に複数設けられた発光体
４２６ａおよび本体部４２２の光透過部４２２ｂとから発光演出部の一部を構成する可動
発光部４３０が構成されている。可動発光部４３０は、下部可動体発光基板４２６の発光
体４２６ａから照射された光によって光透過部４２２ｂが発光し、下部可動体４２０の動
作位置で表示部４１の前側に位置する本体部４２２の左側縁から先端にかけて延在する発
光領域が形成される。すなわち、下部可動体４２０では、表示部４１の外側に支持された
一端部から前記動作位置で該表示部４１の前側に臨む他端部に向けて長手辺が延在する形
状の本体部４２２に合わせて、該長手辺に沿って可動発光部４３０の発光領域が設けられ
ている。ここで、可動発光部４３０の下部可動体４２０の長手に沿って形成される発光領
域は、下部可動体４２０の動作位置で、表示部４１の左上側に設けられる左上固定発光部
５００の発光領域と同一延在方向に並ぶように形成されている(図１２参照)。なお、左上
固定発光部５００の発光領域は、表示部４１の上縁(外縁)から遊技盤４０の遊技領域４０
ａに向かうにつれて左方に偏倚するよう傾斜する線状に形成されている。そして、遊技盤
４０では、可動発光部４３０の発光と左上固定発光部の発光との組み合わせにより発光演
出を行うよう構成されている。
【０１８３】
　前記下部駆動機構４５０は、下部ベース体４０２における前板体４１０の前面に出力軸
４５３を後側に向けて設置した下部モータ(第２のモータ)４５３と、下部ベース体４０２
の後面を構成する後板体４０４に設けられ、下部モータ４５２に連繋して回転する下部ギ
ヤ部(第２のギヤ部)と、この下部ギヤ部の前側に設けられ、下部ギヤ部の回転を該下部ギ
ヤ部の前側に位置して下部ベース体４０２に支持された下部可動体４２０の往復動作に変
換する下部変換部(第２の変換部)とを備えている(図８１～図８３参照)。下部モータ４５
２は、正逆駆動可能なステッピングモータ等が採用され、下部ベース体４０２における前
板体４１０の右側部中央に後方へ向けて凹設されたモータ設置部４１０ａの前面に、出力
軸４５３を後側に向けて設置されている。また、下部ベース体４０２の内部に臨む出力軸
４５３の先端には、下部ピニオン４５４が固定されている。
【０１８４】
　実施例の下部ギヤ部は、下部ピニオン４５４の左側に位置して後板体４０４に回転可能
に軸支された下部歯車４５６から構成されて、下部歯車４５６が下部ピニオン４５４に噛
み合って下部モータ４５２の駆動により正逆回転される。下部歯車４５６は、回転中心よ
り半径方向外側に偏倚して、前面から突出するように設けられた下部連結軸４５７を備え
ており、この下部連結軸４５７が下部可動体４２０の連結板部４２４の後側に取り付けら
れるリンク板部３６０に形成された下部連結孔３６１に連繋するようになっている。すな
わち、下部駆動機構４５０では、下部歯車４５６の回転につれて回転変位する下部連結軸
４５７とリンク板部４６０の下部連結孔４６１とから下部変換部が構成される。下部連結
軸４５７は、下部歯車４５６の前側に配置されたリンク板部４６０の下部連結孔４６１に
後側から挿入されている。下部連結孔４６１は、短手の幅が下部連結軸４５７の外径に合
わせて設定され、長手の長さが下部歯車４５６の回転に伴う下部連結軸４５７の回転変位
軌跡の半径以上に設定されている。
【０１８５】
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　前記下部駆動機構４５０は、下部歯車４５６の回転により下部連結軸４５７が下部連結
孔４６１の開口縁を押しつつ回転変位することで、下部可動体４２０を下部歯部４５６の
左側に位置する下部ベース体４０２への軸支点を中心に揺動するようになっている(図８
３参照)。ここで、下部駆動機構４５０は、下部可動体４２０の待機位置で下部連結軸４
５７が下部歯車４５６の底部に位置し(図８３(ａ)参照)、下部歯車４５６の反時計回りの
回転に伴い上方へ回転変位する下部連結軸４５７によりリンク板部４６０を押し上げるこ
とで、下部可動体４２０が待機位置から動作位置に傾動される。また、下部駆動機構４５
０は、下部可動体４２０の動作位置で下部連結軸４５７が下部歯車４５６の頂部に位置し
(図８３(ｂ)参照)、下部歯車４５６の時計回りの回転に伴い下方へ回転変位する下部連結
軸４５７によりリンク板部４６０を押し下げることで、下部可動体４２０が動作位置から
待機位置に傾動される。
【０１８６】
　前記下部歯車４５６には、後面から後方へ突出するガイド片４５８が設けられている(
図８３参照)。ガイド片４５８は、下部歯車４５６の後面において、下部連結軸４５７に
対して下部歯車４５６の回転中心を挟んで対称な位置に配置されて、下部歯車４５６の後
側に位置する後板体４０４に開設されたガイド孔４０５(図８１または図８２参照)から突
出している。ガイド孔４０５から突出するガイド片４５８の後端部には、ガイド片４５８
の突出方向と交差する横方向に延出するフランジ(図示せず)が着脱可能に設けられ、この
フランジがガイド孔４０５の開口縁後面に当接するようになっている。ガイド孔４０５は
、下部歯車４５６の回転に伴うガイド片４５８の変位軌跡に合わせて、後板体４０４に円
弧状に延在するよう開設されている。実施例では、後板体４０４の後面がガイド孔４０５
の周囲が凹設されており(図８２参照)、この凹設部分にガイド片４５８のフランジが嵌り
込むようになっている。このように、下部駆動機構４５０は、ガイド孔４０５の開口縁に
フランジが引っ掛かって下部歯車４５６の前方への変位を抑制することができると共に、
後板体４０４の凹設部分によってフランジの変位方向と交差する横方向の移動が規制され
る。従って、下部歯車４５６には、下部連結軸４５７を介して下部可動体４２０の荷重が
かかるが、ガイド片４５８のフランジと後板体４０４との係止関係によってがつたきを抑
制して、下部歯車４５６を安定して回転させることができ、下部可動体４２０を円滑に動
作させることができる。しかも、下部駆動機構４５０は、ガイド片４５８が下部連結軸４
５７と下部歯車４５６の回転中心を挟んで対称な位置に配置されているので、下部連結軸
４５７を介して下部歯車にかかる力とのバランスがとれ、より安定させることができる。
【０１８７】
　前記下部可動演出装置４００では、後板体４０４に設けた下部検知手段４１７(原位置
検知手段)によるリンク板部４６０に設けられた下部検知片４６２の有無の検知に基づい
て下部可動体４２０の位置が判定されるようになっている(図８３(ａ)参照)。なお、下部
検知手段４１７としては、フォトセンサ等の近接スイッチが採用されている。下部検知手
段４１７は、下部歯車４５６の下側に配置され、前後に離間するセンサ部を下部ベース体
４０２の内部に臨ませた状態で後板体４０４に固定されている。下部検知片４６２は、リ
ンク板部４６０において連結板部４２４の軸支点より反対側に離間した端部に設けられ、
下方へ突出する片部が下部検知手段４１７の前後のセンサ部の間を通過するようになって
いる。下部可動演出装置４００は、下部可動体４２０が待機位置にある姿勢で下部検知片
４６２が前後のセンサ部の間に位置するように構成され、前後のセンサ部の間を下部検知
片４６２で塞ぐことで該下部検知片４６２の到来が検知される(図８３(ａ)参照)。そして
、下部可動演出装置４００は、下部歯車４５６の時計回りの回転時に下部検知片４６２を
下部検知手段４１７で検知した際に、直ちにまたは所定のステップ数だけ下部モータ４５
２の駆動を継続してから停止するよう構成され、下部モータ４５２の停止時に下部可動体
４２０が待機位置で停止される。
【０１８８】
　前記下部可動体発光基板４２６に接続する配線の配設構造について説明する。配線は、
下部可動体発光基板４２６の前面下部に設けられたソケット４２６ｂに接続され(図８２
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参照)、該基板４２６と本体部４２２との間を通って、筒状に形成された連結片部４２３
の前側の開口を介して連結片部４２３の内側に入り、連結板部４２４とリンク板部４６０
との間の隙間に取り回される。そして、配線は、リンク板部４６０の軸支部位に近接する
部位に下部歯車から外して開設された通過開口４６０ａ(図８３参照)およびこの通過開口
４６０ａに合わせて後板体４０４に開設された通過開口４０６を介して下部ベース体４０
２の後側に取り回され、裏ユニット５０の下辺部５３ｄに開設された配線開口を介して裏
ユニット５０の後側に取り出され、裏ユニット５０の後面下部に設置された中継基板３９
に接続される。このように、配線は、連結片部４２３の内側および連結板部４２４とリン
ク板部４６０との間の隙間を介して下部歯車４５６から外れた位置に取り回される構成で
あるので、下部歯車４５６や下部ピニオン４５４等や下部変換部または軸支部分と干渉す
ることを回避することができる。
【０１８９】
　前記下部可動体４２０は、動作位置において先端が表示部４１の中央部を越えて延在す
るように形成され、大きく動作させている(図１２参照)。遊技盤４０には、該遊技盤４０
の中央部に略矩形状に形成された表示部４１を挟んで対角に位置するように、上部可動演
出装置２００の上部駆動機構２７０と下部可動演出装置４００の下部駆動機構４５０とが
裏ユニット５０に設置され、上部可動体２２０の動作演出と下部可動体４２０の動作演出
とを組み合わせて行い得るよう構成される。遊技盤４０では、動作位置にある下部可動体
４２０が、動作位置にある第１および第２上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂの装飾体２４０,
２５０で表示部４１の略中央部に形成される意匠体ＤＲの前側に位置するようになってい
る(図１２,図１３または図１９参照)。遊技盤４０では、動作位置にある下部可動体４２
０の長手辺が、各上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂの装飾体２４０,２５０で形成される半円
状の意匠部ＤＨの直線部分に沿って延在するように構成され、下部可動体４２０が第１上
部可動体２２０Ａの意匠部ＤＨと第２上部可動体２２０Ｂの意匠部ＤＨとの合わせ目に重
なるようになっている。
【０１９０】
　前記遊技盤４０では、両上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂが前後方向の同一面に位置して
いるものの、表示部４１の左外角隅部に位置する上部ベース体２０２に軸支されて第１上
部可動体２２０Ａが表示部４１の左外側から表示部４１の前側に動作すると共に、上部ベ
ース体２０２に軸支されて第２上部可動体２２０Ｂが表示部４１の上外側から表示部４１
の前側に動作して、動作位置までの互いの移動経路が重ならないように設定されている。
また、遊技盤４０では、第１および第２上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂが、板部材４２と
裏ユニット５０の設置板部５３との間に収まる厚みで形成されて、両上部可動体２２０Ａ
,２２０Ｂが板部材４２の後面と裏ユニット５０の設置板部５３との間の前後領域を変位
に際して用いている。一方、遊技盤４０では、下部可動体４２０が装飾枠部材１００の窓
口１００ａの内側に設置されて、下部可動体４２０の後面が板部材４２の後面と同一また
は前側になるように配置されている。すなわち、下部可動体４２０は、板部材４２の厚み
分および装飾枠部材１００における庇状部１０６の遊技盤面からの突出分の前後領域を該
下部可動体４２０の変位に際して用いることができる。このように、遊技盤４０では、板
部材４２の後側のスペースだけでなく、板部材４２の厚みおよび遊技盤面から遊技盤４０
の前側を覆うガラス板１４ａまでのスペースを有効利用して、上部可動体２２０および下
部可動体４２０を設置しているので、発光基板２４８,２５８,４２６を夫々内蔵している
上部可動体２２０および下部可動体４２０を、前後にずらして配置することが可能である
。従って、遊技盤４０は、一対の上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂのなす意匠体ＤＲの前側
に下部可動体４２０を重ねることができる(図１３参照)。
【０１９１】
　前記遊技盤４０は、２つの上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂが動作位置で構成する意匠体
ＤＲの前側に、下部可動体４２０が動作位置で位置するので、両上部可動体２２０Ａ,２
２０Ｂおよび下部可動体４２０の動作を組み合わせて複雑な演出動作を行うことができる
。例えば、遊技盤４０は、両上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂが夫々の収容空間５７,５８か
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ら表示部４１に現れると共に、各上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂの互いに離れている３基
の装飾体２４０,２５０,２５０が集合するように変位して、表示部４１の略中央部で意匠
体ＤＲを形成する一方、上部可動体２２０Ａ,２２０Ｂと異なる方向から変位してきた下
部可動体４２０が意匠体ＤＲに重なると同時または重なった後に、両上部可動体２２０Ａ
,２２０Ｂを待機位置に向けて夫々変位させることで、下部可動体４２０の動きにより意
匠体ＤＲが破断されたような動作演出を行うことができる。しかも、各上部可動体２２０
Ａ,２２０Ｂは、待機位置に向けて変位するにつれて集合していた３基の装飾体２４０,２
５０,２５０が互いに離間するように変位するので、前記意匠体ＤＲが更に細かく分解さ
れたの如き動作演出を行うことができる。
【０１９２】
　前記上部および下部可動体２２０,４２０は、対応のベース体２０２,４０２に軸支され
て、この軸支点を中心に揺動する構成であるので、これらの可動体全体を平行移動する場
合と比べて他の部材への干渉が少なく、これらの可動体２２０,４２０を大きく動作させ
ることができる。また、上部および下部可動体２２０,４２０は、待機位置が夫々異なる
と共に、変位軌跡が何れも異なっているものの、動作位置で一体となる動作演出を行って
いるので、動作するこれらの可動体２２０,４２０の動作の結果について興味を引き、遊
技者の興趣を向上できる。
【０１９３】
　前記パチンコ機１０は、動作位置で下部可動体４２０の後側に重なる上部可動体２２０
を動かす上部駆動機構２７０が、上部モータ２７２の出力軸２７３を前側に向けて配置す
ると共に第１のギヤ部を構成する上部回転板２７６の後側に第１の変換部を構成するリン
ク部２３６および上部可動体２２０のアーム２２２を配置したので、上部モータ２７２の
前後寸法を利用して上部可動体２２０を配設することができ、当該上部駆動機構２７０の
配置により上部可動体２２０を無理なく下部可動体４２０より後側に配置できる。これに
対して、動作位置で前側に重なる下部可動体４２０を動かす下部駆動機構４５０は、下部
モータ４５２の出力軸４５３を後側に向けて配置すると共に第２のギヤ部を構成する下部
歯車４５６の前側に第２の変換部を構成するリンク板部４６０および下部可動体４２０を
配置したので、下部モータ４５２の前後寸法を利用して下部可動体４２０を配設すること
ができ、当該下部駆動機構４５０の配置により下部可動体４２０を無理なく上部可動体２
２０の前側に配置できる。よって、上下の可動体２２０,４２０の動作位置での干渉を適
切に防ぐことができる。
【０１９４】
(発光演出部)
　前記遊技盤４０は、該遊技盤４０において表示部４１を囲う部位および表示部４１に亘
って線状の発光領域を形成し得る発光演出部を有している。発光演出部は、遊技盤４０に
対して動作する下部可動体４２０に設けられて該下部可動体４２０と共に変位する可動発
光部４３０と、遊技盤４０側に固定された固定発光部５００,５１０,５２０,５３０,５４
０,５５０,５６０とから基本的に構成されており、可動発光部４３０の発光と固定発光部
５００,５２０,５３０の発光とを組み合わせて、または対になる固定発光部５００,５１
０,５２０,５３０,５４０,５５０,５６０の発光を組み合わせて発光演出を行うようにな
っている(図４参照)。なお、パチンコ機１０では、発光演出部よる発光と表示部４１での
画面表示とを組み合わせて演出を行ってもよい。発光演出部は、可動発光部４３０が、下
部可動体４２０の待機位置で表示部４１の外側に位置し、下部可動体４２０が待機位置か
ら動作することで表示部４１の前側に変位するように構成される(図１２参照)。
【０１９５】
　前記発光演出部は、複数の固定発光部５００,５１０,５２０,５３０,５４０,５５０,５
６０を有しており、可動発光部４３０と対をなす固定発光部５００が少なくとも設けられ
ている。また、発光演出部は、複数の固定発光部５００,５１０,５２０,５３０,５４０,
５５０,５６０が表示部４１を挟んで対になるように配置したり、複数の固定発光部５０
０,５１０,５２０,５３０,５４０,５５０,５６０が発光領域の長手辺の延在ライン(発光
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ライン)が連なるように並べて配置されている。ここで、固定発光部が可動発光部４３０
と「対をなす」とは、下部可動体４２０の動作位置にある可動発光体４３０がなす発光領
域の長手辺の延在ライン(発光ライン)と固定発光部５００の発光ラインとの向きが一致す
ると共に、これらの発光ラインが連なって遊技盤４０を横切る発光ラインを擬似的に形成
する関係をいう。また、固定発光部同士が「対をなす」とは、表示部４１を挟んで配置さ
れた２以上の固定発光部５００,５１０,５２０,５３０,５４０,５５０,５６０の発光ライ
ンの向きが一致すると共に、これらの固定発光部５００,５１０,５２０,５３０,５４０,
５５０,５６０の間を動作位置の可動発光部４３０または表示部４１での画面表示を含め
て遊技盤４０を横切る一連の発光ラインを形成する関係をいう。
【０１９６】
　実施例の発光演出部は、表示部４１の上縁左側(外縁)から斜め左上方に向けて延在する
左上固定発光部５００、この左上固定発光部５００と表示部４１を挟んで配置されて表示
部４１の下縁右側(外縁)から斜め右下方に向けて延在する第１右下固定発光部５１０、こ
の第１右下固定発光部５１０の下端側に連ねて配置された第２右下固定発光部５２０およ
びこの第２右下固定発光部５２０の下端側に連ねて配置された第３右下固定発光部５３０
を、可動発光部４３０または表示部４１での画面表示と組み合わせて発光演出し、これら
の発光部４３０,５００,５１０,５２０,５３０によって遊技盤４０の左上から右下に亘っ
て擬似的に連なる第１発光ラインを構成している(図４参照)。また、発光演出部は、表示
部４１の上縁右側(外縁)から斜め右上方に向けて延在する右上固定発光部５４０、右上固
定発光部５４０と表示部４１を挟んで配置されて表示部４１の下縁左側(外縁)から斜め左
下方に向けて延在する第１左下固定発光部５５０およびこの第１左下固定発光部５５０の
下端側に連ねて配置された第２左下固定発光部５６０を、表示部４１での画面表示と組み
合わせて発光演出し、これらの発光部５４０,５５０,５６０によって遊技盤４０の右上か
ら左下に亘って擬似的に連なる第２発光ラインを構成している(図４または図１５参照)。
また、遊技盤４０には、第１および第２発光ラインが表示部の前側で交差するように、各
組の発光部４３０,５００,５１０,５２０,５３０,５４０,５５０,５６０が配置されてい
る。
【０１９７】
　前記パチンコ機１０は、発光演出部の発光および画面表示との組み合わせにより、第１
および第２発光ラインの両方を形成した「Ｘ」状の発光態様と、第１発光ラインのみを形
成する発光態様と、第２発光ラインのみを形成する発光態様を選択できるようになってい
る。また、第１発光ラインは、発光演出部でのみで形成する基本態様と、発光演出部と表
示部４１での発光ラインを構成する画面表示との組み合わせで形成する別の態様とが選択
できるように構成されている。すなわち、パチンコ機１０では、第１発光ラインの基本態
様において、動作位置にある下部可動体４２０の可動発光部４３０が固定発光部５００,
５１０,５２０,５３０の延在ラインに沿って延在し、可動発光部４３０および固定発光部
５００,５１０,５２０,５３０を発光することで、表示部４１を埋めて１つに連なった第
１発光ラインを構成している。これに対し、遊技盤４０では、第１発光ラインの別の態様
において、表示部４１を挟んで対をなす固定発光部５００,５１０,５２０,５３０の延在
ラインに沿った画面表示を図柄表示装置１３で行うと共に固定発光部５００,５１０,５２
０,５３０を発光することで、表示部で分断された上下の固定発光部５００,５１０の間を
埋めて１つに連なった発光ラインを構成している。更に、パチンコ機１０は、表示部４１
での発光ラインを構成する画面表示の有無を選択することで、固定発光部５００,５１０,
５２０,５３０,５４０,５５０,５６０のみを単独で発光させることも可能である。
【０１９８】
　前記固定発光部５００,５１０,５２０,５３０,５４０,５５０,５６０は、光を透過可能
な発光カバー５０２,５１２,５２２,５３２,５４２,５５２,５６２と、この発光カバー５
０２,５１２,５２２,５３２,５４２,５５２,５６２の周縁を縁取るように設けられる額縁
部５０４,５１４,５２４,５３４,５４４,５５４,５６４とから遊技盤４０の前面に臨むカ
バー部分が構成され、発光カバー５０２,５１２,５２２,５３２,５４２,５５２,５６２の
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後側にＬＥＤ等の発光体を備えている。発光カバー５０２,５１２,５２２,５３２,５４２
,５５２,５６２は、細長く形成された合成樹脂の板材であって、所要の光拡散処理が施さ
れている。実施例の発光カバー５０２,５１２,５２２,５３２,５４２,５５２,５６２では
、光拡散処理として縦目ローレット加工を施した如き凹凸が前面に設けられ、発光カバー
５０２,５１２,５２２,５３２,５４２,５５２,５６２の短手辺に延在する刻み目が発光カ
バー５０２,５１２,５２２,５３２,５４２,５５２,５６２の長手辺に並べて設けられてい
る。また、額縁部５０４,５１４,５２４,５３４,５４４,５５４,５６４は、少なくとも前
側に露出する外面に光を反射し得るめっき等の反射加工が施され、発光カバー５０２,５
１２,５２２,５３２,５４２,５５２,５６２の長手に延在する両縁辺に沿って少なくとも
設けられている。額縁部５０４,５１４,５２４,５３４,５４４,５５４,５６４は、発光カ
バー５０２,５１２,５２２,５３２,５４２,５５２,５６２の後側に位置する発光体の光の
照射によって発光する発光カバー５０２,５１２,５２２,５３２,５４２,５５２,５６２の
発光領域と、固定発光部５００,５１０,５２０,５３０,５４０,５５０,５６０の周りの他
の領域とを区画している。
【０１９９】
　前記第１発光ラインを構成する固定発光部５００,５１０,５２０,５３０について、よ
り具体的に説明する。左上固定発光部５００は、表示部４１の上側に設けられている上部
装飾ユニット３００の前面から装飾枠部材１００の庇状部１０６を跨いで該庇状部１０６
の上側の遊技盤面に亘って設けられている(図４参照)。また、左上固定発光部５００は、
下部可動体４２０における動作位置で表示部４１の前側に臨む他端部が、該動作位置で指
向する側に配置されている(図１２参照)。左上固定発光部５００のカバー部分は、装飾枠
部材１００の窓口１００ａの内側に位置して上部装飾ユニット３００の左側部に設けられ
、表示部４１の上縁から上方へ離間するにつれて左方へ傾斜するよう延在する下ブロック
と、前記窓口１００ａの外側に位置して装飾枠部材１００に設けられ、この下ブロックの
上端に繋がって上方へ向かうにつれて左方へ傾斜するように延長する上ブロックとから構
成される。左上固定発光部５００の発光体３０６ａは、上部装飾ユニット３００のユニッ
ト発光基板３０６に、下ブロックの発光カバー５０２ａおよび上ブロックの発光カバー(
光透過部)５０２ｂの後側に位置して該発光カバー５０２ａ,５０２ｂの長手方向に並んで
設けられている。
【０２００】
　前記左上固定発光部５００の下ブロックは、上部装飾ユニット３００におけるユニット
本体３０２の装飾カバー３０８に設けられ、動作体３２０の左側に配置されている(図７
２参照)。左上固定発光部５００の下ブロックは、発光カバー５０２ａで装飾カバー３０
８に開設された開口を塞ぎ、発光カバー５０２ａの周縁を囲んで額縁部５０４ｂを装飾カ
バー３０８の前面に取り付けて構成されている。上ブロックの発光カバー５０２ｂは、板
部材４２から前方に突出する庇状部１０６およびこの庇状部１０６の上側から板部材４２
の前面に沿って延出する枠飾り１０８に設けられた切り欠き部分に嵌め合わせて、基枠部
１０２と庇状部１０６または枠飾り１０８との間に挟んで保持されている(図３０または
図３３参照)。上ブロックの発光カバー５０２ｂは、装飾枠部材１００の庇状部１０６か
ら枠飾り１０８にかけての前面形状と整合する階段状に形成されて、その前面が庇状部１
０６および枠飾り１０８の一部を構成している(図３２参照)。すなわち、上ブロックの発
光カバー５０２ｂは、枠飾り１０８に整合する上側部位の前面がパチンコ球が転動する遊
技盤面の一部となっている。なお、上ブロックの額縁部５０４ｂは、枠飾り１０８と一体
形成されている。
【０２０１】
　前記左上固定発光部５００は、上ブロックの発光カバー５０２ｂに対応する発光体３０
６ａが、板部材４２の表示貫通口４２ａと装飾枠部材１００の枠延出部１０４との間に画
成される空間部１００ｂおよび表示貫通口に繋げて板部材４２に上ブロックの発光カバー
５０２ｂに合わせて切り欠き形成された発光貫通口４２ｅ(図１４参照)に臨むように配置
されている。そして、左上固定発光部５００では、空間部１００ｂおよび発光貫通口４２
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ｅを介して該空間部１００ｂおよび発光貫通口４２ｅの前側を覆う上ブロックの発光カバ
ー５０２ｂ(発光領域)が発光体３０６ａで照らされるようになっている。このように、空
間部１００ｂを用いて発光体３０６ａを発光カバー５０２ｂに臨ませているので、板部材
４２に表示貫通口４２ａを拡張して形成される発光貫通口４２ｅの大きさを抑えつつ、上
ブロックの発光領域を広くとることができる。また、発光貫通口４２ｅを省略または寸法
を小さく設定し得るので、板部材４２に開設される貫通口の形状を単純化することができ
る。
【０２０２】
　前記第１および第２右下固定発光部５１０,５２０は、下部可動演出装置４００の下部
ベース体４０２の前面に設けられ、装飾枠部材１００の窓口１００ａの内側に配置されて
いる(図７または図７８参照)。第１右下固定発光部５１０は、待機位置にある下部可動体
４２０に対して該下部可動体４２０の動作位置への動作側となる左側に配置され、表示部
４１の下縁右側から下方へ向かうにつれて右方へ傾斜するようにカバー部分が形成されて
いる。第１右下固定発光部５１０は、カバー部分が下部発光装置６００における下部発光
基板の右側部前側を覆い、下部発光基板に発光カバー５１２の後側に対応して配置された
発光体によって額縁部５１４に囲まれた発光カバー５１２が発光されるようになっている
。また、第１右下固定発光部５１０は、カバー部分が下部可動体４２０の後面より後側に
位置するように設置されて、下部可動体４２０が動作位置でカバー部分の前側に重なるよ
う構成されている(図７９参照)。
【０２０３】
　前記第２右下固定発光部５２０は、待機位置にある下部可動体４２０の右下側に配置さ
れ、待機位置にある下部可動体４２０を挟んで第１右下固定発光部５１０と反対側に配置
されている(図７または図７８参照)。第２右下固定発光部５２０は、第１右下固定発光部
５１０の下端の延長線上に隣り合って下方へ向かうにつれて右方へ傾斜するようにカバー
部分が形成されている。第２右下固定発光部５２０は、カバー部分が下部ベース体４０２
の前面に設けられた下部ベース発光基板４１２の前側を覆い、下部ベース発光基板４１２
に発光カバー５１２の後側に対応して配置された発光体４１２ａによって額縁部５１４に
囲われた発光カバー５１２が発光されるようになっている。第２右下固定発光部５２０は
、動作位置にある傾斜姿勢の下部可動体４２０の下端に連なって、カバー部分の発光領域
が下部可動体４２０の長手辺の延長線上に位置するように構成される(図７９参照)。
【０２０４】
　前記第３右下固定発光部５３０は、窓口１００ａの外側に位置して装飾枠部材１００に
設けられ、第２右下固定発光部５２０の下端の延長線上に位置して下方へ向かうにつれて
右方へ傾斜するようにカバー部分が形成されている(図７または図３０参照)。第３右下固
定発光部５３０の発光カバー５３２は、庇状部１０６の下側から板部材４２の前面に沿っ
て延出する枠飾り１０８に設けられた切り欠き部分に嵌め合わせて、基枠部１０２と庇状
部１０６との間に挟んで保持されている(図３３参照)。また、発光カバー５３２は、枠飾
り１０８の前面と整合して枠飾り１０８の一部を構成し、発光カバー５３２の前面がパチ
ンコ球が転動する遊技盤面の一部となっている。なお、第３右下固定発光部５３０の額縁
部５３４は、枠飾り１０８と一体形成されている。更に、第３右下固定発光部５３０は、
板部材４２の後側に延在する第２右下固定発光部５２０の下端部前側に重なるように設け
られている。第３右下固定発光部５３０は、板部材４２の表示貫通口４２ａと装飾枠部材
１００の枠延出部１０４との間に画成される空間部１００ｂおよび表示貫通口４２ａに繋
げて板部材４２に該第３右下固定発光部５３０の発光カバー５３２に合わせて切り欠き形
成された発光貫通口４２ｅに臨む第２右下固定発光部５２０の発光カバー５２２を介して
照射される光によって、該第３右下固定発光部５３０の発光カバー５３２が発光するよう
になっている。すなわち、第３右下固定発光部５３０は、第２右下固定発光部５２０の下
端部を照らす下部ベース発光基板４１２の発光体４１２ａによって発光している。
【０２０５】
　前記第２発光ラインを構成する固定発光部５４０,５５０,５６０について、より具体的



(57) JP 2011-92640 A 2011.5.12

10

20

30

40

50

に説明する。右上固定発光部５４０は、左上固定発光部５００と同様に、表示部４１の上
側に設けられている上部装飾ユニット３００の前面から装飾枠部材１００の庇状部１０６
を跨いで該庇状部１０６の上側の遊技盤面に亘って設けられている(図４参照)。右上固定
発光部５４０のカバー部分は、装飾枠部材１００の窓口１００ａの内側に位置して上部装
飾ユニット３００の中央部より僅かに右側に偏倚して設けられ、表示部４１の上縁から上
方へ離間するにつれて右方へ傾斜するよう延在する下ブロックと、窓口１００ａの外側に
位置して装飾枠部材１００に設けられ、この下ブロックの上端に繋がって上方へ向かうに
つれて右方へ傾斜するように延長する上ブロックとから構成される。右上固定発光部５４
０の発光体３０６ａは、上部装飾ユニット３００のユニット発光基板３０６に、下ブロッ
クの発光カバー５４２ａおよび上ブロックの発光カバー(光透過部)５４２ｂの後側に位置
して該発光カバー５４２ａ,５４２ｂの長手方向に並んで設けられている。
【０２０６】
　前記右上固定発光部５４０の下ブロックは、上部装飾ユニット３００におけるユニット
本体３０２の装飾カバー３０８に設けられ、動作体３２０の右側の凹部に配置されている
(図７２参照)。右上固定発光部５４０の下ブロックは、発光カバー５４２ａで装飾カバー
３０８に開設された開口を塞ぎ、発光カバー５４２ａの周縁を囲んで額縁部５４４ａを装
飾カバー３０８の前面に取り付けて構成されている。上ブロックの発光カバー５４２ｂは
、板部材４２から前方に突出する庇状部１０６およびこの庇状部１０６の上側から板部材
４２の前面に沿って延出する枠飾り１０８に設けられた切り欠き部分に嵌め合わせて、基
枠部１０２と庇状部１０６または枠飾り１０８との間に挟んで保持されている(図３０ま
たは図３３参照)。上ブロックの発光カバー５４２ｂは、装飾枠部材１００の庇状部１０
６から枠飾り１０８にかけての前面形状と整合する階段状に形成されて、庇状部１０６お
よび枠飾り１０８の一部を構成している(図３２参照)。すなわち、上ブロックの発光カバ
ーは、枠飾りに整合する上側部位の前面がパチンコ球が転動する遊技盤面の一部となって
いる。なお、上ブロックの額縁部５４４ｂは、枠飾り１０８と一体形成されている。
【０２０７】
　前記右上固定発光部５４０は、上ブロックの発光カバー５４２ｂに対応する発光体３０
６ａが、板部材４２の表示貫通口４２ａと装飾枠部材１００の枠延出部１０４との間に画
成される空間部１００ｂおよび表示貫通口に繋げて板部材４２に上ブロックの発光カバー
５４２ｂに合わせて切り欠き形成された発光貫通口４２ｅ(図１４参照)に臨むように配置
されている。そして、右上固定発光部５４０では、空間部１００ｂおよび発光貫通口４２
ｅを介して該空間部１００ｂおよび発光貫通口４２ｅの前側を覆う上ブロックの発光カバ
ー５４２ｂ(発光領域)が発光体３０６ａで照らされるようになっている。このように、空
間部１００ｂを用いて発光体３０６ａを発光カバー５４２ｂに臨ませているので、板部材
４２に表示貫通口４２ａを拡張して形成される発光貫通口４２ｅの大きさを抑えつつ、上
ブロックの発光領域を広くとることができる。また、発光貫通口４２ｅを省略または寸法
を小さく設定し得るので、板部材４２に開設される貫通口の形状を単純化することができ
る。
【０２０８】
　前記第１左下固定発光部５５０は、装飾枠部材１００の窓口１００ａの内側に位置して
下部発光装置６００の前側に設けられ、表示部４１の下縁左側から下方へ向かうにつれて
左方へ傾斜するようにカバー部分が形成されている(図１５参照)。第１左下固定発光部５
５０は、カバー部分が下部発光装置６００における下部発光基板６０２の前側を覆い、下
部発光基板６０２に発光カバー５５２の後側に対応して配置された発光体６０２ａによっ
て額縁部５４４に囲われた発光カバー５５２を発光するようになっている。
【０２０９】
　前記第２左下固定発光部５６０は、遊技領域４０ａの左下部に設置される下部飾り部材
６６に設けられている(図４参照)。第２左下固定発光部５６０は、第１左下固定発光部５
５０の下端の延長線上に位置して下方へ向かうにつれて左方へ傾斜するようにカバー部分
が形成されている。下部飾り部材６６は、板部材４２の左下部に開設された飾り貫通口４



(58) JP 2011-92640 A 2011.5.12

10

20

30

40

50

２ｃに嵌め合わせて設置され、普通入賞装置６４の普通入賞口６４ａが遊技領域に臨ませ
て設けられると共に、この下部飾り部材６６を発光させる下部飾り発光基板(図示せず)が
後側に設けられている。第２左下固定発光部５６０は、下部飾り部材６６に開設された切
り欠き部分にカバー部分を嵌め合わせて固定され、カバー部分が、下部飾り部材６６の前
面形状と整合して該下部飾り部材６６の前面の一部を構成している。すなわち、第２左下
固定発光部５６０のカバー部分は、前面がパチンコ球が転動する遊技盤面の一部となって
いる。第２左下固定発光部５６０は、カバー部分が下部飾り発光基板の前側を覆い、下部
飾り発光基板に発光カバー６６２の後側に対応して配置された発光体(図示せず)によって
額縁部５６４に囲われた発光カバー５６２を発光するようになっている。
【０２１０】
　前記パチンコ機１０では、所定の条件を満たすことで下部可動体４２０が待機位置から
動作位置に変位された際に、可動発光部４３０の発光に合わせて、左上固定発光部５００
、第２および第３右下固定発光部５２０,５３０を発光することで、遊技領域４０ａの右
上から左下に亘る第１発光ラインが形成される。すなわち、表示部４１の外側に位置する
固定発光部５００,５２０,５３０と下部可動体４２０に設けられた可動発光部４３０とに
よって遊技盤面に長く延在する第１発光ラインを形成することができ、第１発光ラインに
よる演出の迫力を増すことができる。そして、可動発光部４３０が下部可動体４２０に形
成されているので、全体として立体感があり、下部可動体４２０の動作演出と相まって発
光演出の興趣を向上し得る。また、遊技領域４０ａと表示部４１とを区画する装飾枠部材
１００も発光カバー５０２ｂ,５４２ｂを設けて固定発光部５００,５４０の発光領域とし
て用いているので、固定発光部５００,５４０についても立体感を増すことができる。こ
のように、発光演出部によれば、下部可動体４２０の動作演出と合わせて、発光部４３０
,５００,５１０,５２０,５３０,５４０,５５０,５６０による発光演出を効果的に行い得
る。
【０２１１】
　前記可動発光部４３０は、表示部４１の外側に軸支される一端部から表示部４１の前側
に位置する他端部に向けて延在する下部可動体４２０の長手辺に沿って発光領域が形成さ
れている。可動発光部４３０は、発光領域を下部可動体４２０の長手に形成することで、
長く設定することが可能であり、下部可動体４２０の動作位置において、発光領域が固定
発光部５００,５２０,５３０の発光領域と同一延在方向に並んだ際に、発光領域の延在方
向と下部可動体４２０の姿勢とが合致するので、下部可動体４２０の形状と発光演出の親
和性により発光演出効果を向上できる。また、発光演出部は、下部可動体４２０の他端部
が動作位置で指向する側に左上固定発光部５００が設けられているので、下部可動体４２
０の一番動きが大きくて目を惹く他端部とこの他端部が指向する部位にある左上固定発光
部５００とで第１発光ラインを形成して、発光演出効果を向上できる。
【０２１２】
(下部発光装置)
　前記下部発光装置(発光装置)６００は、裏ユニット５０の下辺部５３ｄに設置されて、
表示部４１の下辺に左右に亘って延在している(図１５参照または図１７参照)。下部発光
装置６００は、装飾枠部材１００における窓口１００ａの下部に取り付けられるステージ
１２０およびカバー部材１７０の後側に窓口１００ａの内側に位置して配置されて、透明
なステージ１２０およびカバー部材１７０を介して前側から視認可能になっている。下部
発光装置６００は、ステージ１２０における第１ルート１２５の後側に位置する中央部に
設けられる中央光装飾部６００ａと、この中央光装飾部６００ａを挟んで左右の両側に設
けられる横光装飾部６００ｂ,６００ｂと、発光演出部の一部を構成する第１左下固定発
光部５５０とを備え、大きく分けて３つの発光区画を有している。
【０２１３】
　前記下部発光装置６００は、裏ユニット５０の下辺部５３ｄ前面に取り付けられる下部
発光基板(発光基板)６０２を備え、ＬＥＤ等の発光体６０２ａが下部発光基板６０２の前
面に複数設けられている(図２７参照)。下部発光装置６００では、中央光装飾部６００ａ
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、横光装飾部６００ｂおよび第１左下固定発光部５５０の夫々に対応する発光体６０２ａ
が１つの下部発光基板６０２に配設されている。下部発光基板６０２は、裏ユニット５０
の下辺部５３ｄに合わせて横長に形成されており、各発光体６０２ａを独立して発光し得
るようになっている。なお、下部発光基板６０２には、右側部に位置して、発光演出部の
一部を構成する第１右下固定発光部５１０の下部ベース体４０２に設けられるカバー部分
に対応する発光体６０２ａも設けられている。
【０２１４】
　前記中央光装飾部６００ａは、下部発光基板６０２の中央部に配設された一群の発光体
６０２ａ(特に区別する場合は中央発光体群という。)と、この中央発光体群の発光体６０
２ａの前側に設けられたミラー部材６０４と、このミラー部材６０４の前側に設けられた
ハーフミラー部材６０６とから基本的に構成される(図２７参照)。横光装飾部６００ｂは
、中央発光体群を挟んで左右に配設された一群の発光体６０２ａ(特に区別する場合は横
発光体群という。)と、ミラー部材６０４およびハーフミラー部材６０６で覆われる中央
部を挟んで左右に配設された横覆部材６０８とから基本的に構成される。横覆部材６０８
は、光透過可能で、かつ光拡散処理が施された合成樹脂部材であって、下部発光基板６０
２から離間して延在する前面が、横発光体群からの光の照射により発光するように構成さ
れる。下部発光装置６００には、左右の横覆部材６０８,６０８の上縁を縁取ると共に、
ハーフミラー部材６０６の外縁を縁取るように形成された縁取部材６１０が、左右の横覆
部材およびハーフミラー部材６０６の前側に取り付けられている(図１７参照)。
【０２１５】
　前記第１左下固定発光部５５０は、左側に設置される横覆部材６０８に開設された開口
を囲んで該横覆部材６０８に配設される額縁部５４４と、該開口に合わせて額縁部６４２
ｂに形成された開口に嵌め合わせて取り付けられた発光カバー５４２と、この発光カバー
５４２の後側に位置する発光体６０２ａとから構成される。ここで、第１左下固定発光部
５５０は、中央光装飾部６００ａの左隣に配置されて、上から下に向かうについれて左側
に偏倚するように発光カバー５４２の長手が延在している。第１左下固定発光部５４０は
、対応する発光体６０２ａによる光の照射で発光する発光カバー５４２によって、額縁部
５４４で下部発光装置６００の発光領域と区画して上から下に向かうについれて左側に偏
倚するように傾斜する発光ラインの一部が構成される。
【０２１６】
　前記中央光装飾部６００ａについて具体的に説明する。中央光装飾部６００ａを構成す
る中央発光体群は、下部発光基板６０２における左右方向の中央部に位置する１つの発光
体６０２ａ(別の発光体)を中心として、複数の発光体６０２ａが環状に並べて配置されて
いる(図２３または図２７参照)。なお、中央部の発光体６０２ａは省略可能である。
【０２１７】
　前記ミラー部材６０４は、略円形の板状体であって、外周縁が前方に突出するように形
成されている。ミラー部材６０４は、中央発光体群の発光体６０２ａの夫々に合わせて前
後方向に貫通するよう開設された発光体開口６０４ａと(図２３参照)、後面に各発光体開
口６０４ａを囲んで後方に突出形成された包囲片６０５(図８参照)とを有している。すな
わち、ミラー部材６０４では、中央部に設けられた発光体開口６０４ａを中心に、複数の
発光体開口６０４ａが環状に並ぶように設けられている。また、ミラー部材６０４は、環
状に並ぶ発光体開口６０４ａの内側に位置する前面に、中央に向かうにつれて凸状に隆起
したミラー凸部(凸部)６０４ｂが形成されており、前面におけるミラー凸部６０４ｂ以外
の部位が平坦に形成されている(図２７参照)。なお、ミラー凸部６０４ｂは、外周縁が環
状に並ぶ発光体開口６０４ａに接するように形成されている。ミラー部材６０４には、ミ
ラー凸部６０４ｂを含む前面、包囲片６０５および発光体開口６０４ａの内面に鏡面処理
が少なくとも施され、実施例では、外表面全体に金属メッキにより光を反射可能な鏡面が
形成されている。ミラー部材６０４は、縁取部材６１０に後側から取り付けられ、縁取部
材６１０を裏ユニット５０に固定することで、各包囲片６０５で対応の発光体６０２ａを
囲んだ状態で包囲片６０５の後端を下部発光基板６０２に向き合わせて設置されるように
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なっている。そして、中央光装飾部６００ａは、包囲片６０５の内側に収容された発光体
６０２ａが発光体開口６０４ａに臨み、発光体開口６０４ａを介して発光体６０２ａから
前側へ光を照射し得るよう構成される。
【０２１８】
　前記ハーフミラー部材６０６は、ミラー部材６０４に合わせて形成された略円形の薄い
シートである(図２７参照)。ハーフミラー部材６０６は、ミラー部材６０４の前側に該ミ
ラー部材６０４の前面から離間して設けられ、発光体６０２ａから照射した光の一部を反
射すると共に残りを透過することが可能に構成されている。また、ハーフミラー部材６０
６は、前側から入射する光の透過を規制するように形成されており、実施例のハーフミラ
ー部材６０６は、発光体６０２ａの未点灯の状態で鏡の如く光を反射している。中央光装
飾部６００ａでは、ミラー部材６０４とハーフミラー部材６０６との間に、透明な合成樹
脂板からなるミラー保持部材６１２が配設されて、ミラー保持部材６１２によってシート
状のハーフミラー部材６０６を後から保持している。中央光装飾部６００ａは、ミラー部
材６０４の外周縁前端にミラー保持部材６１２を当接させると共に、ミラー保持部材６１
２と縁取部材６１０との間に、ハーフミラー部材６０６およびハーフミラー部材６０６の
前側に設けられるリング状の環状片６１４を挟んでミラー部材６０４側からネジ止め固定
される。そして、中央光装飾部６００ａは、ハーフミラー部材６０６の外周を環状に縁取
る縁取部材６１０によってミラー保持部材６１２との間でハーフミラー部材６０６の外周
縁が保持されて、ミラー部材６０４の前側に突出する外周縁に保持されたミラー保持部材
６１２によってハーフミラー部材６０６がミラー部材６０４の前面から離間して配置され
る(図８参照)。
【０２１９】
　前記ハーフミラー部材６０６には、中央発光体群の中央に位置する発光体６０２ａに対
応する中央部位にハーフミラー開口６０６ａが開設されている(図２７参照)。また、ミラ
ー保持部材６１２には、中央発光体群の中央に位置する発光体６０２ａに対応する中央部
位に、前側に隆起するように形成されて光拡散処理が施された光拡散突起(光拡散部)６１
２ａが設けられている。光拡散突起６１２ａは、ミラー保持部材６１２の前側に設置され
るハーフミラー部材６０６のハーフミラー開口６０６ａに収容されて、該ハーフミラー開
口６０６ａを塞いて中央光装飾部６００ａの前面(意匠面)を構成している。
【０２２０】
　前記中央光装飾部６００ａは、中央発光体群における環状配置した発光体６０２ａから
光を照射すると、前側に延在するハーフミラー部材６０６により一部が反射されて、該ハ
ーフミラー部材６０６を透過した光が点状に視認される。また、ハーフミラー部材６０６
により反射された光は、ミラー部材６０４の鏡面処理が施された前面に反射して、ハーフ
ミラー部材６０４に入射し、ハーフミラー部材６０６により一部が反射される一方、該ハ
ーフミラー部材６０６を透過した光が点状に視認される。すなわち、ミラー部材６０４と
ハーフミラー部材６０６との間で発光体の光が反射し、ハーフミラー部材６０６やミラー
部材６０４で光の反射角度が変わることで、ハーフミラー部材６０６(中央光装飾部６０
０ａの前面)に現れる光の位置がずれる。従って、中央光装飾部６００ａでは、ハーフミ
ラー部材６０６とミラー部材６０４との合わせ鏡作用によって、環状配置した発光体６０
２ａを点灯した際に、発光体６０２ａの配設数以上の発光源が連なって存在しているよう
に視認させることができる。このように、中央光装飾部６００ａは、１つの発光体６０２
ａに対応して１箇所が点状に発光したり、発光体６０２ａの前側のカバー全体が面状に発
光する態様ではなく、数少ない発光体６０２ａで多くの点状の発光箇所を作り出すことが
でき、またこれらの発光箇所が関連性をもって配置される非常に特異な発光態様であるの
で、発光演出効果が高い。
【０２２１】
　前記中央光装飾部６００ａは、発光体６０２ａを環状に並べて配置すると共に、ミラー
部材６０４において発光体６０２ａがなす環の内側にミラー凸部６０４ｂを設けることで
、環状配置した発光体６０２ａを発光した際に、ミラー凸部６０４ｂの傾斜面で反射した
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光がハーフミラー部材６０６において同心円状に並ぶように視認でき、発光演出効果をよ
り向上できる。ここで、ミラー凸部６０４ｂの外周縁を発光体開口６０４ａに接するよう
に形成してあるので、環状配置した発光体６０２ａの内側に視認される光を増強できる。
しかも、中央光装飾部６００ａは、環状配置した発光体６０２ａの中央にミラー部材６０
４およびハーフミラー部材６０６の開口６０４ａ,６０６ａを介して光拡散突起６１２ａ
を直接照らす発光体６０２ａを備えているので、環状に並んだ周りの広がりおよび連なり
を持った発光と相まって発光演出効果を向上し得る。中央光装飾部６００ａは、ミラー部
材６０４の後側に発光体６０２ａが配置されているが、包囲片６０５で発光体６０２ａを
囲い、包囲片６０５の内側に施した鏡面処理によって発光体６０２ａの光を案内できるの
で、ミラー部材６０４の後側での光の拡散を防止できる。すなわち、ハーフミラー部材６
０６に現れる点状の光を強調することができる。
【０２２２】
　前記中央光装飾部６００ａは、仮にハーフミラー部材６０６の前側から強い光が入射し
て、ミラー部材６０４およびハーフミラー部材６０６の間で反射しても、下部発光基板６
０２がミラー部材６０４の後側に設けられ、各発光体６０２ａがミラー部材６０４の前面
より後側に位置しているので、発光体６０４ａ自体が前から入射した光によって照らされ
難く、非発光状態で発光体６０２ａを前側から視認し難くすることができる。すなわち、
下部発光装置６００は、中央光装飾部６００ａで効果的な発光演出を行い得ると共に、該
中央光装飾部６００ａの発光体６０２ａの非発光時においても発光体６０２ａが見え難い
ので静的な装飾性も高くすることができる。
【０２２３】
(右側部発光装置)
　前記遊技盤４０は、表示部４１の右側部に右側部発光装置６２０を備え、表示部４１の
右側の領域を発光演出し得るようになっている(図４または図１５参照)。右側部発光装置
６２０は、裏ユニット５０の右辺部５３ｃに配設され、装飾枠部材１００の窓口１００ａ
の内側に臨んでいる。遊技盤４０では、裏ユニット５０の右下角隅部に下部ベース体４０
２が設置された下部可動演出装置４００の上側に右側部発光装置６２０が配置され、下部
可動演出装置４００の下部可動体４２０が待機位置で右側部発光装置６２０の前側に重な
るようになっている(図７または図１７参照)。
【０２２４】
　前記右側部発光装置６２０は、前面に発光体６２２ａを複数備えた右側部発光基板６２
２と、この右側部発光基板６２２の前側に設けられた側部装飾カバー６２４と、この側部
装飾カバー６２４に少なくとも設けられ、該右側部発光装置６２０が設置される表示部４
１の縁辺に沿う方向(実施例では上下方向)に離間して配置された複数の主照明部６２６と
、隣り合う照明部６２６の間に少なくとも設けられた区分部６３０とを備えている(図２
６参照)。実施例では、主照明部６２６が下部可動演出装置４００の下部ベース体４０２
の上部に設置された下部ベース上飾り４１４に設けられ、下部ベース上飾り４１４の上部
右側に設けた１つの主照明部６２６と、側部装飾カバー６２４に設けた２つの主照明部６
２６,６２６とが上下に並んでいる(図２１参照)。右側部発光装置６２０は、上下に並ぶ
３つの主照明部６２６を表示部４１から離間する側(右側)に偏倚して配置し、表示部４１
の右縁辺に沿って延在する待機位置にある下部可動体４２０から外れた位置に、主照明部
６２６が設けられている(図１７参照)。すなわち、複数の主照明部６２６は、下部可動体
４２０の位置にかかわらず、前側から視認可能になっている。
【０２２５】
　前記右側部発光基板６２２は、裏ユニット５０の右辺部５３ｃの前面に取り付けられて
おり、該右辺部５３ｃにおける略中央部から下部(下部可動演出装置４００の下部ベース
体４０２の上側)にかけての領域を覆っている。ここで、裏ユニット５０には、設置板部
５３の右側部が後方へ向けて凹ませて装置支持部５２ｂが形成されており、図柄表示装置
１３が、後方へ突出した装置支持部５２ｂの内側面(左側面)により右側面を位置規制され
た状態で設置板部５３の後面に取り付けられている(図５参照)。右側部発光基板６２２は
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、装置支持部５２ｂの前側に開放した開口の前側を覆うように取り付けられ、右側部発光
基板６２２と装置支持部５２ｂとの間に配線配設用空間６１８を画成している(図１０、
図１１または図２５参照)。右側部発光基板６２２は、配線配設用空間６１８に臨ませて
後面にソケット６２２ｂが設けられており、該ソケット６２２ｂに接続した配線が配線配
設用空間６１８を介して下方へ取り回され、裏ユニット５０の下部に設置された中継基板
３９に接続される。なお、配線配設用空間６１８には、上部装飾ユニット３００のソレノ
イド３５２や発光基板３０６,３２６に接続する配線、上部発光装置６４０の上部発光基
板６４２に接続する配線が収容されている。
【０２２６】
　前記右側部装飾カバー６２４は、光を透過し得る合成樹脂部材であって、実施例は半透
明に形成されている。右側部装飾カバー６２４は、上段の主照明部６２６を囲う部位と中
段の主照明部６２６を囲う部位とが分割して構成されている(図２６参照)。また、実施例
の右側部装飾カバー６２４の上側部分は、右側部発光装置６２０の上側に設けられる上部
発光装置６４０の前面を構成する上部光透過カバー６４４と一体形成されている。
【０２２７】
　前記主照明部６２６は、右側部発光基板６２２の前側に設けられている(図１０,図１１
または図８７参照)。主照明部６２６は、右側部装飾カバー６２４または下部ベース上飾
り４０８に開設された開口を覆うように設けられ、光拡散処理が施された透光シート６２
６ａと、この透光シート６２６ａの前側を覆って設けられ、主照明部６２６の前面を構成
する被覆部６２６ｂとから構成され、開口に合わせて右側部発光基板６２２に設置された
発光体６２２ａにより発光するようになっている(図２６参照)。実施例の被覆部６２６ｂ
は、前側に凸となる円形のドーム形状に形成された透明な部材であって、所要の模様が施
されている。
【０２２８】
　前記区分部６３０は、右側部装飾カバー６２４の前面に取り付けられる縁飾り部材６２
８に設けられている(図２６参照)。縁飾り部材６２８は、右側部装飾カバー６２４に設け
られる主照明部６２６の外周を囲む囲繞部６２８ａと、前記区分部６３０とが一体形成さ
れている。縁飾り部材６２８は、右側部装飾カバー６２４に取り付けた際に、前後に重ね
合せた被覆部６２６ｂおよび透光シート６２６ａの外周縁を、囲繞部６２８ａによって右
側部装飾カバー６２４に開設された開口の開口縁との間に挟んで保持するよう構成されて
いる。縁飾り部材６２８には、光を透過しないように構成される一方、光を反射し得る反
射処理が全表面に亘って施されている。なお、下部ベース上飾り４０８に設けられた主照
明部６２６の外周にも、リング状の囲繞部６２９が取り付けられ、前後に重ね合せた被覆
部６２６ｂおよび透光シート６２６ａの外周縁を、囲繞部６２９によって下部ベース上飾
り４０８に開設された開口の開口縁との間に挟んで保持している。
【０２２９】
　前記区分部６３０は、隣り合う上段の主照明部６２６および中段の主照明部６２６の間
と、隣り合う中段の主照明部６２６および下段の主照明部６２６の間との夫々に設けられ
ると共に、上段の主照明部６２６の上側に設けられている(図１９参照)。各区分部６３０
は、主照明部６２６と右側部発光基板６２２との間に延在し、前後に連通する環状に連設
される区分壁部６３１と、この区分壁部６３１の前側を覆うと共に、該区分壁部６３１の
前端との間に主照明部６２６に臨む発光隙間Ｓをあけて設けられる飾り部６３２とを有し
ている(図１０,図１１または図８７参照)。区分壁部６３１は、後端が右側部発光基板６
２２の発光体６２２ａの前面と同一または僅かに前側に位置し、前端部が主照明部６２６
の外周を囲う囲繞部６２８ａに繋がるように形成されている。区分壁部６３１は、環状に
連続するように形成されて、内側に前後に連通する光案内空間６３１ａが画成されている
。なお、実施例の区分壁部６３１は、その輪郭が表示部４１から離間するにつれて拡開す
る略三角形状に延在するよう形成されている。
【０２３０】
　前記飾り部６３２は、外形が区分壁部６３１の輪郭に合わせて略三角形状で形成される
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と共に、頂部のなす稜線が複数の主照明部６２６の並び方向(上下方向)と交差する遊技盤
面に沿う横方向(左右方向)に延在する山形の立体形状に形成されている(図１９参照)。ま
た、飾り部６３２は、区分壁部６３１で画成される光案内空間６３１ａの前部開口に、上
側(一方)の傾斜面を臨ませて配置されている。上側の傾斜面には、光を透過し得る副照明
部６３３が設けられている。実施例の飾り部６３２は、上側の傾斜面が輪郭部分を除いて
開口するよう形成され、飾り部の後側に山形の透過片６３３ａを嵌め合わせて前記開口を
塞ぐことで、副照明部６３３が構成されている(図２６参照)。
【０２３１】
　前記区分部６３０は、少なくとも下側に位置する主照明部６２６に臨むように開口する
発光隙間Ｓを、区分壁部６３１における下辺を形成する部位と飾り部６３２の下側の傾斜
面の傾斜下端と間に有している。実施例では、下段の区分部６３０のみが、区分壁部６３
１における上辺を形成する部位と飾り部６３２の上側の傾斜面の傾斜下端との間が離間す
るように構成され(図１０または図８７参照)、下段の区分部６３０は、上側に位置する主
照明部６２６に臨むように開口する発光隙間Ｓを有している。区分部６３０は、少なくと
も発光用空間６３１ａを画成する区分壁部６３１の内面および飾り部６３２の光案内空間
６３１ａの前部開口に面する内面に対し、光を反射し得るめっき等の光反射処理が施され
、実施例では、区分部６３０の表面全体に光反射処理が施されている。
【０２３２】
　前記右側部発光基板６２２は、主照明部６２６の後側に設置された発光体６２２ａと、
区分部６３０における区分壁部６３１で囲われる部位(光案内空間６３１ａの後部開口)の
後側に設置された発光体６２２ａと、右側部装飾カバー６２４の後側に設置された発光体
６２２ａとを備えており、これらの対応部位毎に発光体６２２ａを独立して点滅可能に構
成されている。なお、主照明部６２６に対応する部位には、主照明部６２６の中心に位置
する発光体６２２ａを中心に、複数の発光体６２２ａが円形配列されている。すなわち、
右側部発光装置６２０は、主照明部６２６に対応する発光体群を点灯することで主照明部
６２６を発光し、右側部装飾カバー６２４に対応する発光体群を点灯することで右側部装
飾カバー６２４を発光させることができる。また、右側部発光装置６２０は、区分壁部６
３１で囲われる部位に対応する発光体６２２ａの発光によって、区分壁部６３１の内面お
よび飾り部６３２の内面に設けられた反射面を介して発光隙間Ｓから主照明部６２６を照
らすよう構成されている。これと同時に、右側部発光装置６２０は、区分壁部６３１で囲
われる部位に対応する発光体６２２ａの発光によって、上側の傾斜面を構成する副照明部
６３３が発光されるようになっている。
【０２３３】
　前記右側部発光装置６２０は、主照明部６２６が後側に位置する発光体６２２ａによっ
て発光するだけでなく、隣り合う主照明部６２６,６２６の間に設けられた区分部６３０
に対応した発光体６２２ａの発光によっても主照明部６２６に臨む発光隙間Ｓを介して主
照明部６２６を照らすことができる。すなわち、主照明部６２６は、該主照明部６２６自
体が発光する直接発光と、発光隙間Ｓを介する間接的な発光態様との２種類の発光演出が
可能であるから、発光演出の幅が広がり、効果的な発光演出を行うことができる。ここで
、区分部６３０は、主照明部６２６に対応する発光体群からの光の照射に際して、隣り合
う主照明部６２６の間を仕切る壁として機能するので、隣りの主照明部６２６に対応する
発光体群から照射した光が異なる主照明部６２６に入射することを回避でき、主照明部６
２６毎に独立して明輝させることができる。また、右側部発光装置６２０は、区分壁部６
３１および飾り部６３２の内面に光反射加工が施されて該内面が反射面として機能すると
共に、飾り部６３２の山形状によって区分壁部６３１に囲まれた発光体６２２ａから照射
した光を反射・拡散し得る。すなわち、発光隙間Ｓを介して主照明部６２６を適切に照明
することができ、より効果的に発光演出することができる。しかも、飾り部６３２に副照
明部６３３が設けられているので、発光隙間Ｓを介する主照明部６２６の間接照明と合わ
せて副照明部６３３の発光を組み合わせることで、更に複雑な発光演出を行うことができ
る。
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【０２３４】
(上部発光装置)
　前記遊技盤４０には、表示部４１の上部右側に上部発光装置６４０を備え、上部可動演
出装置２００の第２上部可動体２２０Ｂが待機位置で収容される表示部４１の上部右側の
領域を発光演出し得るようになっている(図２２参照)。上部発光装置６４０は、裏ユニッ
ト５０の上辺部５３ａと右辺部５３ｃとから交わる右上角隅部に配設され、大部分が上部
装飾ユニット３００のユニット本体３０２、板部材４２および装飾枠部材１００によって
隠れている(図４参照)。遊技盤４０では、裏ユニット５０の左上角隅部に上部ベース体２
０２が設置された上部可動演出装置２００の右側に上部発光装置６４０が配置され、第２
上部可動体２２０Ｂが待機位置で上部発光装置６４０の前側に重なるようになっている(
図１７参照)。
【０２３５】
　前記上部発光装置６４０は、裏ユニット５０に取り付けられ、発光体６４２ａを複数備
えた上部発光基板６４２と、右側部装飾カバー６２４と一体形成され、上部発光装置６４
０の前面を構成する上部光透過カバー(光透過カバー)６４４と、この光透過カバー６４４
と裏ユニット５０との間に設けられ、発光体６４２ａから照射した光を反射する板状の反
照部材６４６とを備えている(図２６参照)。上部光透過カバー６４４は、裏ユニット５０
の上辺部５３ａと上部装飾ユニット３００との間の上部収容空間５８に待機位置で収容さ
れる第２上部可動体２２０Ｂの後側に対応する第１面部６４４ａと、この第１面部６４４
ａに連続して形成され、待機位置の第２上部可動体２２０Ｂから外れた位置から裏ユニッ
ト５０の右側部(側部)に向かうにつれて前側に延出する第２面部６４４ｂとを備えている
(図１９参照)。上部光透過カバー６４４は、光を透過し得る合成樹脂部材であって、実施
例は半透明に形成されている。
【０２３６】
　前記上部光透過カバー６４４は、第１面部６４４ａが裏ユニット５０の設置板部５３の
前面に沿わせて形成されて、第１面部６４４ａの右側に繋がって第２面部６４４ｂが設け
られている。すなわち、上部光透過カバー６４４は、第１面部６４４ａが裏ユニット５０
の設置板部５３から反照部材６４６の板厚分または板厚分より僅かに大きく離間して配置
され、待機位置にある第２上部可動体２２０Ｂと裏ユニット５０の設置板部５３との間の
狭いスペースを覆うようになっている。また、上部光透過カバー６４４は、第２面部６４
４ｂが左から右に向かうにつれて(表示部４１から離間するにつれて)裏ユニット５０の後
面から離間するように隆起するよう形成されて、第２面部６４４ｂが第１面部６４４ａ側
を傾斜下端として傾斜している。更に、上部光透過カバー６４４は、第２面部６４４ｂの
右端部に連設して設置板部５３と平行に右方へ延在する第３面部６４４ｃを有している。
なお、上部光透過カバー６４４における第２面部６４４ｂの傾斜上端は、右側部装飾カバ
ー６２４の前面とおおよそ揃っている。
【０２３７】
　前記上部発光基板６４２は、第２面部６４４ｂの右縁部に位置して、裏ユニット５０の
右側部に遊技盤面と交差する立てた姿勢で設置されている(図２４参照)。上部発光基板６
４２は、裏ユニット５０の右側の壁部５４の内面に沿わせて取り付けられ、第２面部６４
４ｂと裏ユニット５０の設置板部５３との間に臨む板面に複数の発光体６４２ａが設けら
れている。上部発光基板６４２は、裏ユニット５０の右側の壁部５４内面に突設された位
置決め片５４ｂに、該上部発光基板６４２に設けた切り欠き部分を嵌め合わせて上下方向
に位置規制されると共に、該壁部５４の内面に突設された第１保持片５４ｃと該壁部５４
に内面に対向して設置板部５３に立設された第２保持片５４ｄとの間に挟んで保持されて
いる(図２４参照)。また、上部発光基板６４２は、前端が第３面部６４４ｃの後面に当接
すると共に後端が裏ユニット５０に当接して、第３面部６４４ｃと裏ユニット５０との間
に挟持されている。このように、上部発光基板６４２は、上部光透過カバー６４４を用い
て前側への抜け止めが図られると共に、裏ユニット５０にがたつきなく適切に保持される
。上部発光基板６４２は、裏ユニット５０の後面に沿って設けられる板状の反照部材６４
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６より前側に発光体６４２ａが配置されており、前後方向に離間して複数列(実施例では
２列)の発光体６４２ａが設けられている。
【０２３８】
　前記反照部材６４６は、少なくとも前面が光を反射し得るように構成され、上部光透過
カバー６４４と裏ユニット５０の設置板部５３の間に位置するように、上部光透過カバー
６４４の後側に取り付けられている。反照部材６４６は、発光体６４２ａが指向する側に
延在し、上部光透過カバー６４４の後側のおおよそ全体に亘って設けられている。なお、
実施例の反照部材６４６は、光を吸収し難い白色の合成樹脂から形成されている。反照部
材６４６は、前面が凹凸形状に形成されており、実施例では四角錐形の凸部が規則正しく
並んでいる。反照部材６４６は、設置板部５３の右側部に上下に亘って後方へ向けて凹ま
せて形成された装置支持部５２ｂの前側に開放した開口の前側を覆うように取り付けられ
、反照部材６４６と装置支持部５２ｂとの間に配線配設用空間６１８を画成している。
【０２３９】
　前記上部発光装置６４０は、上部光透過カバー６４４が裏ユニット５０の右側の壁部５
４から表示部４１に向かうにつれて(上部発光基板６４２から離間するにつれて)上下の幅
が拡張するように形成されており、これに合わせて反照部材６４６も上部発光基板６４２
から離間するにつれて上下の幅が拡張するように形成されている。実施例の上部光透過カ
バー６４４は、上辺が裏ユニット５０の上側の壁部５４に沿って形成される一方、下辺が
右側の壁部５４から離間するにつれて下方傾斜するよう形成されている。
【０２４０】
　前記上部発光装置６４０は、上部発光基板６４２の発光体６４２ａから光を照射するこ
とで、発光体６４２ａに面する上部光透過カバー６４４の第２面部６４４ｂが発光すると
共に、反照部材６４６で反射・案内された光によって第１面部６４４ａおよび第２面部６
４４ｂにおける発光体６４２ａから外れた部位が発光し、上部光透過カバー６４４全体を
発光させることができる。これにより、上部収容部位の右側領域および当該領域に収容さ
れた第２上部可動体２２０Ｂの周りを効果的に発光演出することができる。ここで、遊技
盤４０では、板部材４２の厚み分および装飾枠部材１００の厚み分の前後領域を用いて動
作する下部可動体４２０と比べて、板部材４２の後面から裏ユニット５０の設置板部５３
までの前後領域を用いて動作する第２上部可動体２２０Ｂが後側に配置されており、第２
上部可動体２２０Ｂと裏ユニット５０の設置板部５３との間にスペースを確保することは
難しい。
【０２４１】
　前記上部発光装置６４０は、待機位置にある第２上部可動体２２０Ｂの後側に上部発光
基板６４２を設けるのではなく、第２上部可動体２２０Ｂから外れた横側に上部発光基板
６４２を設け、第２上部可動体２２０Ｂの後側に板状の第１面部６４４ａと板状の反照部
材６４６とを設置しているだけである。そして、上部発光装置６４０は、反照部材６４６
によって反射された発光体６４２ａの光により第１面部６４４ａを発光させることができ
、第２上部可動体２２０Ｂの後側の狭いスペースを用いて当該部位を発光演出することが
できる。すなわち、上部発光装置６４０を設けても、第２上部可動体２２０Ｂの収容スペ
ースへの影響を抑えることができ、比較的大型の第２上部可動体２２０Ｂによる動作演出
と、上部発光装置６４０による発光演出を組み合わせて、遊技者の興趣をより向上させる
ことができる。
【０２４２】
　前記上部発光装置６４０は、上部光透過カバー６４４および反照部材６４６が上部発光
基板６４２から離間するにつれて拡張するよう形成されているので、上部発光基板６４２
に配設される発光体６４２ａが面する領域だけでなく、反照部材６４６により光を案内し
てより広い領域を発光演出することができる。また、上部発光装置６４０は、発光体６４
２ａを上部発光基板６４２に前後に離間して複数列設けてあるので、前後方向に段差形状
になっている第１面部６４４ａおよび第２面部６４４ｂを夫々適切に発光させることがで
きる。そして、上部発光装置６４０は、反照部材６４６の前面に設けた凹凸形状により発
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光体６４２ａから照射した光を乱反射させて拡散させることができ、上部光透過カバー６
４４全体をよりむらなく発光させることができる。
【０２４３】
(左側部発光装置)
　前記遊技盤４０は、表示部４１の左側に左側部発光装置６５０を備え、上部可動演出装
置２００の第１上部可動体２２０Ａが待機位置で収容される表示部４１の左側の領域を発
光演出し得るようになっている(図２４参照)。左側部発光装置６５０は、裏ユニット５０
の左辺部５３ｂに配設され、板部材４２の後側に隠されている。遊技盤４０では、裏ユニ
ット５０の左上角隅部に上部ベース体２０２が設置された上部可動演出装置２００の下側
に左側部発光装置６５０が配置され、上部可動演出装置２００の第１上部可動体２２０Ａ
が待機位置で板部材４２と裏ユニット５０の左辺部５３ｂとの間に画成されて表示部４１
の左側(横側)に位置する側部収容空間５７に収容されている(図９または図１７参照)。側
部収容空間５７は、表示部４１側となる右側が開口しており、この開口を介して第１上部
可動体２２０Ａが表示部４１の前側に出没するようになっている。
【０２４４】
　前記左側部発光装置６５０は、側部収容空間５７における待機位置にある第１上部可動
体２２０Ａから外れた位置に設けた左側部発光基板(発光基板)６５２と、側部収容空間５
７において待機位置にある第１上部可動体２２０Ａの後側に設けられた反射部材６５４と
を備えている(図２７参照)。左側部発光基板６５２は、待機位置にある第１上部可動体２
２０Ａの左側に配置され、裏ユニット５０の右側部に遊技盤面と交差する立てた姿勢で設
置されている(図２２参照)。左側部発光基板６５２は、側部収容空間５７の表示部４１に
臨む開口と反対側に位置して、裏ユニット５０の左側の壁部５４の内面に沿わせて取り付
けられ、側部収容空間５７に面する板面に複数の発光体６５２ａが設けられている。左側
部発光装置６５０は、発光体６５２ａが設けられた板面が側部収容空間５７の開口に臨む
ように、左側部発光基板６５２が設置され、左側部発光基板６５２と側部収容空間５７の
開口との間に反射部材６５４が設けられている。
【０２４５】
　前記裏ユニット５０の左辺部５３ｂには、裏ユニット５０の左側の壁部５４の内面に繋
がると共に該内面と対向する保持面を有する鉤状に形成された一対の鉤状片５５ａ,５５
ａが上下対称に立設されている(図９,図２２～図２４または図２６～図２８参照)。また
、裏ユニット５０の左辺部５３ｂには、裏ユニット５０の左側の壁部５４内面から離間し
て設置板部５３に立設され、前端に左方へ突出する爪を有する一対の係止片５５ｂ,５５
ｂが上下に離間して形成されている。そして、左側部発光基板６５２は、上下の鉤状片５
５ａ,５５ａの間に挟持されると共に、上下の係止片５５ｂ,５５ｂの爪を該基板６５２に
開設された開口に夫々引っ掛けて、着脱可能に取り付けられている。
【０２４６】
　前記反射部材６５４は、光を反射し得るめっき等の光反射処理が施された板状の部材で
あって、裏ユニット５０の設置板部５３に取り付けられている。反射部材６５４は、表示
部４１の左縁辺から少なくとも待機位置にある第１上部可動体２２０Ａの後側に亘って延
在し、裏ユニット５０の左辺部５３ｂの上下全体にかけて配置されている。また、反射部
材６５４は、左側部発光基板６５２の発光体６５２ａから照射した光を側部収容空間５７
の開口側に反射し得るように構成されている。実施例では、反射部材６５４の前面を、凸
部分の頂部が揃った凹凸形状に形成し、この凹凸形状によって左側部発光基板６５２の発
光体６５２ａから照射した光を乱反射することで、光を開口側に案内して側部収容空間５
７全体を発光させるようになっている。
【０２４７】
　ここで、裏ユニット５０には、設置板部５３の左側部が後方へ向けて凹ませて装置支持
部５２ｂが形成されており、図柄表示装置１３が、後方へ突出した装置支持部５２ｂの内
側面(右側面)により左側面を位置規制された状態で設置板部５３の後面に取り付けられて
いる(図５参照)。反射部材６５４は、装置支持部５２ｂの前側に開放した開口の前側を覆
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うように取り付けられ、反射部材６５４と装置支持部５２ｂとの間に配線配設用空間６１
８を画成している。左側部発光基板６５２は、後部を配線配設用空間６１８に収容して設
置されている。そして、左側部発光基板６５２は、左側の配線配設用空間６１８に臨ませ
て後端部にソケット６５２ｂが設けられており、該ソケット６５２ｂに接続した配線が左
側の配線配設用空間６１８を介して下方へ取り回され、裏ユニット５０の下部に設置され
た中継基板３９に接続される。なお、左側の配線配設用空間６１８には、上部可動演出装
置２００の上部モータ２７２や装飾体発光基板２４８,２５８に接続する配線が収容され
ている。このように、パチンコ機１０では、図柄表示装置１３を保持するために形成され
る装置支持部５２ｂと反射部材６５４の後側の空間を配線の配設スペースとして有効利用
している。
【０２４８】
　前記左側部発光装置６５０は、 左側部発光基板６５２の発光体６５２ａから光を照射
することで、反射部材６４６に反射した光によって側部収容空間５７全体を発光させるこ
とができる。左側部発光装置６５０は、待機位置にある第１上部可動体２２０Ａの後側に
設けた反射部材６５４による光の拡散により側部収容空間５７を発光させる構成であるの
で、第１上部可動体２２０Ａが動作位置に動いた後の空の側部収容空間５７だけでなく、
第１上部可動体２２０Ａが側部収容空間５７に収容されていても、側部収容空間５７を発
光させることができる。左側部発光装置６５０は、待機位置にある第１上部可動体２２０
Ａの後側に発光基板を設けるのではなく、第１上部可動体２２０Ａから外れた横側に左側
部発光基板６５２を設け、第１上部可動体２２０Ａの後側に板状の反射部材６５４とを設
置しているだけである。そして、左側部発光装置６５０は、反射部材６５４によって反射
された発光体６５２ａの光により側部収容空間５７を発光させることができ、第２上部可
動体２２０Ｂの後側の狭いスペースを用いて当該空間を発光演出することができる。すな
わち、左側部発光装置６５０を設けても、第１上部可動体２２０Ａの収容スペースへの影
響を抑えることができ、比較的大型の第１上部可動体２２０Ａによる動作演出と、左側部
発光装置６５０による発光演出を組み合わせて、遊技者の興趣をより向上させることがで
きる。特に、表示部４１の横側に設けられた側部収容空間５７は、遊技者または隣のパチ
ンコ機に座った遊技者から内部が見え易いが、当該空間を発光により装飾しているので、
見栄えを損なうことがない。
【０２４９】
(ゲート)
　前記遊技盤４０は、入賞したパチンコ球を遊技領域４０ａから取り込む入賞装置６０,
６２,６４の入賞口６０ｂ,６０ｃ,６２ａ,６４ａだけでなく、遊技領域４０ａを流下する
パチンコ球が通過可能で、該パチンコ球の通過により始動入賞装置６０の入賞口６０ｃを
塞ぐ羽根を開放する等の所定の遊技演出を行うゲート７０が設けられている(図４参照)。
ゲート７０は、遊技領域４０ａにおいて装飾枠部材１００の左側領域に設置されて、ワー
プ通路１５０の球通入口１５１より上側に位置している。
【０２５０】
　図５４～図５７に示すように、ゲート７０は、パチンコ球の通過を検知するゲートセン
サ７１と、このゲートセンサ７１を保持するゲート飾り部材７２とから構成されている。
ゲートセンサ７１は、矩形状の板状体の長手方向の一端部側に偏倚して厚み方向に貫通形
成されたセンサ口７１ａを有し、このセンサ口７１ａがパチンコ球を１個ずつ通過し得る
寸法に設定されている。ゲートセンサ７１は、センサ口７１ａに突出したスイッチ片のパ
チンコ球の通過に伴う出没によりパチンコ球を検知する機械式のスイッチや、センサ口７
１ａを通過するパチンコ球による磁界の変化によってパチンコ球を検知する磁気式等の近
接スイッチが採用される。ゲートセンサ７１の後端には、中継基板３９に接続する配線が
接続されており、ゲートセンサ７１によるパチンコ球の検出信号が配線および中継基板３
９を介して主制御装置３２に入力されるようになっている(図８４参照)。
【０２５１】
　前記ゲート飾り部材７２は、パチンコ球が流下する遊技領域にゲートセンサ７１のセン
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サ口７１ａを臨ませて保持するよう構成されている(図９参照)。ゲート飾り部材７２は、
板部材４２における左側部の上下方向中央部に前後に貫通形成されたゲート貫通口４２ｄ
に配設されている。ゲート飾り部材７２は、ゲート貫通口４２ｄを囲って、板部材４２の
前面に当接するように取り付けられる取付ベース部７４と、この取付ベース部７４の前側
に上下に貫通するゲート口を有する門型に形成され、該取付ベース部に前後に貫通するセ
ンサ取付口(取付口)を介してゲート口７６ａの内側にセンサ口７１ａを臨ませたゲートセ
ンサ７１の前部を保持するゲート口部７６と、取付ベース部７４の後側に設けられ、ゲー
トセンサ７１の後部を着脱可能に保持するセンサ保持手段とから構成されている(図５４
～図５７参照)。なお、ゲート飾り部材７２には、センサ取付口７４ａの後側からゲート
センサ７１が挿入される。
【０２５２】
　前記取付ベース部７４は、前面に所要の装飾(実施例では光反射処理)が施された板状に
形成され、板部材４２の前面にネジ止め固定されて、遊技領域４０ａにおける遊技盤面の
一部を構成する鍔状部分である(図５４参照)。取付ベース部７４には、長手を前後方向に
延在させる共にセンサ口７１ａの貫通方向となる厚み方向を上下に沿わせた姿勢でゲート
飾り部材７２に保持されるゲートセンサ７１に合わせて、該ゲートセンサ７１の挿通を許
容するセンサ取付口７４ａが中央部に開設されている(図５７参照)。また、取付ベース部
７４は、センサ取付口７４ａの周囲に形成されて、該センサ取付口を貫通するように保持
されたゲートセンサ７１の周りに設けられるゲート光透過部(光透過部)７５を備えている
。
【０２５３】
　前記ゲート光透過部７５は、ゲート７０が設けられる板部材４２の左側部後側に位置し
て裏ユニット５０に設けられる左側部発光装置６５０によって発光し、ゲート飾り部材７
２の遊技領域４０ａに臨む取付ベース部７４およびゲート口部７６を発光演出するように
なっている。実施例のゲート光透過部７５は、センサ取付口７４ａの上下の夫々に連続し
て取付ベース部７４に開設された貫通口であって、センサ取付口７４ａの上側と下側とに
センサ取付口７４ａに挿入されたゲートセンサ７１を挟んで画成されている(図５７参照)
。また、ゲート光透過部７５は、その左右の開口幅が、センサ取付口７４ａの左右の開口
幅より狭く、センサ口７１ａの左右の開口幅に合わせて形成されている(図５４参照)。な
お、ゲート光透過部７５は、上端がゲート口部７６の上端より僅かに(取付ベース部７４
の板厚より小さく設定)上側に位置するよう形成されると共に、下端がゲート口部７６の
下端より僅かに(取付ベース部の板厚より小さく設定)下側に位置するよう形成されている
。すなわち、ゲート光透過部７５は、ゲート口部７６から外れて遊技領域４０ａに臨む部
位を少なくとも有しているが、ゲート光透過部は、前側に位置するゲート口部に大部分が
隠れるようになっている。このように、ゲート口部７６がゲート光透過部７５の前側に延
出形成されているが、ゲート口部７６からずらしてゲート光透過部７５を設けてあるので
、遊技領域４０ａの発光演出を好適に行うことができる。また、ゲート飾り部材７２は、
ゲート光透過部７５におけるゲート口部７６から外れて遊技領域に臨む部位を小さく設定
しているので、ゲート光透過部７５にカバーを設けない貫通口としても、該ゲート光透過
部７５を介してゲート飾り部材７２の後側を視認することを困難になっている。
【０２５４】
　前記ゲート口部７６は、ゲートセンサ７１におけるセンサ口７１ａの開口縁を保持する
爪が内側に上下に離間して設けられて、この爪によって内側にゲート口７６ａが画成され
ている(図５５または図５７参照)。ゲート口７６ａは、遊技領域４０ａにおけるパチンコ
球の流下経路に臨み、パチンコ球１個ずつの通過を許容する大きさに設定されている。そ
して、ゲート飾り部材７２は、ゲート口部７６の爪で前部が保持されると共に後部がセン
サ保持手段で抜け止めされたゲートセンサ７１のセンサ口７１ａがゲート口７６ａに整合
するようになっている。
【０２５５】
　前記センサ保持手段は、センサ取付口７４ａを挟んで取付ベース部７４の後面から延出
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するように設けられ、センサ取付口７４ａから該取付ベース部７４の後側に突出するゲー
トセンサ７１の側部を保持する一対のセンサ保持片(保持片)７８,７８と、取付ベース部(
142)の後面に一対のセンサ保持片７８,７８の少なくとも一方に沿って設けられ、後側に
開口するねじ孔を有するセンサ保持ボス部(保持ボス部)８０と、この保持ボス部８０のね
じ孔に取り付けられ、該ねじ孔に螺合するねじ軸より半径方向外側に突出する頭部の座面
によってゲートセンサ７１の後端面を保持するセンサ保持ねじ(ねじ)８２とから構成され
る(図５５参照)。一対のセンサ保持片７８,７８は、センサ取付口７４ａを挟んで取付ベ
ース部７４の後面に設けられている。一対のセンサ保持片７８,７８は、取付ベース部７
４に接続する根元部分が、開放端を対向させた略コ字状に基本的に形成されており、ゲー
トセンサ７１の側面に沿って延在すると共にゲートセンサ７１の対応する側部を上下に挟
むようになっている。右側(表示部側)のセンサ保持片７８は、その後端が前部をゲート口
部７６に保持したゲートセンサ７１の後端より前側に位置する(ゲートセンサ７１の取付
ベース部７４からの突出寸法の１／２以下)よう形成されている(図５５または図５６参照
)。これに対して、左側(表示部と反対側)のセンサ保持片７８は、上側部分の後端が前部
をゲート口部７６に保持したゲートセンサ７１の後端と略同一または僅かに前側に位置す
るよう形成されて、下側部分の後端がゲートセンサ７１の後端より前側に位置するよう形
成されている(図５７参照)。
【０２５６】
　前記センサ保持ボス部８０は、センサ保持片７８の外側面に沿って後側へ突設された円
筒形の部分であって、その後端が前部をゲート口部７６に保持したゲートセンサ７１の後
端と同一または略同一に位置するよう形成されている。実施例のゲート飾り部材７２では
、センサ取付口７４ａの右側(表示部４１側の一方)にだけセンサ保持ボス部８０が設けら
れている。
【０２５７】
　前記センサ保持ねじ８２は、センサ保持ボス部８０に後側に開口するよう設けられたね
じ孔に螺合されるねじ軸と、ねじ軸の一端に設けられた頭部とを備えた一般的に用いられ
ているものを採用可能である。すなわち、センサ保持ねじ８２は、ねじ孔にねじ軸を螺合
した際に、ねじ軸より半径方向外側に突出する頭部の座面がゲートセンサ７１の後面に対
向し、頭部によりゲートセンサ７１の後方への移動を規制するようになっている。ここで
、センサ保持ねじ８２の頭部とは、別体または一体に形成された座金をセンサ保持ボス部
８０との間に介在させたものも含み、頭部に平座金が取り付けられたタイプ(実施例)であ
ってもよい(図５６参照)。このように、センサ保持ねじ８２は、座金を設けることで座面
を大きくしてゲートセンサ７１の係止面を広く確保している。
【０２５８】
　前記ゲート７０は、ゲート飾り部材７２の両センサ保持片７８,７８、センサ保持ボス
部８０、センサ保持ねじ８２および該ゲート飾り部材７２に保持されたゲートセンサ７１
の後部が、板部材４２のゲート貫通口４２ｄの内部に収容されるよう構成される(図９参
照)。すなわち、ゲート７０は、ゲート飾り部材７２における取付ベース部７４より後方
へ突出する部分が板部材４２の厚み寸法に収まるように設定され、当該部分が板部材４２
の後側に突出しないようになっている。
【０２５９】
　前記ゲート飾り部材７２には、センサ保持ボス部８０が設けられる右側(一方)のセンサ
保持片７８とセンサ取付口７４ａを挟んで反対側に位置する左側(表示部４１と反対側(他
方))のセンサ保持片７８に、遊技盤４０の遊技盤面に沿う方向に延出する配線固定片８４
が設けられている(図５５参照)。配線固定片８４は、左側のセンサ保持片７８の左側面か
ら取付ベース部７４と平行して左方へ延出するよう形成されている。また、配線固定片８
４は、取付ベース部７４の後面から後側に離間するように設置され、実施例では左側のセ
ンサ保持片７８の前後方向略中央部に位置している。更に、配線固定片８４は、先端部(
左端部)が前側(取付ベース部７４側)に向けて鉤状に屈曲形成されている。ゲート７０は
、ゲート飾り部材７２に保持されたゲートセンサ７１の後端部に接続される配線を、結束
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バンド等の結束手段で配線固定片８４に固定して、表示部４１と反対側(他方のセンサ保
持片７８側)に取り回すようになっている。ここで、ゲート飾り部材７２の左側のセンサ
保持片７８は、下側部分が配線固定片８４の配設位置より後側に突出せず、全体としても
ゲートセンサ７１の後端面より後方へ突出しないように形成されている。ゲート飾り部材
７２では、ゲートセンサ７１の後端面より前側に配線固定片８４を設けて、該ゲートセン
サ７１の後端に接続した配線をゲートセンサ７１の左側面に沿わせて前側へ引き込んだ後
に、配線固定片８４に固定している。
【０２６０】
　前記遊技盤４０は、板部材４２の後側に収容される待機位置と表示部の前側に位置する
動作位置との間で動作する第１上部可動体２２０Ａを裏ユニット５０に備え、第１上部可
動体２２０Ａは、板部材４２における遊技領域４０ａの左側部後側と裏ユニット５０の左
辺部５３ｂとの間に待機位置で収容されるようになっている(図１５または図１７参照)。
ゲート貫通口４２ｄは、板部材４２における第１上部可動体２２０Ａの側部収容空間５７
の前側に開設されており、ゲート７０の後側の側部収容空間５７には、待機位置の第１上
部可動体２２０Ａが臨み、該上部可動体２２０Ａが側部収容空間５７から右方に動作して
表示部４１の左側に開口する板部材４２と裏ユニット５０との間の開口から現れて動作位
置に変位する。ゲート飾り部材７２は、第１上部可動体２２０Ａが待機位置から動作位置
へ向かう側と反対側に位置する左側のセンサ保持片７８に配線固定片８４を設け、ゲート
センサ７１の配線を第１上部可動体２２０Ａの動作位置への動作方向と反対側(左側)に取
り回すように構成してある。配線固定片８４でゲート飾り部材７２の左側に保持されたゲ
ートセンサ７１の配線は、板部材４２の後面に沿って左側へ取り回され、裏ユニット５０
の左側面を通って該裏ユニット５０の後面下部に設置された中継基板３９に接続される。
【０２６１】
　前記ゲート飾り部材７２の発光構造について説明する。ゲート飾り部材７２の発光構造
は、前記ゲート光透過部７５と、板部材４２の後側においてゲート貫通口４２ｄから外れ
た位置に設けられ、第１上部可動体２２０Ａの側部収容空間５７を照らす発光体６５２ａ
を備える左側部発光基板６５２と、第１上部可動体２２０Ａの側部収容空間５７に設けら
れ、発光体６５２ａから照射された光をゲート貫通口４２ｄに向けて反射する反射部材６
５４とを有し、ゲート光透過部６５を反射部材６５４の反射光によって発光させるよう構
成してある(図９または図２２参照)。実施例では、裏ユニット５０において第１上部可動
体２２０Ａの側部収容空間５７に臨む左側の壁部５４に設けられた左側部発光基板６５２
と、裏ユニット５０の左辺部５３ｂに第１上部可動体２２０Ａの側部収容空間５７に対応
して設けられた反射部材６５４とを有する左側部発光装置６５０によって、ゲート光透過
部６５が発光するようになっている。前述の如く、第１上部可動体２２０Ａは、側部収容
空間５７に収容される待機位置において、可動装飾体２５０が固定装飾体２４０から離間
して隣り合う装飾体２４０,２５０の間に隙間ができている。よって、第１上部可動体２
２０Ａの後側に配置された反射部材６５４で反射した光が、隣り合う装飾体２４０,２５
０の隙間を介してゲート貫通口４２ｄに入射し易くすることができる。
【０２６２】
　前記ゲート７０は、センサ保持ねじ８２をセンサ保持ボス部８０に着脱することで、ゲ
ート飾り部材７２に対するゲートセンサ７１の抜け止めまたは取り外しを行う構成である
ので、センサ保持片７８に設けた爪でゲートセンサ７１を保持する保持構造の如く、セン
サ保持片７８に撓曲性を持たせなくても、ゲートセンサ７１を着脱することができる。ま
た、センサ保持ボス部８０についても、センサ保持ねじ８２およびゲートセンサ７１の着
脱のために撓曲性を持たせる必要がない。すなわち、ゲートセンサ７１が配線の取り回し
の都合等により遊技盤面に沿う方向に引っ張られたとしても、センサ保持片７８が撓み難
いので、ゲートセンサ７１の保持姿勢が変位することを回避でき、センサ保持ねじ８２の
座面の前側からゲートセンサ７１の後端面が外れる可能性が非常に小さい。しかも、右側
のセンサ保持片７８には、センサ保持ボス部８０が沿わせて設けられているので、センサ
保持ボス部８０によって一層撓み難くなっている。従って、ゲート７０によれば、ゲート
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飾り部材７２のセンサ保持ねじ８２によってゲートセンサ７１を適切に保持できる。更に
、ゲート７０によれば、配線等を介してゲートセンサ７１に力が加わったとしても、セン
サ保持片７８でゲートセンサ７１を適切な姿勢を維持するよう保持し得るので、ゲートセ
ンサ７１のセンサ口７１ａとゲート口７６ａとが位置ずれし難く、センサ口７１ａへのパ
チンコ球の通過に悪影響がでない。
【０２６３】
　実施例のパチンコ機１０の如く、ゲート７０の後側に第１上部可動体２２０Ａの側部収
容空間５７が設けられる構成では、ゲートセンサ７１の配線が、板部材４２の後側におい
て待機位置で静止している第１上部可動体２２０Ａと、待機位置から動作位置へ移動する
第１上部可動体２２０Ａとに干渉しないことが求められる。ゲート７０は、ゲートセンサ
７１の後端面から板部材４２の後面に沿って第１上部可動体２２０Ａの動作位置への動作
方向と反対側となる左方へ配線を取り回すことで、第１上部可動体２２０Ａとの干渉を回
避している。ここで、ゲート飾り部材７２には、左側のセンサ保持片７８に配線固定片８
４を設けてあるので、左側に取り回す配線を配線固定片８４で固定して、ゲート貫通口４
２ｄ内で保持することができるので、第１上部可動体２２０Ａの邪魔にならない。配線固
定片８４は、ゲート飾り部材７２に保持したゲートセンサ７１の後端面より前側に設けて
あるので、第１上部可動体２２０Ａ(他の装置等)からより離して配線を取り回すことがで
きる。ここで、配線は、ゲートセンサ７１の後端面に後側から接続して横方向に取り回す
と、接続部位が湾曲して後方へ突出するが、ゲートセンサ７１の後端面より前側に設けた
配線固定片８４に配線を固定することで、配線を前側に引っ張って接続部位の後方への突
出寸法を小さくすることができる。また、左側のセンサ保持片７８は、ゲートセンサ７１
の後端面より突出していないので、配線の取り回しに邪魔にならない。ゲート７０は、ゲ
ート飾り部材７２のセンサ保持手段およびゲート飾り部材７２に保持されたゲートセンサ
７１がゲート貫通口４２ｄに収容される構成であるので、ゲート７０の構成が側部収容空
間５７に突出せずに第１上部可動体２２０Ａと干渉するおそれがなく、板部材４２と裏ユ
ニット５０との間を第１上部可動体２２０Ａの収容スペースとして広く有効利用できる。
【０２６４】
　実施例のパチンコ機１０では、ゲートセンサ７１の配線が第１上部可動体２２０Ａとの
干渉を回避するためにある程度張った状態で取り回されるが、前述の如く、ゲートセンサ
７１に力が加わってもセンサ保持手段でゲートセンサ７１を適切な姿勢で保持し得るので
、ゲートセンサ７１が抜け出す等の不都合を回避できる。なお、配線を配線固定片８４で
保持することで、配線を引っ張ってもゲートセンサ７１との接続部位にかかる力を抑える
ことができ、接続部位が外れ難くなる。
【０２６５】
　前述の如く、ゲート飾り部材７２の発光構造は、遊技盤４０においてゲート貫通口４２
ｄから外れた位置に左側部発光基板６５２を配置し、この左側部発光基板６５２の発光体
６５２ａからの光を反射部材６５４で反射することで、ゲート飾り部材７２のゲート光透
過部７５を発光させるようになっている。すなわち、ゲート飾り部材７２の発光構造によ
れば、ゲート飾り部材７２を発光演出できるので、遊技領域４０ａの装飾性をより向上す
ることができる。このように、左側部発光基板６５２をゲート飾り部材７２やゲート貫通
口４２ｄに設けていないので、ゲート飾り部材７２やゲート貫通口４２ｄを大型化させる
ことなく、ゲート飾り部材７２を発光演出できる。しかも、ゲート飾り部材７２の発光構
造は、第１上部可動体２２０Ａの側部収容空間５７を発光演出する左側部発光装置６５０
の構成と兼用しているので、部品点数を抑えてコストを低廉にできる。
【０２６６】
　前記ゲート飾り部材７２の発光構造は、左側部発光基板６５２を裏ユニット５０の左側
の壁部５４に設け、反射部材６５４を裏ユニット５０の左辺部５３ｂに設けてあるので、
板部材４２の後側に他の部材(上部可動体２２０)の配設スペースを確保することができ、
また板部材４２の後面に沿って配設されてゲートセンサ７１に接続する配線と、左側部発
光基板６５２および反射部材６５４が干渉しない。そして、反射部材６５４の前側には、
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待機位置の第１上部可動体２２０Ａが位置して、第１上部可動体２２０Ａの位置によって
反射部材６５４で左側部発光基板６５２の発光体６５２ａから照射された光を反射できる
領域が変化するので、これに伴ってゲート光透過部６５による発光態様も変化させること
ができる。
【０２６７】
(変更例)
　本願は前述した実施例の構成に限定されるものではなく、その他の構成を適宜に採用す
ることができる。
(１)遊技機としては、パチンコ機に限られるものではなく、アレンジボール機やパチンコ
球を用いたスロットマシン等、その他各種の遊技機であってもよい。
(２)各可動演出装置の可動体の動作態様について実施例の態様に限られず、揺動や回転や
直線動等を適宜採用することができる。
(３)可動演出装置の配置についても適宜変更可能である。
【０２６８】
(付記１)
　前記カバー部材(170)は、前記ステージ(120)において前記ワープ通路(150)の球出口(15
2)から遊技球を受け取る転動面(139)に対応して後側に向けて凹設されている。
【０２６９】
(付記２)
　前記左側部発光装置(650)の発光基板(652)は、裏ユニット(50)の設置板部(53)に後側に
向けて凹設されて前側に開口する図柄表示装置(13)の側部を支持する装置支持部(52b)に
一部を収容して設置される。
【符号の説明】
【０２７０】
　４０　遊技盤
　４１　表示部
　２２０　上部可動体(可動体)
　２２２　アーム
　２２６　可動アーム
　２３４　補助アーム
　２４０　固定装飾体(装飾体)
　２５０　可動装飾体(装飾体)
　２７０　上部駆動機構(駆動機構)
　２８０　第１連結歯部(連結歯部)
　２８１　第２連結歯部(連結歯部)
　ＤＨ　意匠部
　ＤＲ　意匠体
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